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　私の
幼馴染
 おさななじ

 みは、名前を
安藤寿来
 あんどうじゆらい

 という。



　私は昔っからジューくんって呼んでいる。



　家が近所で、親同士の仲もよかったから、小さいときからずっと仲良しである。幼稚園も小学校も中学校も一緒で、なんと高校までも一緒だった。



　ジューくんは「
腐
 くさ

 れ縁だ」と言っている。



　……いっつもいーっつも『運命』とか『宿命』とか言っているくせに、どうして私のことはそんな風には言ってくれないんだろうなー？



　別にいいんだけどー。



　そういえばジューくんは、昔っからごっこ遊びをするのが好きな子供だった。テレビでやってる『ライダー』や『レンジャー』が大好きで、よく一緒に変身して遊んだ。新しい変身ポーズや必殺技がテレビに出るたび、ジューくんは
完璧
 かんぺき

 に覚えて私に
披露
 ひろう

 してくれた。



　私は、それを見るのがとても楽しかった。



　ううん、正確には違うかな。



『ライダー』や『レンジャー』は正直どうでもよかった。



　私はただ、一生懸命で楽しそうなジューくんを見るのが好きだった。



　だけど、年齢を重ねるに連れて、ジューくんは
謎
 なぞ

 の成長を遂げていった。



　たとえば、小学六年生のとき。



「なあ、
鳩子
 はとこ

 。
俺
 おれ

 が今生きている世界はもしかしたら全て俺が見ている夢なんじゃないのか？　それを否定することはできるのか？　できないだろう？」



　真顔でなにを言ってるんだこいつは、と思った。



　たとえば、中学一年生のとき。



「鳩子。なぜ人は死ぬんだと思う？　それはな、いつか死ぬと心の奥底で理解しているからだ。すなわち、逆説的に考えれば心の底から死なないと思えば──」



　得意顔でなにを言ってるんだこいつは、と思った。



　そして
極
 きわ

 めつけは、中学三年生に上がったときに放った一言だ。



　私がいつものように、ジューくん、と呼びかけたときのことだ。



「鳩子。もうその呼び方はやめろって。俺達もう中三だぞ？　いつまでもあだ名で呼ぶんじゃねえよ」



　突き放すようにそう言われて、私はちょっぴりショックを受けた。



　でも、しょうがないかなー、とも思った。ジューくんは男の子だから、女の私といつまでも仲良くしているのは恥ずかしいのかもしれない。



「……うん、わかった。じゃ、なんて呼べばいいかな？」



　暗い気持ちを表に出さないようにしながら、私は尋ねた。



　すると、ジューくんはこれでもかというほどに楽しそうに笑った。







「これから俺のことは、ギルディア・シン・
呪雷
 ジユライ

 と呼べ」







　…………。



　本気でなにを言ってるんだこいつは、と思った。



　とにかく私の幼馴染みのジューくんは、よくわからない男なのである。










☆










「あー……、安藤。お前はどうして自分が呼び出されたかわかっているか？」



　放課後の職員室にて、英語教師である
里見
 さとみ

 先生は大層面倒くさそうに言った。



「わかりません」



「……そうか。まあ、お前はそういう
奴
 やつ

 だもんな」



　投げやりな口調で言いつつ、くあ、とあくびを
漏
 も

 らす。



　里見
詩春
 しはる

 。



　俺のクラスの担任で、そして文芸部の
顧問
 こもん

 でもある、なにかと馴染みの深い先生だ。スタイルがよくて整った顔立ちをしているのだが、全体的にやる気がなく、面倒くさいオーラを常時開放しているため、あまり美人という感じがしない。



　常に着用している仮眠用アイマスクも、美人度を下げることに貢献している。今日のアイマスクには『寝る子は育つ』と書いてあった。どこで売ってんだよ、それ。



「話というのはあれだ。うん。あれだ。うん……なんだっけかな」



「俺に聞かないでくださいよ」



　
相変
 あいか

 わらず眠そうだな、里見先生。



　この人は文芸部に毎日のように遊びに来る小学生、
姫木千冬
 ひめきちふゆ

 ちゃんの叔母でもあるわけだが、このいつも眠たそうな感じはあの子にそっくりだ。



　いつも全力で脱力系。



　千冬ちゃんの親族はみんなこんな感じなのだろうか。



「そうそう、思い出した。こないだのテストのことだよ」



「テスト？　なにか問題でもありましたか？」



「問題あるかだって？　あるに決まってるだろ。テストに問題がなかったらテストの意味がないじゃないか」



「いやそういう意味じゃなくて！　テストに対する俺の解答になにか問題がありましたかってことですよ！」



「おー、そうか。そうだなあ。まあ、問題といえば問題があったんだよ」



　言いながら、里見先生は俺の答案用紙を机の上に出した。さて、なにが問題だというのか。こないだのテストは割と自信があったから、呼び出される覚えがまるでないのだが。



「まずはここだ」



　里見先生は問題の一つを指す。それは和訳の問題だった。







・Tom wakes up at six every morning.



（トムは毎朝六時に
覚醒
 めざ

 める）







　ふむ。なにもおかしいところはないな。



「なんだこの『覚醒める』って……。『
覚醒
 かくせい

 』の横にご
丁寧
 ていねい

 に小さく『めざ』って読み仮名を振ってるし……。毎朝六時にトムになにが起こるんだ？」



「さあ。そればっかりはトムくんに聞いてみないと」



「うん……まあ、ひとまずこれは置いといて、次な」







・She continued crying in the dark room.



（彼女は
昏
 くら

 い部屋の中で
慟哭
 な

 き続けた）







「……お前、よく『
慟哭
 どうこく

 』なんて難しい漢字書けるな。『
昏
 くら

 い』にしても、私、この漢字が『くらい』って読むなんて知らなかったよ。
黄昏
 たそがれ

 ぐらいでしか使わないだろ、この漢字」



「いやあ」



「
褒
 ほ

 めてない褒めてない。今のは皮肉だ」



　気だるげに息を吐く里見先生。



「
他
 ほか

 にも挙げてけばキリがないな。笑うは
嗤
 わら

 う、守るは
護
 まも

 る、速いは
疾
 はや

 い、輪は
環
 わ

 、時は
刻
 とき

 、落ちるは
堕
 お

 ちる、許すは
赦
 ゆる

 す、汚れたは
穢
 けが

 れた……なあ、安藤」



　里見先生は責めるというよりもむしろ不思議そうな調子で尋ねてくる。



「どうしてわざわざ難しい漢字を書くんだ？」



　俺は内心で笑ってしまう。やれやれ、愚問とはこういう質問のことを言うんだろうな。



「だって、その方がなんかいいじゃないですか」



　我が
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 をわざわざ旧字体にしているのと同じ理由だ。なんかいいとしか表現できないが、確かにいいのである。



　難読漢字、かっけー。



　利用
頻度
 ひんど

 が低い方の漢字、かっけー。



「はあ……。相変わらず安藤は意味不明だな。どうでもいいんだけど、こうも慣れない漢字を使われると読みづらくて
敵
 かな

 わん」



　里見先生は問題児を見る目になっていた。



「……しかも、それで意外と点数が高いから腹立つ」



　安藤寿来。高校二年生。



　成績中の上。そこそこ勉強しています。



「ふざけた解答してるとこを全部バツにしたいところだが、あながち間違ってはいないから強く否定もできないんだよなあ……」



　くくっ。まあ、そこら辺はきちんと使いこなしている俺である。たとえば楽しく笑ってるときには、『嗤う』は使わない。『嗤う』は、
嘲笑
 わら

 う、
蔑
 さげす

 む、という意味だ。



「……うー、あー、もういいや。なんか眠くなってきたし」



　しばらく俺の答案を
睨
 にら

 んでいた里見先生だったが、やがて大きくあくびをした。



「私はもう安藤の
更生
 こうせい

 は
諦
 あきら

 めたっていうか、
呆
 あき

 れ果てたっていうか、まあそんな感じだからなー。お前の更生はもう、
高梨
 たかなし

 に任せるとしよう」



　更生もなにも、俺は客観的に見たら割と
真面目
 まじめ

 な生徒だと思うんだけど。成績悪くないし、今のところ無遅刻無欠席だし。



　たまーに、ちょっと自分が
抑
 おさ

 えきれなくなるだけの、選ばれし高校生なのだ。



　里見先生は俺を放置したまま、頭のアイマスクを目元まで下ろした。仮眠に入るつもりらしい。帰れの合図だと察した俺は、そっと
踵
 きびす

 を返した。



　そのときだった。



「あれ、安藤。なにしてるの？」



　職員室のドアががらりと開かれた。



　そこにいたのは大層な美少年だった。その顔立ちは、かっこいいというよりもむしろ美しい。全体的に線が細く、
華奢
 きやしや

 な印象を受ける。男にしては長いその髪は、後ろで一つに
束
 たば

 ねてあった。



「
相模
 さがみ

 」



　俺は言った。



　相模
静夢
 しずむ

 。



　こいつと俺の関係は、友達というか知り合いというか、ただ一、二年と同じクラスなだけというか。昼休みに飯を一緒に食べる仲であり、ただそれだけの関係である。



　俺の近くまで歩いてくると、相模は涼しげな瞳で俺を
眺
 なが

 めた。



「相模じゃなくて、僕のことは愛着を込めてサガミンって呼べよ。いつも言ってるだろ」



「嫌だよ。あだ名とか、仲いいと思われんだろ」



「そう。残念だ」



「お前こそ、俺のことは尊敬と
畏敬
 いけい

 の念を込めて、ギルディア・シン・
呪雷
 ジユライ

 と呼べといつも言っているだろう？」



「嫌だよ。
真名
 まな

 とか、頭おかしいと思われるだろ」



　
辛辣
 しんらつ

 な返答をしつつ「で、なにしてるの、安藤？」と問うてくる相模に、俺は簡単に事情を説明した。



「ふーん。安藤らしいね」



　自分で聞いたくせに、相模の反応はかなり薄かった。こいつはこういう奴なので、気にもならない。



「で、相模はなにしに来たんだ？」



「ん。僕はただ、恋人を取り返しに来ただけだよ」



　そう言って、相模は熟睡中の里見先生の体を揺する。



「……ん、ああ、なんだ。相模……か？」



「里見先生。早いとこ僕の恋人を返してくださいよ」



「あー……、そうだった。忘れてた」



　のそりと起き上がると、里見先生は職員室の
隅
 すみ

 まで歩いていき、そして戻ってくる。



　その手に握られているのは相模の恋人──ニンテンドー３ＤＳだった。



「ほら。これに
懲
 こ

 りたら、もう授業中にゲームするんじゃないぞ」



「先生。僕はゲームをしてたわけじゃありません。愛を育んでいたんです」



　
爽
 さわ

 やかな笑顔で、かなりキモいことを言う相模だった。



　美の化身と言っても過言じゃない
美貌
 びぼう

 の持ち主である相模だが、その実体は重度のオタクである。二次元の女子をこよなく愛し、アニメのキャラを嫁と呼び、ゲームのキャラを恋人と呼ぶ。
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「そういや相模。恋人っていえば、お前こないだ一年の女子と付き合ったって言ってなかったっけ？」



「ああ、あの子ならもう別れたよ。いつも通り、フラれちゃった」



「早いな。一週間もってねえじゃねえかよ」



「ひどいよね。あっちからコクってきたっていうのに」



「どうせまた、一緒に帰ってる途中に美少女フィギュアでも買ったんだろ？」



「違うよ。今回は一緒に帰ってる途中にエロゲー買ったら『そんな人だと思わなかった』ってフラれた」



「一緒だよ、馬鹿」



　その
類
 たぐい

 まれなる美貌
故
 ゆえ

 に、相模は馬鹿みたいに女子からモテる。



　結構な頻度で女子から告白されるムカつく
奴
 やつ

 であり、さらにムカつくことに相模はその全てをオッケーする。



　しかし、女子と付き合おうと自分のライフスタイルを一切崩さない相模は、その容貌からは想像もつかないオタク趣味がすぐにバレて、いつも女子からフラれている。



　二、三年の女子の間ではもう『相模静夢は外見と中身が反比例している』という噂が広がり、そうそう告られることはなくなったようだが、入学して日が浅い一年からは、今でもよく告られている。



　むかつく奴だ。死ねばいいのに。



「相模。結局お前って、二次元と三次元、どっちが好きなの？」



「どっちも好きだけど、やっぱり二次元の方が好きかなー。三次元は二の次。三次元の女って、いろいろと面倒くさいしね」



　なんなんだろう、このイケメンの無駄遣いは。



『地球のみんなよ、オラからイケメン成分をちょっとずつ奪ってくれ』って逆元気玉みたいなことして、世の中の男のために
犠牲
 ぎせい

 になればいいのに。



「相変わらず仲いいなー、お前ら」



　俺と相模のやり取りを眺めていた里見先生が、ぽつりと感想を漏らした。



「問題児同士気が合うってわけか。安藤、相模……。私はさ、別にお前らみたいなオタク趣味を悪いと言っているわけじゃないんだよ。ただなあ、もう少し自重しろって」



「「……！」」



　もうそろそろ帰ろうか、と思っていた俺達だが、里見先生の発言がスルーできず、二人
揃
 そろ

 って食いついた。



　別に、オタクと言われたことを怒っているわけじゃない。俺のような人間がオタクと呼ばれることは重々承知である。器のでかい俺はその程度で怒ったりはしない。



　ただし──相模と一緒くたにされるのだけはゴメンだ！



「……里見先生、勘弁してくださいよ。俺をこんなキモい萌え豚と一緒にしないでください。こいつは見るアニメを声優で決めるような声豚なんですよ」



「そうですよ。こんな
厨二
 ちゆうに

 野郎と一緒だなんて真っ平ごめんです。新しいアニメ始まるたびに自己投影しまくったオリキャラ考えるようなイタい奴と、僕を同列に語らないでください」



「「…………」」



　数秒の睨み合い。俺達の間で、お互いの譲れないなにかが火花となって燃える。



「……相模の好きなアニメってさー、ただ主人公が女子達とイチャイチャしてるだけの話だよな。あんな中身がない話のなにが面白いの？　かわいい女の子がいっぱい出てればそれでいいの？」



「中身がない？　なに言ってるんだよ。あの手の作品にとっては、女子とイチャイチャすることこそが中身なんだよ。こっちはそれを楽しみにしてるんだからさ」



「あと、光線や煙が乱舞する
紳士
 しんし

 アニメのブルーレイを、乳首目当てで買うのヤメれば？　そんなに乳首見たいなら普通にエロアニメ買えばいいだろ」



「わかってないなあ。一般作品の乳首には、エロアニメにはない
魅力
 みりよく

 があるんだよ」



「ふん」



「そう言う安藤の好きなアニメは、設定が複雑で初見視聴者ポカーンだよね。公式サイト行って、専門用語表や相関図見ないとなにやってるか全然わかんないんだけど？」



「はっ。その複雑に
絡
 から

 み合った
精緻
 せいち

 な世界観こそが魅力なんだよ！」



「とりあえず専門用語にやたらとルビ振るのはやめて欲しいな。アニメだと意味が理解できないから、カタカナ単語を言ってるだけに聞こえる」



「そこは公式サイトや原作を参考にしつつ脳内補完するもんだろう！」



「やれやれ。これだから厨二病はキツいんだよね」



「はぁーあ、萌え豚とかマジうぜえわ」



「安藤。あんまり調子乗ってるとプリティでキュアキュアにするよ？」



「おいおい、相模。てめえこそ、ギルティでクラクラにしちまうぞ？」



「お前ら……よくわからんが──」



　俺達の口論が耳
障
 ざわ

 りだったらしく、里見先生が
鬱陶
 うつとう

 しそうに口を挟んできた。



「つまんないと思う作品は、見なきゃいいんじゃないのか？」



「「…………」」



　俺も相模も沈黙する。



『つまんないなら見なきゃいいじゃん』



　それは……それは禁句である。



　それだけは言っちゃいけない。



　アニメに対して毎週ネチネチと文句をつけつつ、「え、あれ？　いや、全然つまんないよ。ま、
惰性
 だせい

 で追っかけてるけどさー」とか上から目線なことを言いながら最終回まできちんと見てしまう良き視聴者。「最近の〇〇マジ読むのないわー」と週刊連載の漫画雑誌を
罵
 ののし

 りながら毎週きちんと購入するいいお客さん。



　それが俺達なのだ。



「とにかく、
喧嘩
 けんか

 するなら外でしろ。私はもう寝るから」



　しっしっと追い払うような
仕草
 しぐさ

 をする里見先生。



　俺と相模は二人並んで職員室を後にした。



「里見先生って、相変わらず残念美人って感じだよね」



　職員室から出ると、反省の色がまるで見えない相模が話を振ってきた。反省してないのは俺も同じなので「だな」と同意する。



「あの先生もラノベにやたらと出てくる女教師みたいに、婚活で悩んだりしてたらもっとチャーミングになると思うんだけどな」



「僕は女教師って守備範囲外だからどうでもいいよ。女は
二十歳
 はたち

 過ぎたらババア（人外娘を除く）だし」



　がしっと。



　
突如
 とつじよ

 何者かが、俺と相模の肩を
摑
 つか

 んだ。おそるおそる振り返る。そこにいたのは、気だるそうな表情でありながら、
凄
 すさ

 まじいまでの殺気を放つ里見先生であった。



「……お前らな、陰口言うんならもっと陰で言え」



　そのまま俺達は、ずるずると職員室に引きずり込まれていった……。











　相模がまだまだ説教される中、俺の方は比較的早めに解放された。



　どうやら『女は二十歳過ぎたらババア（人外娘を除く）』という現実とフィクションをごっちゃにした相模のモットーは、アラサーである里見先生の
逆鱗
 げきりん

 に触れてしまったらしい。



「あらあら安藤くん。どこでなにをしているのかと思えば職員室にいたのですか」



　廊下を歩いていると、我が部の部長、高梨
彩弓
 さゆみ

 さんとばったり出くわした。



「彩弓さん。どうしてここに……あ、もしかして俺を探しに来てくれたんですか？」



「いえ。里見先生に用があっただけです。思い上がらないでください」



「……そっすか」



　昨今、『勘違いしないで』という
台詞
 せりふ

 がツンデレの代名詞になってしまったせいで、
安易
 あんい

 には使いにくくなっている中、『思い上がらないで』というのは、相手に勘違いさせない素晴らしい代用言葉なのかもしれない。



　さすがは彩弓さんだ。勘違いすらさせてくれねーよ。



「先生に用なら今度にした方がいいですよ。今、相模に説教してるところですから」



「相模くんに……。そうですか」



　悪い意味で有名人である相模のことは、彩弓さんもご存知だったらしい。



「それにしても、安藤くんは相模くんと仲がいいですね。いつも一緒にいる気がします」



「……別に、そんなことないですよ。ただ、一人で昼飯食うのが嫌だからあいつと食ってるだけで、それだけの関係です」



「あら。ツンデレな反応ですね」



「ツンデレとか言わないでくださいよ……」



　相模のことが嫌い、というわけではないのだが、あんまり周りから仲いい、仲いいと言われると否定したくなる。



　相模とは、ただなんとなく一緒にいるだけだ。



　話は合うけど趣味が合わない。



「なんだかんだ言いつつ、あなた達は仲良しさんに見えますよ」



「そんなことは断じてないです。あいつは本当にキモい男なんですよ。二人でカラオケ行くと、あいつはアニソンかボカロしか歌わないし」



「仲がいいですね」



「こないだ二人で映画見に行ったときなんか、じゃんけんに負けたせいでプリキュアを見るハメになったんですよ。俺はライダーが見たかったのに……。まあ、面白かったからいいんですけど」



「すごく仲がいいですね」



　確かに。



　
傍
 はた

 から見る分にはすごく仲がよさそうな俺達だった。



　おかしいなあ。



「……なんつーか、あいつはキャラが濃すぎて嫌なんですよ。俺はもっと、キャラが薄くって俺という存在を引き立ててくれるような奴と友達になりたいんですよ──そう、ライトノベルで言う『主人公の親友』のような」



「『主人公の親友』？」



　説明しよう！



『主人公の親友』とは、ライトノベルになかなかの頻度で登場する、主人公の男友達のことだ。



　彼らは言うなれば、究極の『
承
 しよう

 』の
請負
 うけおい

 人。
起承転結
 きしようてんけつ

 の二番目のために、おのが全存在をかける縁の下の力持ちだ。



　明るく社交的で、そしてやたらと情報通なのが基本。学園の情報になぜか
疎
 うと

 い主人公に代わって、ヒロイン勢の評価や噂を
懇切
 こんせつ

 丁寧に語ってくれる。



　しかしそのくせ、終盤では話にまるで絡まないという、
不遇
 ふぐう

 なキャラでもある。



　決して主張し過ぎず、主人公やヒロイン達のキャラを邪魔しない、完全なる脇役。



　それこそが『主人公の親友』だ。



　俺は『覚醒』『クレーンゲーム』『主人公の親友』の三つを合わせて、ライトノベルの三種の神器と呼んでいる。



「はあ、なるほど。つまり、お互いに自己主張が激しいタイプだから、ぶつかることが多いということですか」



「ですね」



「そんな悲しいことは言わずに、男友達は大切にすべきですよ」



　先輩らしいことを言う彩弓さんだったが、口元には「……うふふ」という意味深な笑みがあった。



　嫌な予感がする。わざわざ『男』友達って言ってたし。



「あの……彩弓さん？　言っときますけど、俺と相模の間に愛なんてもんは
微塵
 みじん

 もありませんからね。変な
妄想
 もうそう

 しないでくださいよ」



　ＢＬを愛する
腐女子
 ふじよし

 さんに対して、念のため釘を刺しておく。大した考えもない、冗談交じりの発言だったのだが、彩弓さんはすっと笑みを消し、



「安藤くん」



　と、はっきりとした声で言った。



「そういう腐女子を馬鹿にしたような発言は、感心しませんね」



「え……」



「腐女子イコール男子が仲良くしていたらすぐに妄想する、という失礼な方程式は、すぐに撤回して欲しいということです」



　彩弓さんは怖い顔で俺を睨む。少し、怒っているようだった。



「最近、男性向けの漫画やアニメなどで、暴走気味の腐女子キャラがたびたび登場するためにそういう誤解を招くのかもしれませんけど、彼女達はあくまで男性が喜ぶ腐女子キャラですので、現実の腐女子とは
乖離
 かいり

 が激しいです」



「乖離……」



「ですから、そういうキャラと一緒だと思われるのは心外ですね。安藤くんだって、オタクの男＝デブでチェックのシャツを着て、頭にバンダナを巻いてポスターの刺さったリュックを背負っている、なんて思われたら嫌でしょう？」



「あー、嫌ですね」



　なんとなく彩弓さんが言わんとすることがわかってきた。



　俺の持っている腐女子のイメージは、男性向けの作品での腐女子のイメージでしかないということだ。



　当然ながらＢＬに興味がない俺は、腐女子について知る機会などほとんどなく、結局はフィクションのキャラで知るしかない。それ以外では、たまにネットでネタとして取り上げられる、ちょっといき過ぎた腐女子さんを見かけるぐらいだ。



　要は、そういうエキセントリックな人達と、腐女子というだけで全部一緒くたに語るのはやめて欲しいということだろう。



　俺が相模と同じカテゴリーに入れられることを嫌ったのと、同じである。



「つまり、二次元の腐女子キャラから腐女子を学ぶことは、アダルトビデオを見て間違った性の知識を手に入れることと同じだと言いたいわけですね、彩弓さん！」



「……なかなか的確な例なんですけど、女子相手にアダルトビデオのたとえを出すのはやめていただきたいですね」



　白い目で俺を睨んだ後、
物憂
 ものう

 げにため息を
吐
 つ

 く。



「人間は自分に興味がないものは全て一緒に見えるものです。だから偏見を持たれることはしょうがないのかもしれないですけれど──それでも、安藤くんにはきちんとわかって欲しかったですね」



「彩弓さん……すいませんでした」



　
寂
 さび

 しそうな笑顔に胸を
締
 し

 め付けられ、俺は思わず頭を下げた。ああ、俺は軽い気持ちでなんてひどいことを言ってしまったんだろう。



「まあ、とは言え」



　彩弓さんは言う。



「先程は安藤くんの予想通り、安藤くんと相模くんの絡みを妄想して、つい笑みが
零
 こぼ

 れてしまったんですけどね」



「結局そうなんですかっ!?
 」



　今までの
件
 くだり

 はただのフリかよ、長い前フリだったなあ！



　俺の真剣な謝罪を返せ！



「いえ、別にさっきまでの話が無駄だったというわけではありませんよ。私だって誰かれ構わず妄想するわけではありません。厳密なる審査の結果、どうしても妄想せざるを得ない
至高
 しこう

 のカップリングでのみ妄想するわけです」



「それ余計に嫌なんですけど！　つまり俺と相模のカップリングが最高ってことですよね！」



「ぶっちゃけたまりませんね」



「ぶっちゃけた!?
 　いや……ちょっと待ってくださいよ。さっきも言いましたけど、俺と相模って大して仲良くないですからね。知り合い以上友達未満って感じですから」



「わかってないですね、安藤くん。腐女子的に言わせてもらえれば、あんまりベタベタと仲良くしている方々よりも、いがみ合っているくらいの方が萌えるんですよ」



「そ、そうなんですか？」



「むしろちょっと嫌ってるぐらいがいいですね。顔を合わせれば喧嘩してばかりなのに、実は内心では……ということを妄想するのが楽しいんです」



　なんだか話がどんどんディープなところに向かっている気がする。ここらへんが切り上げ時だろう。



　腐女子トークはこれまでという意味を込めて、俺は話を変える。



「彩弓さん、そろそろ部室行きませんか？」



「そうですね。もう安藤くん以外はみんな揃ってましたから、そろそろ待ちくたびれていることでしょう」



　うちの文芸部は特にこれといった活動もしていない部活なので、普通ならば誰か一人メンバーが遅れたところでなにも問題はない。



　しかし、今日は違う。



　今日は、月に一度の異能検診の日なのだ。











　無数の黒い槍が空中に展開された。



　青い空を埋め尽くすほどの鋭利な凶器は、雨となりて灰色の闘技場に降り注ぐ。





《創世》
 ワールドクリエイト





　闘争の型。



　攻の巻、二十四章の二番──『
槍時雨
 やりしぐれ

 』



　創造の力により生み出された無数の槍はけたたましい
破砕
 はさい

 音を響かせながら、同じく創造の力によって生み出された『フィールド』──闘技場へと突き刺さる。



　戦場は無機質な槍に埋め尽くされ、黒い林と化す。



　しかしその中心に、ぽつんと取り残されたように円形の空洞が生まれていた。



「えへへ」



　笑顔で
佇
 たたず

 む少女の周囲だけは、一切槍が存在していなかった。



　無傷、である。



　かの
豪傑
 ごうけつ

 なる大英雄、アレクサンダー大王は、何千という矢が降り注ぐ中無傷で歩いたと聞くが、今の彼女はまさにそれだった。





《五帝》
 オーバーエレメント





　モード
『疾風』
 シルフイード





『
風精円舞
 フエアリーダンス

 』



　その身に風の衣を
纏
 まと

 う、絶対防御。しなやかなる風は、あらゆる攻撃を受け流す。



　彼女は大気を支配して自分に向かってくる槍の軌道をわずかに
逸
 そ

 らし、最小限の力だけで
窮地
 きゆうち

 をやり過ごしたのだ。



　傍から見ていた俺には、まるで槍が彼女を避けていくように見えた。



「本当は全部燃やしちゃおうかとも思ったんだけどねー。でも、なんか燃えにくそうな武器だったから、作戦変更したんだー」



　風を纏った彼女──
櫛川
 くしかわ

 鳩子は、得意げな笑顔を浮かべながら、闘技場の反対にいる彼女──姫木千冬に声をかける。



「この前はハトコに全部燃やされちゃったから、今日は燃えない槍にしたのに……」



　対する千冬ちゃんは少しむくれていた。技が不発だったことが
悔
 くや

 しいらしく、お姫様が座るような椅子の上で、パタパタと足を揺らしていた。



　戦うときは
豪奢
 ごうしや

 な椅子に座り、そこから一切動かないのが千冬ちゃんの戦闘スタイル。なんとも横着なスタイルだが、彼女にはそれが許されるだけの異能がある。



「そぉれっ！」



　鳩子が手を軽く振ると、彼女を中心に竜巻が起こった。吹き荒れる暴風は周囲の槍を
一掃
 いっそう

 する。



　クリアになった空間で、鳩子は眼前の千冬ちゃんと向き合う。



「いっくよー、千冬ちゃん」



「かもん」



　屈伸をして息を整える鳩子。ちょいちょい、と手招きする千冬ちゃん。



　直後──
《創世》
 ワールドクリエイト

 と
《五帝》
 オーバーエレメント

 がぶつかり合う！



「おいおい、鳩子の奴、まさかあれを使うのか……！　
《五帝》
 オーバーエレメント

 モード
『烈火』
 イフリート

 、『炎──なっ！　あ、あれはもしや
《創世》
 ワールドクリエイト

 闘争の型、守の巻、九章の──な、なにい!?
 　鳩子の『流水──おっとぉ！　まさかここで千冬ちゃんの奥の手、闘争の型、休の巻、一章の一、『眠りの森……あ、あれは……！」



「解説がまるっきり追いついてないわよ！」



　隣に座る
灯代
 ともよ

 が突っ込んできた。俺はテーブルに拳を打ち付け、
大仰
 おおぎよう

 に
嘆
 なげ

 く。



「……展開が速すぎだろう！　どんなに早口で解説してもまるで間に合わねえ！」



「諦めなさいって。現実じゃ、バトル漫画みたいに解説は挟めないのよ」



「ふん、諦めてたまるかよ。俺が解説しなきゃ、あの二人の技名がいつまでも謎のままになっちまうもんな」



「……言っとくけど、あんたの考える技名が無駄に長いってことも、解説が間に合わないことに拍車をかけてんだからね」



　返す言葉がなかった。



　いやー、だってやっぱ、技名とか
凝
 こ

 りたいじゃん？



　数字いっぱい入れたりして、あたかも無数に技があるように演出したいじゃん？



　長い技名、かっけー。



「でも、現実でバトルするときは長い技名は避けた方がいいな。
隙
 すき

 がでかいし、技が終わるまでに技名が言い終わらないという危険性がある」



「いや、仮に現実で異能バトルがあったら、誰も技名なんか
叫
 さけ

 ばないから」



　……確かになー。



　技名をいちいち叫ぶのなんて、少年漫画とアニメとラノベくらいだもんな。



　仮面ライダーはあまり叫ばないし。だから、たとえばキバの必殺キックが『ダークネスムーンブレイク』という超絶にかっこいい名前だということは、世間的には大して有名になっていない。



　まあ、フィクションに対して『どうしていちいち技名叫ぶのー？』というのは、突っ込んじゃいけないポイントだろう。



　ちなみにこれの派生系として、『敵はどうして親切に自分の能力を解説してくれるのー？』もある。



「ていうか、私達に戦う機会なんてないんだし、技も技名もいらないでしょ。今鳩子達がやってるのだって、ただのごっこなんだからさ」



「ごっこじゃねえ、シミュレーションだ。限りなく実践に近い訓練の中でこそ、戦いの感覚は磨かれるんだよ」



「またどこかから持ってきたような台詞言っちゃって……」



「いいか灯代。真面目な話、必殺技や技の名前をきちんと決めておくのは、すごく大事なことなんだぜ？」



「なによ。どうせ、見せ場のシーンでいい感じで決まらないからとか、そんな浅い理由でしょ？」



「いや、ゲーム化が厳しくなる」



「なんの心配してんの!?
 」



「必殺技がないと一番売り上げが出やすい格闘ゲームが出せない──と『
銀魂
 ぎんたま

 』が作中で
自虐
 じぎやく

 ネタをやっていた」



「ソースは『銀魂』!?
 」



「だから俺も、早くこの『
洞爺湖
 とうやこ

 』と書かれた木刀を使った必殺技を考えねーと」



「銀さんか！」



「もしくはこの
白髪
 はくはつ

 天パーを生かした必殺技を」



「銀さんか！　ちょっと待って、なんでそんな『銀魂』ネタを押すの!?
 」



「『銀魂』はいくらパロっても怒られない気がするからだ」



「そういうセコい考えはやめなさいって！」



「パロディは──やったら、やり返される」



「マンキンの名台詞をここで使わないでよ！」



　……よく今のが、シャーマンキングの
麻倉葉
 あさくらよう

 の名台詞だとわかったな。こいつがいると安心してディープなネタができるぜ。



　そんな風に騒がしいやり取りを繰り返しつつ、俺は視線を闘技場へと戻す。



　暴風雨と見
紛
 まが

 うほどの激しいバトルを繰り広げる、鳩子と千冬ちゃんに。



　異能検診。



　月に一回のペースで、俺達は全員の異能を調べることにしている。



　半年前、俺達文芸部のメンバーは異能に目覚めた。



　ある者は時を
統
 す

 べ、ある者は属性を支配し、ある者は創造主の力を手に入れ、ある者は存在回帰の力を持ち──そしてある者は、
混沌
 こんとん

 の
覇者
 はしや

 となった。



　……最後の方にほんの少しばかり
誇張
 こちよう

 が入っているが、本当にほんの少しなので気にする必要はない。



　とにかく、そんなわけで超常の力に目覚めた俺達なのだが、特に大した事件も起きないから普通に学校生活を
謳歌
 おうか

 している。



　普段は
各々
 おのおの

 が好きなように異能を使って過ごしているが、月に一度だけ、経過報告と状況確認の意味を込めて検診を開くようにしている。



　今は鳩子と千冬ちゃんが、異能の状態を確認するために模擬戦闘をし、残りの三人は部室から眺めているというわけだ。



　模擬戦闘のための『フィールド』は、もちろん千冬ちゃんが能力で
創
 つく

 ったものだ。部室の壁を異空間と
繫
 つな

 げてあるので、俺達は椅子に座りながらのほほんとバトルを観戦することができる。



　それにしても──



「あの二人のバトルは、いつ見ても凄まじいですねえ」



　隅でお茶を
淹
 い

 れていた彩弓さんが、感心したように言いつつ、こちらに来た。お茶を受け取り、「ですね」と同意する。



　鳩子と千冬ちゃんのバトルは、正直ハンパじゃない。





《五帝》
 オーバーエレメント

 と
《創世》
 ワールドクリエイト

 は、俺達の中でも特に派手な部類の力だ。だからその二つがぶつかれば、神話にでも出てきそうなレベルの戦闘になってしまう。



　片や、大いなる自然の力。



　片や、王位なる文明の力。



　宇宙を構築する元素と、無尽蔵に量産される古今東西の武具。その二つが真正面からぶつかり合えば、それはもはや戦闘ではなく戦争だ。



　かっけーよなあ。



　切実に
羨
 うらや

 ましい。俺もあんなイカすバトルがしてみたいぜ。



「さーてっとー」



　大地から突き出す分厚い土の壁で、

88
 ミリ高射砲
 アハトアハト

 の連射を防ぎ切ると、鳩子は薄ら笑みを浮かべて言う。



「そろそろ、とっておき見せちゃおっかなー」



　土の壁を引っ込めて、両手を広げる。右手と左手。左右の手に──別々の力が集中されていることが、感覚的にわかった。



「土と火を足してぇ～～」



　鳩子はその場にしゃがみ込み、両手を地につけた。



　異なる力が宿った──両の手を。



「まーぐま♪」



　ズンッ！　と、大地が律動した。



「あ、あれは!?
 」



　俺は椅子から跳ねるように立ち上がった。



「……ま、まさか、なんてこった」



　
震
 ふる

 える声で
戦慄
 せんりつ

 の言葉を
紡
 つむ

 ぎつつ──ちらっと横を見る。



「よりにもよって……あれかよ……！」



　ちらっ。



「くそ、ああ、あれかぁ……」



　ちらっ。



「あれは、あれは、あれはぁぁああああ！」



「ええい！　
鬱陶
 うつとう

 しいわっ！」



　シカトを決め込んでいた灯代がようやくリアクションを返してくれた。



「いかにも『知っているのか安藤!?
 』って言って欲しそうな顔でこっちの反応を
窺
 うかが

 うんじゃないわよ！」



「んだよ、合いの手ぐらい入れてくれてもいいじゃねーかよ」



「嫌よ。解説がしたきゃ一人でご自由にどうぞ」



　冷たい奴め。



　解説はやはりみんなに求められてからやりたいところだったが、嘆かわしいことに誰も俺の解説を求めていないようなので、仕方なく一人で勝手にやることにする。



「くくっ。久しぶりに拝むことができそうだ、
《五帝》
 オーバーエレメント

 の
真骨頂
 しんこつちよう

 、属性融合がな！」



　
相反
 あいはん

 する二つの属性を組み合わせる。



　こんな離れ
業
 わざ

 をやってのけるのが、櫛川鳩子の異能だ。



「
《五帝》
 オーバーエレメント

 。モード『
火×土
 カグヅチ

 』。
『炎帝王土』
 ブレイジングストラタム

 ！」



「安藤、したり顔で技名叫んでるとこ悪いけど、バトルはもう次に移ってるわよ」



「なんだと!?
 」



　くそ、やっぱ解説とか無理ゲーだわ。



　改めて戦っている二人を眺めると──なにも起きていなかった。



　いや、違う。



　真剣な二人の表情を見ればわかる。表面上は静かなものだが、水面下では激戦が──
否
 いな

 、地面の下で激戦が繰り広げられているのだ。



　本来なら鳩子が両手を地についた瞬間に、大地が裂け、闘技場が割れ、
迸
 ほとばし

 る
灼熱
 しやくねつ

 の溶岩が吹き出すはずだった。



　しかし、創造の主はそれを許さない。



　おそらく、次から次へと新たなる地層を創造して、溶岩が吹き出すのを防いでいるのだろう。大地をこじ開けて跳び出そうとする灼熱の
奔流
 ほんりゆう

 を、次から次へと
蓋
 ふた

 をかぶせることによって
阻止
 そし

 している。



「
《創世》
 ワールドクリエイト

 の真髄は、創造できる武器の数やバリエーションじゃねえ──最も警戒すべきは、創造の速度だ」



　千冬ちゃんはその気にさえなれば、ノータイムノーアクションで能力を発動することができる。連続使用もお手の物だ。



　上っ面の派手さに
騙
 だま

 されてはいけない。「13
 キロや」でお馴染みの某
卍解
 ばんかい

 のように、能力の規模がその真髄ではないのだ。



　溶岩を押さえ込められた鳩子が、眉をハの字にして告げる。



「……やるねー、千冬ちゃん」



「まだまだ」



「なにをー、私だってまだまだなんだからっ！」



「まだまだ、まだまだ」



　傍から見ている限りでは、二人の少女が見つめ合っているだけだった。しかし地面の下では、押し上がろうとする力と押し付けようとする力が
拮抗
 きつこう

 している。



　混じりっけなしの真っ向勝負。



　ここから先は根競べになる。



　一瞬でも集中を切らした方が──敗北する。



「…………」



　あの二人、ガチになりすぎじゃね……？　あくまで能力の状態を図るための模擬戦なんだから、そこまで本気にならなくてもいいのに。



　ま、ここらへんが潮時だろう。



　下手に無理をして
怪我
 けが

 でもしたら大変だ。彩弓さんがいるから怪我をしたところですぐに治せるけど、だからって怪我していいことにはならない。



　しかし、冗談みたいなバトルをしているあの二人に割り込むのは至難の技だな……。



「灯代さん」



　俺が悩んでいると、彩弓さんが静かに口を開いた。椅子に深く腰掛けたまま、特に大きな動きは見せずに、ただ視線だけを灯代に送る。



「はい」



　多くを語らないその申し出に、灯代は迷いなく
頷
 うなず

 く。



　そして──消えた。



「鳩子、千冬ちゃん──そろそろ遊びは終わりよ」



　次の瞬間、戦場の中心には、腕を組んで立つ灯代がいた。



「ん、あ、あれえ？」



　鳩子は知らぬ間にひっくり返されていた。くるんっと天を
仰
 あお

 ぐ体勢にされ、裏返った亀のようになっている。



「あう……？」



　千冬ちゃんは千冬ちゃんで、椅子が反対向きにさせられている。いきなり
明後日
 あさって

 の方向を見せられため、かなり驚いているようだった。



　二人の集中が途切れたため、大地の鳴動はぴたりと止む。



「二人共頑張りすぎ。ただの検診なんだから、そんなに本気でやる必要もないでしょ？」



「灯代ちゃん……。えへへ、ごめんね。ちょっと夢中になっちゃった」



「千冬も、ちょっと、むちゅーになった」



　映像が数秒飛んでしまったような、過程なしで結果のみのアクション。



　
神崎
 かんざき

 灯代の異能
《永遠》
 クローズドクロツク

 。



　どれほど戦火が
熾烈
 しれつ

 を極めようとも、彼女ならば容易に割り込むことができる。



　いかにタイミングがシビアであろうとも、時を統べる彼女には、文字通り全てが止まって見えるのだから。



「お疲れ、鳩子、千冬ちゃん。それに灯代もな」



　俺は並んで歩いてくる三人をねぎらう。



「別に私は疲れてないわよ」



「そうか？　だってお前──止まった時間の中で一生懸命二人を動かしたんだろ？」



「──っ！」



　なにげなく確認を取ると、灯代は目を見開き、硬直した。



　時を止める力というのは、傍から結果だけを眺めてる分には最高にかっこいい能力だが、やっている本人はいろいろと大変だ。



　おそらく灯代は、時を止めてからダッシュで二人に近づき、鳩子を頑張ってひっくり返し、千冬ちゃんを椅子ごと押して反対側に向かせ、それから、
見栄
 みば

 え的なものを気にして、二人の中心に移動したのだ。



　……うわ。想像すると、なんか心がほんわかしてくるなあ。



　しかも灯代って意外と体力がないから、女子とは言え人間二人を動かしたらちょっと息が上がっちゃったりもするだろう。



　だから必死に呼吸を整えて、それから私はなにもしてませんよー、とばかりに腕組みをして──「そろそろ遊びは終わりよ」か。



　演技
過剰
 かじょう

 っつーか、格好付けっつーか……うわあ。



「あー、そっか、灯代ちゃんも頑張ったんだね、お疲れ様ー」



「トモヨ、お疲れ」



「あ、あ、いや、ちがっ。お、お礼とか言わないで……。が、頑張ってなんか全然ないからっ！」



　鳩子と千冬ちゃんによる純粋な
労
 ねぎら

 いに対し、灯代があたふたと動揺する。



「でもさ、どうしてわざわざ私達を動かしたりしたの？　そんなことしなくっても、私達灯代ちゃんが出てきたらすぐに止めたのに」



　
素朴
 そぼく

 な疑問を向けられ、灯代は顔を真っ赤にして言葉に
詰
 つ

 まる。やれやれしょうがない。ここは灯代の意図を理解できる俺が助け舟を出すとしよう。



「馬鹿、鳩子。お前、そこを『なんで？』とか言っちゃ駄目だろ。そこは灯代なりの演出なんだからさ」






[image: ]




「演出？」



「だから時を止める力を最大限に魅せたってことだよ。たぶんあいつ、『ああ、これ漫画だったら見開きでドンっ！　ってなるようなシーンだわ』とか考えながらやってたはずだよ」



「え？　どうしてそんなことするの？」



「かっこいいからだよ。ま、ここはそういう野暮ったい突っ込みはやめて、静かに自己
陶酔
 とうすい

 に浸らせてやろうぜ」



「全部聞こえてんのよ、馬鹿！」



　後頭部を
叩
 たた

 かれた。恩を
仇
 あだ

 で返されるとはこのことである。



「変な気遣いしないでよ！　気遣いが逆に
辛
 つら

 いから！」



「灯代。わかる、わかるぜ。俺にはお前の全てが理解できる。時間止める能力あったら、やっぱああいう演出したくなっちゃうよな。催眠術でも超スピードでもない、もっと恐ろしいものの
片鱗
 へんりん

 を味わわせてやりたくなるよな！」



「……お願い、
慰
 なぐさ

 めないで、共感しないで……。もういっそ
罵
 ののし

 って……」



　灯代は大変複雑な表情で嘆く。かつては俺と同じ志を持っていた人間であるが故に、いろいろと
葛藤
 かつとう

 があるらしい。



「だ、だいたいっ、元はと言えば、彩弓さんが……」



「あら、私ですか？」



「彩弓さんが、自らは動かず部下を活用することによって窮地を脱する余裕たっぷりのラスボスみたいな感じで指示してくるから……私も、つい……」



　言いたいことはわかる。さっきの多くは語らない彩弓さんはマジでかっこよかったからな。部長の
鑑
 かがみ

 と言っていいだろう──と、俺は思っていたのだが、



「いえ、私はただ、『灯代さん。お茶がテーブルから落ちそうになってるので気をつけてくださいね』と言おうと思っただけなんですけど」



　彩弓さんの返答は予想の斜め上だった。



「え、ええ？」仰天する灯代。



「それなのに灯代さんったら、台詞の途中で『はい』と得意げな表情で頷いて、それでいきなりいなくなって……。正直ちょっと
焦
 あせ

 りましたよ」



　うわー、恥ずかしい勘違いしちゃったんだなー。勘違いしたのは俺も一緒だけど、実際に行動に移しちゃった灯代の方がよっぽど恥ずかしい。



「う、う、うう」



　灯代はかつてないほどに追い詰められていた。頭を抱え、顔を赤くしたり青くしたりしながら、恥辱に震えている。



「わかった！」



　そのとき、いきなり千冬ちゃんが叫んだ。



「千冬、わかった！」



　その瞳をキラキラと輝かせている。
得心
 とくしん

 がいったという表情だ。



「どうしたの、千冬ちゃん。なにがわかったの？」



「こないだ話してたこと、わかった」



　そう言うと千冬ちゃんは、とことこと灯代のところまで歩いていった。後ひと押しで自尊心が崩れてしまいそうな灯代を見上げながら、おもむろに口を開く。



「ほんとは頑張ってるのに頑張ってないって言ったり、変な風にかっこつけたり、漫画だとかっこいいことをやったり、漫画だとかっこいい台詞言ったり──つまり」



　ずびし、と、小さな手で灯代を指す。



「トモヨ、ちゅーにだ！」



「……ぐふぅっ！」



　灯代の全身に凄まじい衝撃が走った。ダメージが足に来たらしく、
膝
 ひざ

 から床に崩れ落ちる。



　どうやら、今の今まで厨二という概念を理解できていなかった千冬ちゃんが、ここに来てようやく厨二を理解できたようだ。



　本来ならばどちらかと言えばめでたいことなのだろうが……そのきっかけとなってしまった灯代のショックは推して知るべし。



　
茫然自失
 ぼうぜんじしつ

 とした灯代は、ふらふらと部室の隅に歩いて行き、そこで、ずーんと体育座りを始めた。千冬ちゃんの指摘がトドメになっちゃったみたいである。



「と、灯代、大丈夫か？」



　思わず近寄って声をかけると、



「……私、もう二度と異能なんか使わないもん」



　灯代は背中に影を背負いこみながら、
頰
 ほお

 をむすっと
膨
 ふく

 らませていた。



　あーあ、いじけちゃったよ。



　こりゃしばらく放って
置
 お

 くしかなさそうだな。俺は灯代から離れ、残りのメンバーの元へと戻ることにした。



「とりあえず、異能検診に戻るか」



　だいぶ関係ないことばかりやっていたが、今日の目的はこれである。



「鳩子。どうだった？　なんか変わったことはあったか？」



「んー。いつも通りだよー。属性融合はちょっと難しいけど、集中すればなんとかなるし。でも、やっぱり水の直後に火とか、風の直後に土とかはちょっと
操
 あやつ

 りづらいかなー」



「相変わらず、対局の位置にある属性は連続では
扱
 あつか

 いにくいってことか。こればっかりはいくら訓練してもどうにもなんないのかもな」



「うーん。どうだろうねー？　訓練とかしてないからわかんないや」



「そりゃそうか。んじゃ、千冬ちゃんはどうだった？　なにか変わったことは？」



「なんもない。いつもどーり」



「そっか……。やれやれ、こういつもいつも変化無しじゃ、やる意味があるのかって感じがしてくるな」



　異能に目覚めてから毎月検診を繰り返してきたが、なにか変化があった試しがない。体調や気分による誤差が多少ある程度で、俺達の異能は成長も劣化もしていないのだ。



「これといって戦闘も訓練もしてないんだから、成長するはずもないか。ねえ、彩弓さん」



「そうですね。というか、もとより私達には異能を鍛える必要もありませんけど」



　苦笑気味に言われ、頷く。



　良くも悪くも、俺達には目的がない。敵もいなければ果たすべき野望もない。だから異能を鍛える必要などまるでなく、そんなことするなら学校の勉強を頑張ろう、というのが俺達の結論だった。



　無論、女子メンバーの異能がすでにこれ以上ないくらいに最強だったということもあるんだろうけど。



「もっと言えば、どうやったら異能が成長するのかすらわかりません」



　確かに。発動したら発動した分だけ成長するとか、そんな安易なシステムだったらいいのだが、どうもそういうシステムじゃないっぽいしなあ。



「安藤くんがまるで成長しないことからわかるように、
闇雲
 やみくも

 に異能を使ったところで能力が向上するわけではなさそうです」



　地味に心に刺さることを……。



　彩弓さんの言う通り、俺はこの中の誰よりも高頻度で異能を用いて遊んで──いや、常に高みを目指しているのだが、初期から能力の出力はまるで向上していない。



「くそぅ……。一味の中で一人だけ熱心に肉体鍛錬を行っているのに、成長度が他の仲間と大して変わらない剣豪さんのような気分だぜ……」



「安藤くんごときがかの大剣豪を語らないでください」



　俺を冷たくあしらった後、「とにかく」と彩弓さんは言う。



「無駄かもしれませんけど、この異能検診はこれからも続けていきましょう。大した手間でもありませんし、やっておいて損はないはずです。仲間に
診
 み

 てもらうことで、自分一人で能力を使っているときには気づかないことに気づける可能性もありますからね」



　異論はないので、
顎
 あご

 を引いて同意を示す。鳩子と千冬ちゃんも、こくりと頷いた。



「んじゃ、次は彩弓さんの異能を調べるとしますか。と言っても、
《始原》
 ルートオブオリジン

 の場合はただ質問するだけになっちゃいますけど」



「私も特に変化はありませんよ。この通り──」



　言いながら、彩弓さんは鳩子と千冬ちゃんの制服に触れる。激戦のためにところどころ汚れていた制服は、それだけで新品同様に綺麗になった。





《始原》
 ルートオブオリジン





　全てをあるべき姿に
還
 かえ

 す異能。



「──なんの問題もありません」



　両手を広げにっこりと
微笑
 ほほえ

 む。鳩子と千冬ちゃんは、口々にお礼を述べた。



　彩弓さんの異能は俺達の中でもまた特殊だ。うまく表現できないが、なんとなく成長や劣化とは無縁の能力であるように思える。



　触れたものをただあるべき姿に還すという、直接的な攻撃力のない異能。



　悪く言えば、やや受け身な異能なのだ。



　だから他のメンバーのように出力やら速度やら測ることが難しく、異能検診はいつもこんな感じで終わる。



　今回もまあ、彩弓さんに関してはこれで終了である。



「次は灯代か。おーい、灯代─」



「…………」



　返事はない。数分前と変わらず、壁に向かって体育座りを継続している。



　心の傷は深かったらしい。



「ねーねー、ジューくん。灯代ちゃんはなんで落ち込んでるの？」



「あー、説明が難しいな……。とりあえずあいつは今、自分の黒歴史と戦ってるとこなんだよ。まったく、その内なる衝動に身を任せて自分自身を解放すればいいのに」



「開放するとどうなるの？」



「くくっ。そうだなあ、俺のような運命に選ばれた存在になれるな」



「えー。灯代ちゃんがジューくんみたいになっちゃったら、嫌だなー」



「……おい、お前、ナチュラルにひどいこと言ってるぞ……。はあ、まあいい。千冬ちゃん。悪いんだけど、灯代に形だけでもいいから、謝ってもらえるかな？」



「？　千冬、謝んないとなの？」



「うん。形だけでいいから、『本当のこと言ってごめんね』って言ってきてよ。そしたら後でお菓子買ってあげるから」



「うん、わかった」



「……安藤くん。さすがにそれでは、灯代さんを余計に傷つけるだけではないでしょうか？」



「いやー、たぶんあいつ、もう立ち直ってると思うし、こんなので大丈夫ですよ」



「と、言いますと？」



「本当はもうとっくに立ち直ってるんだけど、一旦派手に落ち込んじゃったから
今更
 いまさら

 みんなに混ざりづらくって、落ち込んだふりを継続してるってことですよ」



「……なるほど。十分に考えられますね。灯代さんってクールぶってますけど、意外とかまってちゃんなところがありますから」



「なんかきっかけがあればそれでいいんですよ。あいつは今、必死で誰かが声をかけてくれるのを待ってる状態なんですから」



「そうですね。わざわざ体育座りなんかしているあたり、いかにも『私落ち込んでます』アピールっぽいですし」



「あはは。ですよねー。さあ、千冬ちゃん、手のかかる面倒なお姉ちゃんに形ばかりの謝罪をしておいでー」



「──全部聞こえてんのよっ！」



　突如俺の目の前に現れた灯代からチョップを喰らった。いや、正確に言うなら、俺にチョップを喰らわせた状態の灯代がいきなり現れた、か。



「いたっ。てめ、灯代……」



　異能二度と使わないとか言ってたくせに、早速使いやがって。



「なんなのよもうっ！　どんだけ私を追い詰めたら気が済むの!?
 　せめてそういう作戦会議は聞こえないとこでやってよ！」



「なんだよ、こっちがせっかく気を使ったっていうのに……」



「優しさは時に暴力になることを知りなさい！」



　顔を真っ赤にしてふーふー、と肩で息をする灯代。やがて大きく息を吐き、すっと姿勢を正した。



「ああもう、終わり終わり。この話はもう終わり。次、私の番なんだっけ？　じゃ、さっさとやっちゃいましょ」



　これ以上傷をえぐられたくないらしく、灯代はさっさと話を先に進めた。その言葉に従い、俺達は彼女の周りに集まる。



「オッケー、灯代。いつでもいいぜ」





《永遠》
 クローズドクロツク

 の検診。



　それは、どれだけの時を止めることができるかのチェックだ。



「いくわよ──四十七。うん、今回は大体四十七秒」



「いつもながら早っ！」



　相変わらず見応えがねーな。



　今、灯代は『いくわよ』と言ってから時を止め、そこから秒数を数え、それで四十七秒で能力を解除したわけなんだが──傍から見てる分にはただ一瞬の出来事だ。



「四十七秒か。ま、平均的な数値だな」



「って言っても、私が自分で数えてるだけなんだから誤差はだいぶあるだろうし、正直当てになんないわよ」



「ストップウォッチや時計も止まっちまうんだから、しょうがねえよな」



　灯代が
《永遠》
 クローズドクロツク

 によって止められる時間は、体調によって多少変化するが、基本的には三十秒から一分の間だ。



　ただし時を操るという能力の性質上、全ては灯代の自己申告にならざるを得ない。



　全てが静止した世界は──彼女しか知ることが叶わない。



　時間を測る計器も停止してしまうから、秒数は灯代が自分で数えたものを信じるしかないのだ。



　うーむ。



　意外と面倒だぞ、時を止める力。



「さあ、これで全員の検診が終わりましたね」



　彩弓さんがパンパン、と手を叩いた。



「では、これで第六回異能検診はお開きにしましょう」



「おう、みんなお疲れ。これからも各々の異能を大事にするんだぞ。それと、検診が終わったからってすぐに気を抜くなよ。検診は家に帰るまでが検診なんだからな。それじゃ、第七回もよろしく頼むぜ……って、おいっ！」



　乗るだけ乗ってから、勢いよく突っ込む俺。



　我ながらなかなかノリがいい男だった。



「ちょっとちょっと彩弓さんっ！　なに古典的なボケかましてくれちゃってんですか！　まだメインイベントが残ってますよ！」



「安藤くん……まだいたんですか？」



「なにその驚いた顔!?
 　いますよ！　このままじゃ終われませんよ！　まだ俺が異能使ってないでしょうがっ！」



「あ、今のは『北の国から』のパロディですね。安藤くん、おもしろーい」



「違います！　たまたまちょっと台詞が似ただけで、特に意識してないですから！」



「あら安藤くん。だとしたらそれは問題ですね。パロディはやるならやる、やらないならやらない。パロディなのか否かをはっきりとさせておかないと、ただのパクリだと思われてしまいますよ？」



　……なんでこのタイミングでパロディの
心得
 こころえ

 を学ばなければならないんだ。



「とにかく彩弓さん。ここに来てそりゃあないでしょう。まだ異能を検診してない大事な仲間がいるじゃないですか」



「？　誰かいましたっけ？」



「俺ぇええ！　俺俺、オ・レ！」



「カフェ・オ・レ」



　と、言ったのは千冬ちゃん。



　この子はなんて自由なタイミングで会話に参加してくるんだろう……。



「……ごめん千冬ちゃん。今、取り込んでるから、しょうもないシュールギャグ挟むのやめてもらっていいかな」



「しょーもない……」



「ああ！　ごめん、
噓
 うそ

 だから落ち込まないで！　超面白かったよ。さすがは千冬ちゃんだね！」



「……ほんと？」



「うん、もうマジ爆笑。
抱腹絶倒
 ほうふくぜつとう

 とはまさにこのことだぜ」



「じゃ、もっかい」



「え？」



「もっかい、やる。はい、アンドーから」



「お、俺から？　え、えっと……お、俺俺、オ・レ」



「いちご・オ・レ」



「…………」



「…………」



「……千冬ちゃん」



「んー？」



「満足？」



「うん。千冬、まんぞく」



「そっか。千冬ちゃんが満足なら、俺はそれだけで十分だよ……」



　疲れた。どっと疲れた。自由人オブ自由人の千冬ちゃんの相手は、なかなかにメンタルを消費する。



「さて。安藤くんをいじるのにもそろそろ
飽
 あ

 きましたし、いい加減安藤くんの検診をはじめましょうか」



『はーい』



　部長の支持に、全員が渋々と返事をする。しょうがないなあ、という気配がみんなから
溢
 あふ

 れているが──しかしそんなことはどうでもいい。



「……くくっ」



　自然と不敵な笑みが零れてしまう。



　来たぜ、とうとう俺の時代が！



　もったいつけて最後まで我慢してた甲斐があったというものだ。



「くくっ、くはははっ！　やはり最後は、俺が
征
 い

 かなければならないようだな！」



　ちなみに『行く』じゃなくて『征く』。これ大事なとこ。



「『
闇色時雨
 やみいろしぐれ

 』と
謳
 うた

 われた俺の力を見せてやろう」



「……まーた二つ名増えてる」



「ジューくんって、時雨好きだよねー」



　
若干
 じやつかん

 引いてる灯代と不思議そうに言う鳩子。



　時雨というワードのかっこよさに関しては、もはや語る必要はないだろう。時の雨と書いて、どういうわけか『しぐれ』と読む。



　なぜだろう、それだけのことなのに胸がときめくのは。



　時雨、かっけー。



「うし、いくぞ」



　みんなの視線が集まる中、右腕を前に突き出す。



「我こそは混沌の覇者なり！　深淵に揺れる煉獄の業火よ。混濁する昏き
焰
 ほむら

 、歪曲する真紅の闇。絶叫し、発狂し、
破滅
 おわり

 へと誘う灯火。罪を
以
 もっ

 て罪を制す。黒の
断片
 かけら

 を身に
刻
 きざ

 み、不遜なる摂理に牙を突き立てろ！」



　全員の『呪文なげーな』という視線に耐えつつ、解呪の呪文を唱え、自身の異能を解放する！



「
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 ！」



　右手から、
漆黒
 しつこく

 の炎が燃え上がった。うねり、たゆたい、とぐろを巻くように踊る。
強靭
 きようじん

 でありながらどこか
儚
 はかな

 い、我が分身とでも表現すべき
火焰
 かえん

 。



「……ああ、
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 よ。今宵の貴様は、いつにも増して美しいな……」



「はい、みなさん。それじゃいつも通りに」



　我が異能の
耽美
 たんび

 なる魅力に酔いしれる俺を無視して、みんな彩弓さんの支持に従って検診を始める。それぞれ片腕を出し、燃え盛る黒い
焰
 ほのお

 の中に突っ込んだ。



　普通の炎ならば大
火傷
 やけど

 確実の愚行であるが、俺の
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 は……うん、まあ、なんていうか、普通の炎と違って特異なる存在だから、手を突っ込もうと足を突っ込もうとまるで熱くないのである。



　我が焰を味わったメンバーは、口々に感想を述べる。



「ぬるいわ」「ぬるいねー」「ぬるいですね」「ぬるーい」



　俺の
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 は満場一致でぬるいらしかった。



「……噓だろ。みんな、もう一度よく感じてみろって。以前より、ちょっと熱くなってたりしない？」



「変わんないわよ。いつも通り、家族で最後の人が入るお風呂みたいな感じ」



　言いたい放題の灯代だった。



「くそっ。異能に目覚めてから半年、一日も休まずに毎日毎日、異能を開放し、能力の
研鑽
 けんさん

 に努めてきたというのに……」



「研鑽って……。あんた、無意味な解呪の呪文考えたり、ひたすらありもしない技名考えたりしてただけじゃない」



　……都合が悪くなったので、俺は無言のまま目を逸らし、能力を解除した。



　はあ。



　相変わらず、俺の異能は使い道がないぜ。



　……と、以前までの俺ならここで終わっていたのだろう。



「みんな、完全に終わった空気になってるところ悪いが、まだ終わらねえぜ？」



　先日──



　俺の異能は次の段階へ到達した。



　世に言う、覚醒を果たしたのだ。



　自身の有する異能を極めた者のみが開くことができる扉を、俺は開いてしまった。



　
異能開放第二形態
 ネクストステージ

 。



「せっかくだ。《
黒焰
 ダークアンドダーク

 ──
終止符を打つ者
 オブ・ジ・エンド

 》を楽しんでもらおうか」







　
刹那
 せつな

 の出来事だった。







　俺が能力名を口にした瞬間、全員が血相を変えて、尋常ならざる反応を見せた。



　おそらく能力を発動したのだろう、灯代はいつの間にか俺の後ろに回りこんでおり、両脇に手を差し込んで俺の両腕を
封
 ふう

 じた。



　彩弓さんは俺の胸の中心に手を当てている。体の重心を押さえられたらしく、うまく体が動かせない。



　残り二人は、とにかく俺から距離を取り、部室の隅まで移動した。なにが起きても対応できる距離まで下がり、俺に意識を集中している。



　メンバー全員が、
切羽
 せつぱ

 詰まった表情をしていた。



「お、おお……？」



「安藤。あんた、まさかとは思うけど、本気で
《終止符》
 ジ・エンド

 を使う気だったわけじゃないわよね？」



　耳元で灯代の声がする。強く言い聞かせるような声だったが、どこか緊迫感が
滲
 にじ

 んでいた。



「あ、当たり前だろ。ただの冗談だよ、冗談冗談……。ちょっと言ってみたかっただけだって……」



「言っていい冗談と悪い冗談がありますよ」



　俺の胸から手をどけ、彩弓さんが
嗜
 たしな

 めるように言う。それに合わせて灯代も俺を開放し、鳩子と千冬ちゃんも隅っこから帰ってきた。



「安藤くん。あのときのことを、忘れたわけではないでしょう？」



　有無を言わさぬ視線の圧力に負け、俺は顔を
伏
 ふ

 せた。



「……わかってますよ。
《終止符》
 ジ・エンド

 は──もう二度と使いません」



　
異能開放第二形態
 ネクストステージ

 への覚醒を果たしたあの日、俺は迷うことなく能力を使用した。



　その結果は──見るも無残なものだった。



　二文字で表すなら
醜悪
 しゆうあく

 。



　四文字で表すなら地獄絵図、または
阿鼻叫喚
 あびきようかん

 。



　思い出したくもない。



　生まれて初めて、本気で死ぬかと思った。



　生まれて初めて、本気で殺すかと思った。



　彩弓さんと千冬ちゃんがいなかったらと思うと──ぞっとする。



「結局、元から使えない安藤の異能は、覚醒しても使えなかったってことね」



　灯代がひどいことを言ってくるが、なにも言い返せない。



　畜生……。覚醒したのに能力が使えないとか、
拷問
 ごうもん

 と一緒だろ。



「本当、安藤は微妙っていうかズレてるっていうか……。熱くない黒い炎を出すなんていうわかりにくい能力かと思えば、今度は既存の異能バトルに喧嘩売るような
 能力に目覚めるし……」



「ふん。やっぱり俺は、どこまで行っても外れた存在だということか……。時々思うよ、俺にもしこの力がなければ、平凡な人生もあったんじゃないかってさ」



「うわ、出た……、よくある厨二の特徴、一周して逆に普通に
憧
 あこが

 れる」



「それが出たということは、安藤くんも厨二としてだいぶハイエンドですね」



　なんやねん、厨二のハイエンドって。



　まあ、なにはともあれ、ようやく全員分の検診が終わった。本日の異能検診はここまでである。



　そうなればいつも通り、各々自由な行動に移るのみ。



　さて、なにしようかな。読みかけのラノベを読もうか、誰かとオセロでもしようか、それとも
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 の新必殺技（名前だけだけど）でも考えようか。



　そんな風に考えていたときだった。



「失礼する」



　
凛
 りん

 とした声と共に、誰かが部室に入ってきた。



「今日も五人揃っているのか。相変わらず仲がいいことだ。この文芸部も出席率だけは優秀な部活のようだな」



　こちらを
睥睨
 へいげい

 するようにしてややトゲのある台詞を述べるのは、生徒会長の
工藤
 くどう

 さんであった。キリッとした目付きと、
威風堂々
 いふうどうどう

 とした佇まい。堅苦しい話し方のせいか、堅物っぽい印象を受ける。



　工藤さんもまた、俺達と同じく異能に目覚めた人間である。



　数日前、この文芸部は彼女に襲撃された。



　それは襲撃というにはあまりにもゆるい出来事だったようにも思うが、とにかく俺達は工藤さんとバトルしたのだ。



　結果は俺達の圧勝。



『異能を奪うという異能』という世にも恐ろしい力──いかにもラスボスあたりが持ってそうな凄まじい力を、俺達は力を合わせて撃退した。



　まあ、
一重
 ひとえ

 に俺のおかげと言っても過言ではないだろう。



「あら工藤さん。どうされましたか？」



　同学年であり、さらに実はクラスメイトだったという彩弓さんが応じる。俺はそんな三年女子二人を眺めながら、二年女子二人とひそひそ話を始める。



「どうしたんだろうねー、工藤さん。灯代ちゃんはどう思う？」



「わかんないわね。文芸部の存続がどうこうっていうのは、全部狂言だったらしいし」



「俺が思うに、これはリベンジだな。敗北の屈辱が忘れられずに、俺達への
復讐
 ふくしゆう

 にやってきたんだよ。工藤
美玲
 みれい

 逆襲編がこれにてスタートするぜ」



「そんなバトル漫画みたいな展開はないわよ」



　他愛もない予想をする俺達をよそに、彩弓さんは話を進める。



「今日はどういったご用件でしょうか。文芸部に用があるのでしたら、私が
承
 うけたまわ

 りますが」



「いや、そういうわけではない」



「では──異能に関する話でしょうか？」



　その瞬間、少しばかり部室の空気が張り詰める。



　異能を持つ工藤さんが、同じく異能を持つ俺達の元を訪れた。



　このシチュエーションが意味することは、わざわざ説明するまでもない。



　いったいなにが……と息を
呑
 の

 む俺だったが、



「そういうわけでもない。異能に関して、なにかきみ達に報告するようなことはなにも起きていない」



　工藤さんがあっさりとそう言ったので、がくりと肩を落とす。



　ほっとしたような、がっかりしたような、複雑な気分だ。



　なんにも起きなければ起きないに越したことはないのだが、ほんの少しだけ、なにかが起きて欲しいと思う自分がいる。



　なにかを求めている俺が──心の奥にいる。



「今日はごく個人的な理由でここに来た。生徒会長としてでも、異能を持つ者としてでもなく、工藤美玲という一人の女としてここに来た」



　そう言うと、工藤さんは視線を俺へと移した。熱く、真剣な
眼差
 まなざ

 しであった。



「安藤寿来。今日はお前に用がある」



「お、俺？」



　唐突な名指しに驚きながらも、俺は席から立ち上がって、工藤さんの元まで歩く。はて、いったい俺になんの用だろう。



　ま、まさか、本当にリベンジなのか!?




　こないだのバトルで、なにもしてないくせに最後の方で
粋
 いき

 がるだけ粋がった俺にタイマンを挑みに来たのか!?




　やべー、どうしよ。俺、喧嘩とかマジ無理なんだけど……。あ、いや、うん、まあ、なんていうかね。俺が持つ力っていうのは、一般人相手に使うもんじゃないからね。一国を滅ぼすクラスの力を喧嘩とかに使ったらあれだからね。



　戦々恐々とする俺を、工藤さんは真っ直ぐ見つめる。熱がこもった視線だ。心なしか頰が赤らんでいるようにも見える。



　むう、すでにウォームアップは済んでいるというのか。



「そ、そんなに見つめるな、安藤。て、照れるじゃないか」



「え。あ、すいません」



「う、うむ……いや、べ、別に見るなと言っているわけではないぞ」



「はあ」



　なんだか妙な空気である。どうもタイマンには突入しそうにもない。



　工藤さんは数回
咳
 せき

 払いをし、意を決したように話し始める。



「安藤。今日は、こないだもらった手紙の返事をしに来た」



「手紙？」



「とぼけるな。お前が、私の下駄箱に入れておいた手紙のことだ」



「ああ、あれのことですか」



「安藤くん、工藤さんに手紙なんか出していたんですか」



　隣の彩弓さんが
訊
 き

 いてきたので、「ええ、まあ」と頷く。確かに俺は、工藤さんを打ちのめした日の翌日、彼女の下駄箱に手紙を入れた。連絡先を知らなかったため、それしか手段がなかったのである。



　しかしあれの返事となると……ああ、そういうことか。



「安藤、お前の熱い気持ち、私は確かに受け取った」



「本当ですか。そう言ってもらえるとこっちも
嬉
 うれ

 しいですね」



「本当なら二人っきりになりたいところだが……まあいいだろう。ここにいる者達にも、報告すべきことだからな」



「そうですね。やっぱ、ここのみんなにも自慢したいですからね」



「じ、自慢？　そ、そうか、自慢か……」



　そこまで話したところで、工藤さんは急に黙り込んだ。視線はためらうように泳ぎ、頰はみるみる紅潮していく。



「あ、安藤寿来！」



　上ずった声で、急に大声を出す工藤さん。



「お前からの手紙に──お前からのラブレターの返事に、今ここで応えよう！」



「……はい？」



　ラブレター？　なんのことだろう。



　頭に疑問符が浮かぶが、工藤さんはそんな俺に構うことなく、言葉を続ける。



「私もお前のことが好きだ！　付き合おう！」



「………………」



　部室の空気が一瞬で凍りついた。鳩子が
《五帝》
 オーバーエレメント

 モード
『風×水』
 ニブルヘイム

 。
『絶対零度』
 アブソリユートゼロ

 を使ったのでなければ、今の発言が原因だろう。



　どうやら、俺は告白されてしまったらしい。



　愛の告白、である。



　数秒が経過し、ようやく全員の思考が復活する。



　言いたいことや聞きたいことは山ほどあったが、文芸部のメンバーがまず最初に言っておきたいのは、もちろんこの一言だった。



『超展開過ぎてワロタ！』
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　私が小学生の頃、確か、四年生か五年生のときのことである。



　とある事件が起こり、学校中が大騒ぎになった。



　その事件の犯人が──なんと私である。



　いやー、びっくりびっくり。



　突然のことでパニックになった私は、廊下を走ってその場から逃げ出した。階段の陰になっている空間にこそこそと隠れ、一人で
膝
 ひざ

 を抱えていた。



　本当は、すぐに自分が犯人だと言い出さなければならないのに、怖くて怖くて、涙が
溢
 あふ

 れてきて、その場から動くことができなかった。



　誰かに助けて欲しい、と。



　無責任にも、そう願っていた。



「こんなとこにいたのかよ」



　と、聞き慣れた声がした。涙を
擦
 こす

 って顔を上げると、少し怒ったジューくんの顔が目に入った。



「……ジューくん、どうして、ここに……？」



「バーカ。お前の隠れそうなとこぐらい、すぐにわかんだよ」



「ほ、ほんとに？」



「
俺
 おれ

 の
探査回路
 ペスキス

 をナメるなよ」



　得意げに笑うジューくんに、私は「おお」と感心した。



「……にしても、
鳩子
 はとこ

 。お前、なにやってんだよ」



　ジューくんはじっと私を
睨
 にら

 みつけた。



「だって、だってぇ……。私、昨日、お母さんに教わったんだもん……。テレビでさ、バラエティ見てるときにさ、芸人さんが『押すな』って
叫
 さけ

 んでるのに、みんなが押しちゃってね……。ひどいなって思ってたら、お母さんが『あれがお約束なんだよ』って言ったんだもん」



「……確かに、バラエティじゃそれがお約束だけどよ。お前、だからってさ……」



　がしがしと頭を
搔
 か

 きながら、ジューくんは
呆
 あき

 れた口調で言う。







「非常ベル押したら駄目だろう」







「……うぅ」



　好奇心というか義務感というか、あるいは芸人根性というのか。とにかく私はそんな気持ちに後押しされて、廊下にあった非常ベルを押してしまった。



『強く押す』って
蓋
 ふた

 のガラスに書いてあったから、思いっきり強く押しちゃった。



　そしたら、けたたましいサイレンが鳴り響き、学校内は騒然とした。



　当然、私は
呆然
 ぼうぜん

 とした。今も呆然としっぱなしである。



「だ、だって、だってぇ……こないだ、先生が『絶対に押しちゃ駄目だよ』って念を押すように言うから……」



「先生のあれはフリじゃねえよ」



　すると、ジューくんは近くの窓から外を
眺
 なが

 めた。「うわあ……」と
震
 ふる

 えた声で言って、視線を私に戻す。



「……もうみんな校庭に避難し終わってるぞ」



　青ざめた表情でそう言われ、だんだんと取り返しのつかないことをしてしまったという後悔が
湧
 わ

 いてきた。



　どうしよどうしよどうしよ～～～～……。



「こないだの避難訓練の成果が見事に出てるな……。校長先生が『みなさんが避難するまで十分もかかりました。これが本番だったら確実に死人が出ています！』とか、ウザいこと言って最初からやり直させただけのことはあるぜ」



「……どうしよ。どうしよぉ……、ジューくん」



「どうしよって言われても……。素直に謝るしかないだろ」



「『ドッキリ大成功！』って出てったら、笑って済ませてくれないかなあ……」



「鳩子。いくらゆとり世代と呼ばれてる俺達だろうと、限度ってもんがあるんだぜ？」



「うぅ……ゆとらせて欲しいよー」



「ゆとらせるなんて日本語は存在しねえ」



　やっぱり、素直にごめんなさいするしかないのかー。



　でも、嫌だなあ、怖いなあ。



「……あーあ、ったく。ほら、いくぞ鳩子」



　いかにも
鬱陶
 うつとう

 しそうに言って、ジューくんは私に手を伸ばした。



「そんなに怒られんのが怖いなら、俺が一緒に謝ってやるから」



「えっ！　そんな、い、いいよっ。のーさんきゅーだよっ！」



「気にすんな。俺は怒られ慣れてるから、
今更
 いまさら

 、二、三回怒られる回数が増えたところでどうってことねえんだよ」



「でも……非常ベルを押したのはジューくんだったってことにするなんて、さすがに悪いよぉ……」



「そこまでのことはしねえよ！　さすがに身代わりになるほどの自己
犠牲
 ぎせい

 精神は持ち合わせてないからな！」



「じゃあ、ジューくんに押せって命令されましたってことにするの？」



「なおのこと悪いわ！　俺、完全にいじめっ子じゃねえか！」



「うぅ、ジューく～ん。私の罪を全部おっかぶってよー……」



「……お前ってそんな悪女キャラだっけ？」



　パニックのあまり、ちょっとおかしなテンションになっている私だった。



　ジューくんは一つ息を吐くと、改めて私に手を差し伸べる。



「ま、一緒に遊んでて間違って押しちゃった、ぐらいにならしてやってもいいぜ」



「……いいの？」



「いいよ。つーか、急ぐぞ。早くしないとマジで消防車が来るかもしれん……」



　私はジューくんの手を握り、立ち上がる。一緒に並ぶと、私の方が少し背が高い。いつかは抜かれるかもしれないけれど、それでも今は私の方が大きい。



　それなのに──彼の手は私の手よりも大きく、温かかった。



「……えへへ」



「なに笑ってんだよ。謝りに行くんだから、申し訳なさそうな態度になっとけ」



「ジューくんの手、なんかあったかいねー」



「ん？　くくっ。そうだろうな。なにせ俺の右腕には、燃え盛る
闇
 やみ

 の黒龍が眠っているんだからなっ！」



「そっかー。だからあったかいのかー」



　手を
繫
 つな

 ぎ、私達は歩いて行く。



　これから全校生徒に謝罪しなければならないというのに、私の心はひどく落ち着いていた。










☆










　
工藤美玲
 くどうみれい

 。



　先日の一件から気になって調べたところ、我が高校の生徒会長は想像以上に素晴らしい人物だった。



　成績優秀、スポーツ万能。多くの人間に認められる人格者であり、抜群のリーダーシップによって生徒会役員を指揮している。昨年の選挙の際には、
他
 ほか

 の候補者を寄せ付けぬ圧倒的な支持で当選したらしい。



　生徒会長選挙なんぞにはまるで興味がなかった俺だが、様々な噂や美談を聞いている内に、なるほど実はすごい人だったんだな、と素直に感心してしまった。文芸部襲撃の件だけで、彼女という人間を理解したと考えるのは早計というものだろう。



　そんな風に彼女のことを少し見直したところだったというのに──



「私もお前のことが好きだ！　付き合おう！」



「…………」



　これは、いったいどういう展開なんだろうか。



　急展開どころじゃねえ。まさしく超展開だ。今度からこの人のことは『超展開の工藤さん』と呼ぶことにしよう──じゃなくて。



「えっと、工藤さん？　それは、どういう意味ですか？」



「む。なんだ、聞こえなかったのか。それじゃ、少し恥ずかしいけど、もう一回言うとしよう」



　工藤さんはすぅ、と息を吸い、



「私もお前のことが好きだ！　付き合おう！」



　と、一字一句
違
 たが

 わずに同じ
台詞
 せりふ

 を繰り返した。聞き間違いという線はこれで完全になくなったと言っていいだろう。



「……ちょ、ちょっと待ってください。冷静に考えさせてください……ええと、その、つ、付き合うってのは、どういう意味ですかね？」



「付き合うは付き合うだ。それ以外になんの意味がある？」



「ね、念のために確認しますけど……ラブコメでよく見かける、実は買い物に付き合ってくれって意味でしたー、っていうつまんないオチじゃないですよね？」



「当たり前だ。付き合うと
言
 い

 ったら、男女交際に決まっているだろう？」



　工藤さんは平然と、しかしちょっと
頰
 ほお

 を赤らめながら言った。かわいいっちゃかわいい反応なんだけど、いろいろと考えることが多すぎて頭がパンクしそうだ。



「ま、待ちなさ──待ってくださいっ！」



　俺がフリーズしていると、
灯代
 ともよ

 が
焦
 あせ

 った様子で叫んだ。途中から敬語に直したのは、工藤さんが一応先輩であることを思い出したからだろう。



　俺の脇をつかつかと通り過ぎて、工藤さんに
詰
 つ

 め寄る。



「い、いきなりやって来てなんなんですか！　この馬鹿に、こ、ここ、告白するとかなに考えてるんですかっ！」



「ふむ。
神崎
 かんざき

 灯代」



　まくし立てる灯代に対して、工藤さんは冷静そのものだった。



「もしかしてきみは、
安藤
 あんどう

 のことが好きなのか？」



「は、はあ!?
 」



　一瞬にして、灯代の顔が
沸騰
 ふつとう

 するように紅潮した。



「あ、ありえませんっ！　こんな黒歴史が服着て歩いてるような
奴
 やつ

 に惚れるくらいだったら私は
百合
 ゆり

 に目覚めますっ！」



　ひどいことを言う灯代だった。



「そうか。だとしたらきみにとやかく言われる筋合いはない。これは私と安藤
寿来
 じゆらい

 の問題なんだから黙っていてくれ」



「……っ」



　一応筋が通っている気がする言い分に対し、灯代はなにも言えなくなる。しばらく歯
嚙
 が

 みして
悔
 くや

 しがった後、今度は俺へと標的を移した。



「あ、あんたも黙ってないでなんとか言いなさいよ！　ど、どういうことなの、これ？」



「いや、俺にもなにがなんだか……」



「……さっき、工藤さん、ら、ラブレターとか言ってたけど、まさかあんた……」



「違う違う！　お、俺もなんのことかわからないんだって！」



「なにを言っているんだ、安藤。お前の熱い思いを
綴
 つづ

 った手紙は、きちんと私の下駄箱に入っていたぞ」



「そこ、ですね」



　と、まるで狙いすましたかのように、
彩弓
 さゆみ

 さんが話に混ざってきた。



「そのラブレターに関する説明が、安藤くん、工藤さん、共に不足していると思います。問題がややこしくなっているのはそのせいでしょう」



　この状況を的確に分析し、なおかつ最善の方法を示してくれる。



　さすがは我らが部長だ。全員がカッカしているときでも、ただ一人、氷のように冷静に戦況を見ている。ドラクエの世界だったら魔法使いに推薦したいところだ。



「安藤くん。あなたは、工藤さんにラブレターを出したんですか？」



「いいえ」



「だ、そうですが？　工藤さん、なにか言うことは？」



「なぜ
噓
 うそ

 をつくんだ安藤？　お前からの手紙はちゃんと下駄箱に入っていたぞ。そのことはお前もさっき認めていたじゃないか」



　うん。



　確かに俺は、工藤さんに手紙は出した。ということは──



「──ええ!?
 　あ、あの手紙がラブレターだって言うんですか!?
 　違いますよ！」



「なんだと!?
 」



「あれのどこがラブレターだって言うんですか!?
 」



「これのどこがラブレターじゃないと言うんだ！」



　工藤さんはポケットに手を入れ、一通の封筒を取り出す。それは
紛
 まぎ

 れもなく俺が出した手紙であった。彼女は封筒を開いて、中身を俺達に見せた。







　工藤美玲殿










先の戦にて、貴殿の力は十二分に
堪能
 たんのう

 した。





汝
 なんじ

 が力、我が心を撃ち抜きたり。



されば、汝に罪深き名を与えん。





《強欲》
 グレイトフルラバー

















混沌
 こんとん

 の
覇者
 はしや

 ──ギルディア・シン・
呪雷
 ジユライ

 （またの名を安藤寿来）










「これが……安藤の書いた手紙？」



　手紙を読みながら灯代が問うてくるので、
顎
 あご

 を引いて肯定する。



「短い文章なのに『貴殿』『汝』と、他称がブレていますね。この
半端
 はんぱ

 な知識で格好つけている残念さは安藤くん特有のものです」



　わざわざ
凹
 へこ

 むことを言う彩弓さん。いや、普通に筆跡でわかるだろう。文末にきちんとサインもしているし。



　すると、灯代がひそひそと小声で言ってきた。



「……安藤。大方予想はついてるけど、これ、どういう意味？」



「工藤さんの異能にも名前つけたくなっちゃったから、つけちゃった」



「……そうよね。だと思った」



　灯代は眉間を押さえ、それから工藤さんを
窺
 うかが

 う。



「工藤さん。ちなみに、あなたはこの手紙をどのように解釈したんですか？」



「どうって、これは、どこからどう読んでもラブレターだろう！」



　俺達から手紙をひったくるように奪い、さも当然とばかりに語る。



「この難解な文章をひとつひとつ
紐
 ひも

 解いていけば『一目
惚
 ぼ

 れしたから付き合って欲しい』と解釈することができる」



　なんつーポジティブな解釈!?




「『我が心撃ち抜きたり』のところが
秀逸
 しゆういつ

 だな。実にストレートな愛情表現だ」



　いや、それは工藤さんの『異能を奪う異能』が持つラスボスっぽいかっこよさに胸を撃ち抜かれたという意味で……。



「まったく、素直に書くのが恥ずかしいからって、全体的に古めかしい文章にしたり、変な名前で誤魔化すなんて……。安藤め、かわいい奴だ」



　うわあああ……。俺の演出が全て照れ隠しだと勘違いされている。これだったら
厨二
 ちゆうに

 的な格好つけだと
罵
 ののし

 られた方がまだマシだぞ……。



「
極
 きわ

 めつけはこの
《強欲》
 グレイトフルラバー

 だな。私のことを『
恋人
 ラバー

 』だと称してくれるとは、この工藤美玲、感激の極みだ」



「そ、そう！　そこよ安藤！」灯代が怒鳴る。「強欲はまだわかるけど、ルビがグレイトフルラバーってどういうこと!?
 　なんで恋人なの!?
 」



「違う！　ラバーは恋人のラバーじゃねえ！」



　俺は自分の鞄から
漆黒
 しつこく

 のノート『
紅き聖書
 ブラツデイバイブル

 』を取り出し、口頭では伝わりにくいことを文字も交えて説明する。



「ラバーは『恋人』の【lover】じゃなくて、『
略奪
 りやくだつ

 者』の【robber】なんだよ！」



　つまりグレイトフルラバーとは、『偉大なる略奪者』という意味。





《強欲》
 グレイトフルラバー





　彼女の能力を
踏
 ふ

 まえた上で熟考に熟考を重ねた結果思いついた、非常にセンセーショナルな能力名なのだ。



　俺の説明を受けた灯代は一瞬納得したような表情を浮かべるが、



「なんでこんなややこしい能力名にしたのよ！」



　と、苦言を
呈
 てい

 してきた。



「ラバーって言ったら、普通は恋人かゴムぐらいしか思いつかないわよ。略奪や強奪の意味を込めたいなら、普通にハンターとかスティーラーにすればいいじゃない！」



「いや、それには深い理由が……と、とにかく原因がわかったことだし、工藤さんの誤解を解かないと──」



「待ってください」



　彩弓さんが小声で俺を制した。



「安藤くん。誤解を解くのは、少し考えてからにしましょう」



「どうしてですか？　すぐにでも解いた方が」



「工藤さんの立場……いえ、状況を冷静に考えてみてください」



　彩弓さんが真剣な声で言うので、俺は改めて工藤さんの方を見る。俺と目が合うと、工藤さんはポっと頰を赤らめて、目を
逸
 そ

 らした。



　わっかりやす……。



　鈍感主人公だったら『どうしたんだろう、熱でもあるのか？』ってなるとこだが、俺はそこまで鈍感にはなれない。



「そ、そうだ。安藤、付き合ったら、お互いの呼び名はどうしようか？　わ、私はダーリンって呼びたいんだが、構わないか？」



　くねくねと身をよじりながら、ちらちらと俺を見る。いつの間にか俺がオーケーすることになってるな……って、あ、そうか。工藤さんは俺から告ったと思ってるんだから、俺が断ることなんて
微塵
 みじん

 も考えていないんだ。



　……イタいな。そしてキツいぞ。



　彩弓さんの言いたいことがわかった。工藤さん、イタすぎる。後輩の男子から告白されたと勘違いして、人目のあるところで堂々と交際宣言をしてしまったのだ。



　もしこれが全て自分の勘違いだと知ってしまったら──



「……登校拒否になってしまう」



「わかっていただけてなによりです」



　彩弓さんが重々しく
頷
 うなず

 いた。他人をいじることが大好きなこの人が、いじらずに
庇
 かば

 おうとするなんて。それだけ工藤さんが乙女としてピンチだということか。



「彼女はああ見えて優秀な生徒会長で、この学校にいなければならない人材です。安藤くんの責任でもあるんですから、なんとかしてください」



「なんとかって」



「部長命令です」



　そんなこと言われても……。俺だってちょっとは悪いと思うからなんとかしたいとは思うが、いかんせん解決方法が思いつかない。



　つーか、横で「ダ、ダーリン？　ははっ。実際呼んでみると照れるものだな」とか言ってるこの人に、今更「全部誤解です」なんて言えねえ……。



　俺が珍しく本気で悩み始めると、



「……やだーっ！」



　いきなり、幼い叫び声が上がった。
千冬
 ちふゆ

 ちゃんである。ずっと大人しく座っていたから、てっきり眠っているんだと思っていたのに。



「やだやだやだやだやだーっ！」



　椅子から立ち上がり、大声で
喚
 わめ

 き散らす。いつもぼーっとしている彼女にしては珍しい、ヒステリックな姿だった。



「アンドー、奪ってったら、やだっ！」



　千冬ちゃんは工藤さんの元まで歩き、彼女のブレザーをぐいぐいと引っ張った。



「き、きみは、
里見
 さとみ

 先生の……」



「やだやだっ。アンドーは渡さないっ！」






[image: ]




「千冬ちゃん、だよね？　私は、別に──」



「やだったらやだっ。い～～や～～だ～～～～っ！」



「む、むう……」



　ずっとゴーイングマイウェイな態度を
貫
 つらぬ

 いていた工藤さんだったが、さすがに小学生相手には強く出れないらしく、困った表情になる。



　千冬ちゃん。きみは、そこまで俺のことを──



「アンドーは、お馬鹿で、アンポンタンだから、千冬の目の届くとこにおいとくの！　これからも、千冬が遊んであげなきゃダメなの！」



　……あれ？　千冬ちゃんって俺と遊ぶとき、遊んであげてる気分だったの？　俺、小学生に遊んでもらってたの？



「と、とにかくっ！」



　地味にショックを受ける俺の脇で、灯代が声を上げた。



「工藤さん、もう一度よく考えてください。こんな『歩く黒歴史』と付き合ったりしたら青春を無駄にすることになりますよ」



「おい、変な二つ名着けるなよ」



「じゃあ、
『黒き歴史を紡ぐ者』
 ダークネスストーリーテラー

 で」



「ふ、不覚にもかっこいい……」



　思わず俺の二つ名に採用したくなった。俺が胸を押さえてときめいていると、灯代が目で合図を送ってきた。俺はすぐにその意図を理解する。



　なるほど、これは作戦だ。



　工藤さんを傷つけずに自体を収束させるには、工藤さんに俺のことを嫌いになってもらえばいいんだ。



　俺がろくでもない男だとわかれば、付き合おうという気も失せるはず。



「自信を持って、安藤」



　灯代がこっそりと激励を送ってくる。



「あんたはただ、いつも通りにしてればそれでいいから」



「それどういう意味だよ！」



「あんたはあんたらしくしてれば、それでいいのよ」



「なかなかいい台詞をここで使うな！」



　俺がただ俺でさえあれば女子に嫌われるというのか。なにそれ、
悲惨
 ひさん

 過ぎる。



「ふん。神崎灯代。同じ部活に所属していながら私のダーリンの
魅力
 みりよく

 がわからないとは、きみはなかなか男を見る目がないようだな」



　工藤さんは平然と言った。俺達の作戦の効果はまるで見えない。そして俺はダーリン確定なのか……。



「先日、私はこの文芸部相手に敗北した。だが、能力自体では私は負けていなかった。五対一だろうと勝てると踏んだから、私はきみ達に
喧嘩
 けんか

 を売ったんだ」



　それが負け惜しみでもハッタリでもないことは、よくわかった。



　彼女の異能──
《強欲》
 グレイトフルラバー

 が相手では、こちらがいくら強力な異能を持っていようと意味がない。



　相手の異能を見た瞬間に問答無用で奪い去る。



　最強どころか──もはや反則だ。



「私の敗因は安藤寿来の存在。ただそれだけだ。ダーリンがいなければ、私はおそらく勝っていた。違うか？」



「そ、それは」と口ごもる灯代。



「正直、私はダーリンを
舐
 な

 めていたよ。使えない異能を持った使えない奴だとばかり思っていた。しかし私はその、使えない異能に敗北したんだ」



「…………」



「熱くない黒い炎を出すという、まるで使い道がない異能を見事に使いこなした発想力。そして私の文芸部監査が、フェイクだと見破った洞察眼……」



「……え？」



「道化めいた言動や変人としか思えない奇行の数々も、全てこちらの油断を誘うトラップだった。私はまんまといっぱい食わされたよ。ふふっ、終わってみれば、全てがダーリンの筋書き通りだったというわけさ……」



「いや、安藤のあれはただの後付けで……」



「そして私は、そんなしたたかで計算高いダーリンに惚れたんだ！」



　堂々とした愛の告白に、灯代は絶句した。ぎぎ、と機械のように首を回して俺の方を向き、なにか言いたそうな様子でパクパクと口を動かす。



　どうやら工藤さんは、先日のバトルで俺が最後に言った『計算通り』という台詞を真に受けてしまったらしい。



　あー、そっか。工藤さんって、勉強できて、頭もいいけど、馬鹿なんだなー。



　たまに見かける、成績がいいけど馬鹿な人だ。



「く、工藤さん。あなた、勘違いっていうか、安藤を過大評価してますよ。こないだこいつが活躍したように見えたのは、全部ただの偶然ですからっ」



「なにぃ？　そんなはずがないだろ。なあ、ダーリン？」



「くくっ。当たり前だ。全てが俺の脚本通りだったに決まっているだろう？　世界はいつだって俺の
掌
 てのひら

 で踊り狂う」



「ほらみろ」



「安藤!?
 」



　ああ、しまった！　反射的に乗っかっちまったよ！



　灯代はキッと俺を睨むと、なにかを思い出したように後ろを振り返った。



「ていうか、鳩子！　鳩子もこの馬鹿二人になんか言ってやってよ！　さっきからなんで黙ってんの？」



「……ふえ？」



　声をかけられた鳩子は、とぼけた声を上げた。



「私は、ただ、せっかく会長さんが遊びに来てくれたから、おいしいお茶を
淹
 い

 れてあげようかと思って……」



　鳩子の手には
茶筒
 ちやづつ

 と木べらが握られていた。木べらでお茶っぱをすくい、慣れた手つきで急須に入れる。



　ただ、その急須にはすでにお茶っぱが溢れていた。急須の茶色が緑色で埋め尽くされている。その緑の小山に、鳩子はまだお茶っ葉を足そうとしていた。



「おい、なにやってんだよ。もう溢れてんぞ」



　俺は
慌
 あわ

 てて止めに入る。



「ジューくん。……あ、ほんとだ！　お茶っ葉が溢れてる！　なんで!?
 」



「お前が自分でやったんだろ」



「そ、そっか……。あはは、いやー、うっかりうっかり」



「うっかりって……」



　おかしい。抜けているように見えて意外としっかりしている鳩子は、こんなドジは滅多にしないはずなのに。



　なにをそんなに動揺しているというのだろう。



　俺が
訝
 いぶか

 っていると、背後ではまた、灯代と工藤さんが口論になっていた。



「神崎灯代。きみはさっき、私とダーリンのことを馬鹿二人と言ったのか？」



「……あー、言いましたよ。事実ですからね」



「ほう。いい度胸だな。私はともかく、ダーリンを馬鹿にする奴を見過ごすわけにはいかない」



「はあ……。私、なんか疲れてきた……。もう好きにしてくださいよ」



「ふむ。きみは最初っからなにかと私に
絡
 から

 んでくるな。もしや──自分より胸が大きい私を敵視しているのか？」



「──っ！」



　工藤さんが放った軽率な一言は、やる気を失くし始めていた灯代を再点火させるには十分過ぎた。



「そうだとしたら
了見
 りようけん

 が狭いとしか言えないな。胸が小さいと器まで小さくなるのか」



「な、が、はあ……？」



「見る限り、文芸部のメンバーでもダントツで小さいようだな。小学生の千冬ちゃんよりはかろうじて大きいようだが」



「か、か、かろうじ……っ」



「しかし、叔母である里見先生がナイスバディであることを考えると、将来的にはたやすく追いぬかれてしまいそうだな」



「………………」



　おお、灯代が噴火直前の火山みたいに震えている。



「私に貧乳の気持ちはわからないが、まあ気にするな。女性の価値は胸ではないぞ。うん、ドンマイ」



　悪気のない、ストレートな
慰
 なぐさ

 めがトドメとなった。灯代は、ぴくぴくと頰を引き
攣
 つ

 らせながら、こほぉー、と魔王が吐くようなブレスを吐いた。



「……時の
狭間
 はざま

 に閉ざされて、
永劫
 えいごう

 に
彷徨
 さまよ

 い続けるがいい」



　決め台詞が出た!?




　やべえ、灯代、マジギレだ。正気を完全に失っている。



　時を
統
 す

 べる彼女は身をかがめ、異能を解放す──



「ふん。甘い」



　──るかと思いきや、工藤さんがそれを許さなかった。がくん、と灯代の体勢が崩れる。その表情は、
驚愕
 きようがく

 と後悔に塗りつぶされていた。





《強欲》
 グレイトフルラバー

 。敵の異能を奪う異能。



　発動条件は、能力の発動を視認することのみ。



「
迂闊
 うかつ

 だったな。神崎灯代。きみの時を止める異能、私がもらい受けた」



「くっ……」



　勝ち
誇
 ほこ

 る工藤さんに対し、灯代はただ歯を食いしばる。



　……本気で反則だな、工藤さんって。チートにもほどがあるよ。



「か、返してよっ！　私の
《永遠》
 クローズドクロツク

 ！」



「そうは
問屋
 とんや

 が下ろさない。自分に牙を
剝
 む

 いた相手に情けをかけるほど、私は優しくも甘くもない」



「あの……工藤さん。悪いんですけど、灯代に返してやってくれませんか？　
《永遠》
 クローズドクロツク

 はやっぱり、灯代にあるべき異能だと思うんで」



　あまりにも灯代がかわいそうだったので、思わず口を挟んでしまう。すると工藤さんは俺の方を向いて、にっこりとかわいらしく
微笑
 ほほえ

 んだ。



「うんっ。ダーリンがそう言うなら、そうするっ！」



　従順っ！



　なんだこの人、俺にだけデレデレなのか!?




　工藤さんは灯代の体に触れ、なにかを念じるようにする。異能を返す際には、相手の体に触れる必要があるらしい。



「ダーリンの器の大きさに感謝するんだな」



　灯代はなにも言わない。なにをするというわけでもなく、立ち尽くしている。



　
不憫
 ふびん

 だな……。



　身体的コンプレックスをイジられ、キレながら決め台詞を吐いて特攻しようとしたら異能を奪われ、
挙句
 あげく

 の果てに敵の情けで力を取り戻した。



　なんかもう、見ていられないよぉっ！



「……う、う、うわぁああああああああ──っ！」



　もはやいっぱいいっぱいだったのだろう、灯代は雄叫びとも悲鳴ともつかない奇っ怪な叫びを上げながら、異能を用いずに工藤さんに襲いかかった。



「いたっ。くっ、やるのかっ」



　普通のパンチを地味に
喰
 く

 らった工藤さんは、負けじと反撃に出る。



　そこから先は、なんとも地味なバトルだった。異能バトルでもなんでもない、ただの取っ組み合いである。



　
擬音
 ぎおん

 を付けるなら、ポカポカ、とかそんな感じ。



　実に低レベルなキャットファイトだ。



　俺は深く息を吐き、椅子に腰掛けた。今後のことを考えると頭が痛くなってくる。



　しばらくして、灯代と工藤さんのバトルは終わりを迎える。灯代の拳が工藤さんの目にヒットし、「痛っ、ちょ、目は駄目だろう」「あ、す、すいません」「いや、わざとじゃないなら、しょうがないけど……」という、大変地味な結末だった。
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「ふーん。なるほどねえ」



　翌日の昼休み。
俺
 おれ

 の話を聞き終えた
相模
 さがみ

 は、どうでもよさそうな
相槌
 あいづち

 を打った。くっつけた机の向かいで、いつも通り涼しい顔で笑っている。



「お前はどう思う、相模？」



「そうだね。僕は、おっぱいは
鳩子
 はとこ

 ちゃんくらいの大きさがベストだと思うよ」



「んなこと聞いてねえよ！」



　人の
幼馴染
 おさななじ

 みを変な目で見てんじゃねえ！



「でも、
彩弓
 さゆみ

 ちゃんみたいなナイスバディもなかなか捨てがたいなあ。あ、もちろん、貧乳が駄目ってわけじゃないよ。
千冬
 ちふゆ

 たんみたいな小さい子は、やっぱりつるぺったんな方がいいと思うし」



「だからお前の趣味は聞いてねえよ！」



　こいつガチでうぜーなあ。そして女子は『ちゃん』付け、幼女は『たん』付けという相模のポリシーは冗談抜きで気持ち悪い。



　相模って、接点がない女子に対してもやたらと
馴
 な

 れ馴れしいんだよな。



「あれ。おっぱいの話じゃなかった？」



「違うわ！　やめろよ、お前がそういう言い方すると、まるで俺が今までお前とおっぱいトークしてたみたいになるだろうが」



「おっぱいの話じゃないなら、僕の
管轄
 かんかつ

 外だね」



「お前の管轄はおっぱいなのか!?
 」



「おかしいな。
灯代
 ともよ

 ちゃんが
美玲
 みれい

 ちゃんにちっぱいことをイジられて暴走したって話だよね？」



「確かにちらっとその話もしたけど、そこがメインじゃねえよ」



「うーん。そこしか覚えてないや」



「残念な記憶力だな！」



「冗談はさておき。ちゃんと話は聞いてたよ。生徒会長の美玲ちゃんから勘違いで好かれちゃって、その上告られちゃったって話だろ？」



　相模はからかうように言った。



　
工藤
 くどう

 さんの件でいい解決策が思いつかなかった俺は、
藁
 わら

 にも
縋
 すが

 る思いで相模に相談してみた。相模は異能について知らないため、だいぶ
大雑把
 おおざつぱ

 な説明になってしまったが、要点は伝わったようである。



「で、相模。お前はどうしたらいいと思う？」



「付き合っちゃえばいいじゃん」



「……軽く言いやがって」



　完全に他人事だと思ってやがるな。いや、こいつは自分のことだろうと、リアルの女子相手にはこんなもんか。



　相模
静夢
 しずむ

 は、女子を萌えるか
否
 いな

 かでしか判断できない病的変態なのだ。



　……女好きなのに女性に全く優しくない男というのは、果たして存在している価値があるのだろうか。



「意外と
真面目
 まじめ

 だよね、
安藤
 あんどう

 って」相模は不思議そうに言う。「好きでもない女と付き合うのは不誠実だ、とか考えてるの？」



「俺はお前みたいに誰かれ構わず付き合う軽い男じゃないんだよ」



「まあ、僕は来る者は
拒
 こば

 まず去る者は追わずって感じだからねー」



　軽口を
叩
 たた

 く相模に対し、俺は深くため息を
吐
 つ

 いた。



「……別に、お前が言うほど真面目な考えをしてるわけじゃねーよ。女子から告られたら
嬉
 うれ

 しいし、好きじゃなきゃ付き合っちゃ駄目だとも思ってない」



　ただ、と俺は言う。



「工藤さんが俺を好きだって言うのは、ただの勘違いだ。だから好きだって言われても
虚
 むな

 しいだけだし、
騙
 だま

 したまんま付き合うのは不誠実な気がするっつーか……。まあ、うまく言えないけど、そういうことなんだよ」



「真面目だよね、安藤は」



　相模は薄く
微笑
 ほほえ

 み、さっきと同じ言葉を繰り返した。



「でも、安藤は大事なことを忘れてるよ」



「大事なこと？」



「美玲ちゃんと付き合うかどうかを決めるために、まず始めに確認しておかなきゃならないことがあるってこと」



「なんだよ、それ……」



　確かな熱を宿した瞳に見つめられ、思わず息を
呑
 の

 む。



　相模は、見たこともないような真剣な顔をしていた。



「まず、彼女が処女かどうか確かめないと」



「真剣な顔でなに言ってんだお前!?
 」



「……ええ？　安藤こそなに言ってんの？」



「なにその驚いた顔!?
 　俺が間違ってるのか!?
 」



「処女であるか否かで、女子の価値なんて天と地ほどに変わるだろう？　中古の相手なんて時間の無駄以外のなにものでもない」



「お前、全世界の非処女の人に謝れ！」



「処女でなければ女に
非
 あら

 ず（人外娘を含む）」



　処女厨きめええええ！



　なんでこいつはさも当然のように現実とフィクションをごっちゃにするんだろう。



　同じ男として──いや、同じ人類として恥ずかしい。



　人類の尊厳のためにさっさと死なねーかな。



「てか相模、お前だっていろんな女子と付き合ったりしてるわけじゃん？　その中に一人ぐらい経験済みの人はいなかったのかよ？　まさか告白されたときに、毎回処女かどうか聞いてるわけじゃあるまいし」



「僕は毎回きちんと確認してるけど？」



「してるのかよ！　いや、でも……それで、みんな答えてくれるのか？」



「うん。まあほとんどの女子が言い
淀
 よど

 むけど、『言わないなら付き合えない』っていうと、大抵教えてくれる」



「……お前怖いよ」



　相模がイケメンでモテモテなのに、リア充じゃない理由の一端を
垣間
 かいま

 見た気がした。俺が心の距離をたっぷりと置いていると、相模は遠い目をして
物憂
 ものう

 げに語り始めた。



「一回さ……中古のくせに処女だって
噓吐
 うそつ

 いた女子と付き合っちゃったことあるんだよね。あー、人生の汚点だよ」



「そうか。相手もきっとお前を人生の汚点だと思ってるよ」



「処女だと思ってた女子が実は処女じゃない、っていうサプライズだけは本気でいらないんだよね。あのときは、めのまえがまっしろになった」



「ポケモン金銀の主人公かよ」



「ああ、そうそう、まっしろと言えば、昨日やったエロゲーのぶっかけシーンがいまいちでさ。やっぱりぶっかけシーンは、精子が飛び出す瞬間だけじゃなくて、飛び散った後のＣＧ差分も欲しいよね」



「『まっしろ』から『精子』を連想するな！　お前の下ネタは『イケメンって下ネタ言っても
爽
 さわ

 やかだよなあ』っていうラインをＫ点突破してんだよ！」



　ああもう。これだから相模の相手は嫌なんだ。俺がただの突っ込みキャラと化してしまう。俺の話をしてたはずなのに、いつの間にか相模の話になっている。



「
相変
 あいか

 わらず安藤は元気がいいよね。見てるこっちが楽しくなるよ」



　相模は薄く、そして静かに笑う。俺が女子だったら見とれてしまいそうな美しい笑顔だったが、俺は男なのでただムカつくだけだった。











　ともあれ、工藤さんのことはいずれきちんと決着をつけねばなるまい。しかしあちらさんは、全校生徒の代表である生徒会長。なにかと忙しい人だから、そう簡単には話し合いの機会は設けられないだろう。



　だから
焦
 あせ

 ってもしょうがないし、じっくりと時間をかけて考えよう──



「てへ、来ちゃったっ」



　──そんな風に考えていた時期が俺にもありました……。



　放課後、教室を出ると工藤さんがいた。尋ねるまでもなく、俺を待っていたらしい。



　周囲の視線が痛い。行き交う生徒達が不思議そうに俺達を
眺
 なが

 めてくる。「なぜ生徒会長がこんなとこに？」という顔だ。しかしその原因である人物は、奇異の視線なんぞ気に
留
 と

 めず、俺に向かってにこにこと話しかけてくる。



「ダーリンはこれから部活か？」



「そ、そうですけど……」



「そうか……。早速一緒に帰ったりしちゃおっかなー、と思っていたところだが、あいにくと私も生徒会の活動があってそうもいかないんだ。昨日サボった分も、今日頑張らなければならないしな」



「それは残念ですね。じゃあ、俺はこの辺で……」



「だから、これから一緒に文芸部の部室に行こう。私はダーリンを部室に送り届けてから生徒会室に向かうことにする」



「ただの二度手間じゃないですか」



　文芸部は校舎の一階で、生徒会室は校舎の最上階。わざわざ工藤さんが文芸部に来る必要はまるでない。



「少しでも一緒にいたいんだ。駄目かな……？」



　うわ、かわいい！



　
頰
 ほお

 を赤らめて小首を
傾
 かし

 げるようにされてしまったら、断れるはずがない。俺は止む無く工藤さんの申し出を
承諾
 しようだく

 し、一緒に文芸部に向かうことにした。



「ふ～ん、ふふ～ん。んふふふ～」



　……鼻歌なんか歌っちゃってるよ。足取りは半分スキップが混じっている。工藤さん、わかりやすくご機嫌である。



　工藤さんって第一印象はクールな堅物だったんだけどなあ……。



　キャラがとんでもないレベルで崩壊している。



　この人、将来恋愛で失敗しそうだな。仕事は
完璧
 かんぺき

 なのに、プライベートで残念なことになりそう。



「そうだ、ダーリン。メールアドレスを教えてくれないか」



　くるりと振り返り、工藤さんは思い出したように言う。



「昨日聞こうと思っていたんだが、いろいろと邪魔が入ってしまったからな」



　そういえば、お互いにまだ連絡先も知らないのだった。断る理由もなく、携帯を取り出して赤外線通信をする。工藤さんの携帯は、ストラップもデコレーションもないシンプルな携帯だった。らしいと言えばらしい。



「ほう。これが、ダーリンのアドレスか」



　通信を終えると、
興味津々
 きょうみしんしん

 という様子で俺のアドレスを眺めていた。







【bloodydarkness_inthe_apocalypse666@■■■.ne.jp】







　ふう。我ながら素晴らしいアドレスだぜ。



　このアドレスを考えたときに最も気に入っていた二つ名である
『真紅の闇』
 ブラッディダークネス

 を文頭に置き、さらに──



「ブラッディとダークネスは読めるが……ダーリン、その次にあるこの単語はなんだ？」



「それはアポカリプスですよ。意味は──
黙示録
 もくしろく

 です」



　黙示録。それは……えっと、キリスト教のなんかだ。



「ふーむ。では、最後の数字、６６６はなんだ？　誕生日ではないだろうし」



「６６６……ヨハネの黙示録に記された──獣の数字です」



　獣の数字。それは……まあ、なんか知らんけど、６６６は獣の数字なのである。



　つまり
黙示録
 アポカリプス

 と６６６は、非常に
融和
 ゆうわ

 性が高い……気がする。



　かっけー。俺のアドレス超かっけー。



「ふむ……これは、いったいどういう意味なんだ？」



「それは……俺の口からは言えないですね。あなたを
穢
 けが

 れた運命に巻き込むわけにはいかない」



「そうか。言いたくないなら構わない。
詮索
 せんさく

 が過ぎる女はよくないからな」



　工藤さんはあっさりと俺のアドレスの件を流した。えー、どうしても知りたいって言ってよー……。まだまだ語りたいことがいっぱいあったんだから。



「そんなことより……わ、私のアドレスは、どうかな？」



　やや上ずった声で言われ、俺は改めて自分の携帯に視線を落とし、工藤さんのアドレスを確認した。







【mirei_jurai_foreverlove@■■■.ne.jp】







　えーっと。



　発音は『ミレイ、ジュライ、フォーエバーラブ』かなー。



　直訳すると、『美玲と
寿来
 じゆらい

 の愛は永遠』かー。



　…………。



　うわあ……。



　うわうわうわああああああああああああああああああ──……。



　これは駄目だ。一番駄目なパターンだ。



「ふふっ、昨日の夜、ダーリンのことを考えてたらなかなか寝付けなくてな」



　はにかみながら言う工藤さん。



「だから、やっちゃった」



　うん、確かにやっちゃったよ。あんた、別の意味でやっちゃったよ。



　これ、付き合い始めのバカップルがよくやる致命的なミスじゃん。



　確実に後悔する若気の至り。



　言わばＤＱＮの代名詞。



　こういうことする
奴
 やつ

 に限って意外と早く別れて、すぐにメアド変わりましたメールが来るんだよなー……。



「ダーリン……？　あ、そうか、絶句するほど喜んでいるというわけだな」



　アホみたいにポジティブな工藤さんだった。恋する乙女は無敵らしい。



　やばいな。この人、思っていた以上に舞い上がっているぞ。



　メアドがこのイタいやつになったということは、工藤さんの知り合いにはもうすでに俺達の関係が伝わりつつあるということだ。



　一刻も早く工藤さんの誤解を解かなければ……とは、思うのだが、



「ふふっ、ふふふ」



　バカップル過ぎるメアドを眺めながら幸せそうに笑う彼女を眺めていると、
今更
 いまさら

 全てが噓だなんて言えなかった。











「じゃあな、ダーリン。部活、頑張ってくれよ」



「あ、はい……。工藤さんも、頑張ってくださいね」



「いくら文芸部にかわいい女子が多いからって、浮気したら駄目だぞっ」



「……あ、はい」



「じゃ、また明日！　夜、メールするからな！」



　部室の入り口にて、そんなやり取りをして別れた。三歩歩くごとに振り返ってこっちに手を振る
健気
 けなげ

 な工藤さんを見えなくなるまで見送ってから、深く息を吐き、部室に入る。



「はぁー、まいったまいった。本当、どうすっかな──ん？」



　一歩足を
踏
 ふ

 み入れた瞬間、その異質さに気づく。



　灯代、鳩子、彩弓さん、千冬ちゃん。全員が冷たい目で俺を
睨
 にら

 んでいた。あまりにも
刺々
 とげとげ

 しい視線で、もはや物理的な痛みすら感じる。



「な、なんだよ……どうした、みんな……？」



『別に』



　声を
揃
 そろ

 えて端的に返答すると、今度は一斉に俺から顔を
逸
 そ

 らした。全員が露骨に不機嫌そうな表情をしている。



　どうしたんだろう。



　いつもはアットホームな感じなのに、今日は
半端
 はんぱ

 ないアウェー感がする。



「お、おい、灯代。なんかあったのか？」



　とりあえず空いていた席に着き、近くにいた灯代に状況を尋ねる。



「……なにかあった、ですって？」



　わかりやすくイラッとした表情で、灯代は言う。



「胸に手を当てて考えてみたら？」



　俺は右腕を胸に当て、意識を自分の内側へと集中した。



「なあ、聞こえてるんだろう、もう一人の俺よ。教えてくれ、答えてくれ……俺は、いったい何者なんだ!?
 」



「誰が内なる自分と対話しろと言ったっ！　そういう意味じゃないわよ！」



「え？　俺、なんか間違ってた？」



「あんたは常に人として間違ってるのよ」



　やれやれと首を振った後、灯代は何度も髪に手を当てたりしながら、



「……い、今、工藤さんと一緒に部室まで来たわよね」



　と、細い声で
呟
 つぶ

 いた。



「人目につくとこでイチャイチャされると、見てて
不愉快
 ふゆかい

 なんだけど」



「ああ？　あれは工藤さんが部室まで一緒に行こうとか言い出すから……。つーか、イチャイチャなんてしてねーよ」



「ふーん、どうかしらね？　あんたも、本当は満更でもないんじゃない？　工藤さん、綺麗だし、スタイルもいいし……」



　刺のある口調で言い、つんっとそっぽを向く灯代。



「……どうした？　なにそんなイラついてんだよ」



「イラついてなんかないし」



「もしかして、
嫉妬
 しつと

 してんのか？」



「は、はあっ!?
 」



　灯代の顔が一瞬で
紅潮
 こうちよう

 し、
身体
 からだ

 がぎくりと硬直する。



「な、な、なんで私が工藤さんに嫉妬しなきゃなんないのよ!?
 　あ、あんたと付き合ってるのが
羨
 うらや

 ましいとか思うわけないでしょっ！」



「ん？　いや、工藤さんにっつーか、カップルにだよ。
独
 ひと

 り身の奴ってのは、とりあえずカップルを
妬
 ねた

 むもんだからな」



　街中でいちゃつくカップルを見かけたらとりあえず
呪
 のろ

 っとく。



　人類の基本である。



「……あ、なんだ、そういう意味か」



「そういう意味かって……どういう意味だと思ったんだ？」



「～～～～っ！　し、知らない！」



　そう言い切ると、灯代は
凄
 すさ

 まじい勢いでそっぽを向いた。よくわからない奴である。



　ふと部室の
隅
 すみ

 に目をやると、鳩子がお茶を
淹
 い

 れているところだった。



「鳩子。俺にもお茶、頼む」



「しーん」



「…………」



　鳩子は、口でしーんと言った。



「お、おい」



「しーん」



「……しーんってなんだよ、しーんって」



「私、
櫛川
 くしかわ

 鳩子は、ただいまジューくんを無視しています」



　つーんと口を
尖
 とが

 らせながら、
謎
 なぞ

 のことを言う。



「シカト中ですので、話しかけないでください」



　……シカト宣言をわざわざ本人にする馬鹿がどこにいるというのだろうか。
天真爛漫
 てんしんらんまん

 な鳩子の性格は、こういう陰湿な行為には根本的に向いてないらしい。



「でも、鳩子」



「シカト中でーす。話しかけないでくださーい」



「……でもよ、俺が話しかけないと、シカトが成立しないんじゃないのか？」



「え。どゆこと？」



　鳩子はいきなり
素
 す

 に戻って反応した。
扱
 あつか

 いやすくて助かる。



「シカトっつーのは、相手が話しかけてくることを無視することで初めて成立するんだよ。つまり俺をシカトするためには、まず俺がお前に話しかけなきゃ駄目なんだ」



「そ、そっかー。えっと、じゃあ、ジューくんをちゃんとシカトするにはどうしたらいいのかなー？」



「それを俺に聞いてどうすんだよ。ちょっとは自分で考えろ」



「うん。わかった。考えてみるねー」



　話しているのがアホらしくなってきたので、ここらへんで会話終了。



　今度は千冬ちゃんの様子を見てみる。彼女は、お気に入りのリスのぬいぐるみ──リッスンを腕に抱き、ぷくーっとほっぺを
膨
 ふく

 らませていた。



「千冬ちゃんも、機嫌悪いの？」



　俺が低姿勢で話しかけると、千冬ちゃんはリッスンを顔の位置まで上げた。



　そして、



「今日は、千冬はんは、あんさんとはお話しまへんでー」



　と、リッスンがしゃべった。



　……いや、もちろんぬいぐるみがしゃべったわけではない。声がまんま千冬ちゃんだ。別の声を出そうと頑張っているようだけど、ほとんど地声である。



　どうやら、腹話術をやろうとしているようだ。



「せやから、今日は千冬はんに代わって、このリッスンがあんさんのお相手させてもらいますぅ」



　それにしても千冬ちゃん、腹話術下手だなあ……。唇がめちゃめちゃ動いている。しかも無理して唇を動かないようにしてるせいで、やや
顎
 あご

 がしゃくれている。



　しゃくれ千冬ちゃん。



　……なにやってもかわいいこの子だけど、さすがにしゃくれたら愛せないなぁ。



「ち、千冬ちゃん」



「あんさん、あんさん。今日は、千冬はんは話さへんゆーてまんやろ？　話やったらワイを通せっちゅーねん。いてまうどわりゃあ」



　ぐいっと、ぬいぐるみを押し付けられる。うお、地味に怖い。しかし、俺はめげずに質問を続けた。



「えっと、なんで関西弁なの？」



「おおう？　なんやわれえ、ワイの関西弁に文句あるんどすかあ？　あきまへんなー、あきまへんでー」



「…………」



　
似非
 えせ

 関西弁もいいところだな。



　千冬ちゃんと出会ってからもうだいぶ
経
 た

 っているが、いつも抱えているリッスンがこんな関西弁キャラだということは初めて知った。



　まあ、気持ちはわからなくもないけど。関西弁がしゃべってみたくなることって、きっと誰でも一回ぐらいはあるよね？



「おうおう？　われ、
眼
 がん

 くれとんのかあ？　うたるっぞぬしゃあ！」



　うたるっぞぬしゃあは大阪弁じゃなくて熊本弁。ソースはケロロ軍曹。



「あんなー、千冬はんは今、めっちゃ怒っとるんやで」



「え。どうして？」



「あんさんがクドーっちゅー女相手に鼻の下伸ばしとるからやろー。てれてれしよってからにー」



「またそれか……。だから、そんなつもりは全くないんだけど」



「言っときますけど、千冬はんのこと、子供だと思って
舐
 な

 めたら、あかんでーっ！」



　クワッと迫力が二割ほど増すリッスン──と、クイッとしゃくれ具合が二割ほど増す千冬ちゃん。



　なんとなく
悪戯
 いたずら

 心が
湧
 わ

 いたので、



「男の子と女の子が付き合うっちゅーのが、どういう意味かぐらい──」



　
台詞
 せりふ

 の途中で、さっとリッスンを取ってみた。



「──わかっとるん……あ、あ、あうぅ」



　途端、どうしたらいいかわからないという表情になる千冬ちゃん。



「か、返して。アンドー、リッスン返して」



　返す。



「ふう……。おうおうあんさん。あんたもう許さへんでー。この、いかなるドングリだろうと
嚙
 か

 み砕く黄金の前歯で、ガリっと──」



　取る。



「──やって……あう。うう、アンドー、リッス──」



　返す──と見せかけて返さない！



「──ンを……。ええ加減にせんかっ！　ぼてくりこかすぞきさん！」



　ぼてくりこかすぞは北九州弁。ソースはまたもやケロロ軍曹。



　千冬ちゃん、ケロロ大好きだな。



　ま、それはいいとして。



「千冬ちゃん。間違ってる間違ってる」



　リッスンは今、俺の手の中である。つまり千冬ちゃんは、ぬいぐるみがない状態のまま腹話術をやってしまったのだ。



　
胡散臭
 うさんくさ

 い関西弁プラスしゃくれ顔で。



「……はうっ」



　事態を飲み込んだ千冬ちゃんはショックを受けていた。この子の思考回路は相変わらず意味不明だが、ぬいぐるみがない状態で似非関西弁を
披露
 ひろう

 したことは恥ずかしかったらしく、やや頰が赤らんでいた。



　リッスンを返してあげると「ハトコー、アンドーがいじめたー……」と
嘆
 なげ

 きながら、鳩子に泣きついた。「じゃあ千冬ちゃん。一緒にジューくんなんかシカトしちゃおう」「うん。千冬、アンドー、シカトする」「そうだー、ジューくんなんか、シカトだー」などと楽しそうに話している二人をこれ以上見ていてもしょうがなかったので、俺は彩弓さんの様子を
窺
 うかが

 う。



　彼女は机に向かい、本を呼んでいた。心なしかいつもよりも表情がキツく、取っ付き難いオーラを
纏
 まと

 っている。



「彩弓さ──」



「
逝
 い

 ね」



「ええ!?
 」



「あ、間違えました。ごきげんよう、安藤くん」



「いやいやいや、なにをどう間違ったら
挨拶
 あいさつ

 代わりに『逝ね』なんて単語が出てくるんですか!?
 」



　逝ねって。死ねよりもある意味恐ろしいぞ。



　彩弓さんはこちらを見ると、はっと口元を押さえ、目を見開いた。



「安藤寿来……まさか。あなたはあのとき戦いで……死ねばよかったのに」



「死んだはずのキャラが現れたときのテンションで相手の死を望まないでください！」



「安藤くんはなぜ生きているのですか？」



「唐突っ！　彩弓さん、いくら先輩でも言っていいことと悪いことが……」



「そうですね。私としたことが失礼しました。言い直しましょう」



　彩弓さんは冷静に言い直す。



「安藤くんはなぜ存在しているのですか？」



「存在!?
 　あそこからさらにワンランク上の毒舌出るとは!?
 」



『命』と『存在』については深く考えると違いがよくわからなくなりそうだが、個人的には『存在』の方が圧倒的に上であり、そして圧倒的にかっこいい。



『相手を殺す』技よりも『相手の存在を消す』力の方がかっこよく、禁術や
禁忌
 きんき

 のリスクで『命が削られる』よりも、『存在が消えてゆく』の方が
儚
 はかな

 いのだ。



　それはともかく。



「……らしくないですよ彩弓さん。そんな直接的で直情的なやっすい毒舌はちっとも彩弓さんらしくないです」



　俺は切実な思いを込めた言葉を吐く。



「もっと回りくどくて
嫌味
 いやみ

 ったらしくて、真綿で首を
締
 し

 めるように相手の心にトラウマを残すのが、彩弓さんの毒舌じゃないですか！」



「……
褒
 ほ

 め言葉として受け取りましょう」



　彩弓さんはやや引き
攣
 つ

 った笑みを浮かべる。しかしすぐに笑みを消し、



「ちょっとはいじめたくもなりますよ。あんな風に見せつけるようにバカップルぶりを披露されてはね」



　と、ため息混じりに言った。



「あれは工藤さんが勝手に……」



「それはわかっています。
他
 ほか

 のみなさんもわかっていることでしょう。ただ、気に入らないものは気に入らないです」



「…………」



「早く、なんとかしないといけませんね」



　彩弓さんは視線を床へと落とし、大変言いにくそうに言う。



「……昨日、工藤さんからメアド変更のメールが届きました」



「あー……」



　そうか。あれが届いてしまったのか……。彩弓さんはなんとも言えない表情になっている。俺もたぶん、似たような表情を浮かべていることだろう。



「まさか彼女が、ここまで恋愛で自分を見失うタイプだとは思いませんでした」



「同感です」



「それとも──それだけ安藤くんが
魅力
 みりよく

 的だということなのでしょうか？」



　くすり、と
茶化
 ちやか

 すように微笑む。俺は頭を
搔
 か

 き、「からかわないでくださいよ」と言って視線を外した。



「にしても、彩弓さんって思ったより工藤さんと仲いいんですね」



　てっきり、もう少し険悪な仲だとばかり思っていた。それなのに今回、この人は彼女を気遣ってばかりな気がする。



「そこまで親しいわけではありませんよ」彩弓さんは
曖昧
 あいまい

 な笑顔を浮かべる。「安藤くんと相模くんのような関係ではないでしょうか」



「知り合い以上、友達未満？」



「意見が合わないことが多々あるけど、それでもお互いに認め合っている。そんな友人関係です」



　俺と相模は、そんなかっこいい関係ではないけれど。



「クラスメイトとして知り合いとして、そして一人の女子として、これ以上恋に
溺
 おぼ

 れる彼女を見続けるのは、少々忍びないんですよ」



「……なるほど」



　物憂げな瞳から、彼女の想いや願いが伝わってきた。俺は目を閉じ、思案に沈む。自分のこと、周囲のこと。いろいろと考えてみる。



「とにかく、なにかしら策を練りましょう。もはや安藤くん一人でどうにかできる問題では──」



「いや、その必要はないです」



　俺は言う。目を開けた。



　覚悟を決めよう。



　自分が傷つく覚悟を、そして相手を傷つける覚悟を。



　もはや迷っている場合じゃない。



　俺が迷ったら迷った分だけ、傷が増えてゆく。



「一人で
決着
 ケリ

 をつけますよ。俺が自分で
撒
 ま

 いた種ですから」











　その日俺は、部活が終了してから、生徒会が終わる時間まで学校に残っていた。



　六時を回ったところで、ようやく昇降口に彼女が現れた。「話がある」と言って、彼女を人目につかない場所──一階の美術室の前まで連れて行った。



　そして──



「本当にごめんなさい」



　俺は、ただひたすら、頭を下げた。



　なにもかもが誤解だったと白状して──包み隠さず全てを説明して、平身低頭、深く頭を下げて謝罪した。



　そうすることしか思いつかなかった。



「え、えっと……」



　下げた頭の上から、
震
 ふる

 えた声が降ってくる。



　これで、工藤さんの乙女心と自尊心はズタズタになってしまうだろう。彩弓さんに止められていたことを、俺はやってしまったのだ。



「つ、つまり、ダーリンが私にくれた手紙は、ラブレターではなかったと……？」



「はい」



「
《強欲》
 グレイトフルラバー

 は能力の名前で……ラバーは、恋人じゃなくて略奪者……、偉大なる略奪者……」



「はい」



「こないだのことは、計算ではなく、ただの偶然だったのか……？」



「すみません、格好つけたくて噓を
吐
 つ

 きました」



「じゃ、じゃあ、私と付き合いたくて、あの手紙をよこしたわけじゃ……」



「違います。誤解を招く内容の手紙を送ってしまってすみません」



「メアド……」



「……本気でごめんなさい」



　こんなことなら、昨日の内に全てを白状すればよかった。そうすればまだ、工藤さんの傷は浅くて済んだのに。



「……顔を上げろ、安藤」



　呼び方が、元に戻っていた。



「男がそう簡単に頭を下げるものじゃない。なんだなんだ、話を聞いてみれば、悪いのはほとんど私の方じゃないか。私が一人で思い上がり、勘違いをしてしまっただけだ。こちらこそすまなかったな。私の勘違いのせいで迷惑をかけた」



　工藤さんの声は思いの外明るかった。最悪殴られることも覚悟していて俺は、ほっとして顔を上げる。



　そして──息を呑む。



「うんうん。え？　て、て、ていうか、全然気にしてないし……。傷ついてなんかちっともないから。だからそういう風に謝られると、逆にこっちとしても迷惑っていうか……いや、ていうか最初っから、お前のことなんかそんな好きでもなかったしね。コクられたと思ったからとりあえず付き合ってみただけだし……」



　視線はきょろきょろと泳ぎ、そわそわと落ち着きがない。がくがくと
膝
 ひざ

 が揺れている。
気丈
 きじよう

 な振る舞いを続けているが、心の動揺はまるで隠せていない。



　挙動不審な態度は、彼女が受けたショックをそのまま表していた。



「工藤さん……本当、すいません」



「あ、謝んなくていいから。別にちっとも傷ついてないし……そうやって何度も謝られてると、まるで私が傷ついてるみたいだから、止めて欲しいていうか……」



「でも──」



「あーっ！　わ、私、そういえば、カレーからお母さんの材料買ってくるように言われてたんだっ！　だから早く帰らないと。あははは……」



　工藤さんはぎこちなく
踵
 きびす

 を返し、ふらふらと歩いて行った。途中、何回も壁にぶつかりながら、俺の視界から消えてゆく。



「…………」



　俺は顔を
伏
 ふ

 せ、壁にもたれかかった。ずるずるとそのまましゃがみ込み、廊下の冷たさを尻で味わう。



「この女泣かせ」



　と。



　伏せた視界から、女子の足が見えた。目線を上げていくと、そこにいたのは灯代だった。口をへの字に引き結び、俺を見下ろしている。



　まだ帰ってなかったのか。



「あんたも罪な男ね」



「ああ。俺は罪深い男だぜ」



　俺は言った。



　いつもいつも繰り返している言葉なのに、今日は虚しく響くだけだった。



　罪深い俺は──かっこよくなかった。



「ま、ベストだったんじゃない？」



　灯代はつっけんどんに言う。



「これ以上放っといたら工藤さんはどんどん黒歴史増やしただろうから、傷の浅い内に片を付けるってのは悪くない方法だと思うわよ。他に方法もないしね」



「だといいんだけどな」



「いくら原因があんたにあるとは言え、半分は工藤さんの自業自得みたいなもんでしょ。だから、あんたがそこまで気に
病
 や

 む必要はないわよ」



「なんだよ、
励
 はげ

 ましてくれんのか？」



「なっ。ち、ちがっ」



「別に、そこまで気に病んじゃいねえよ」



　俺は言った。



「ただ、女子を傷つけちまったことを、男として情けなく思ってるだけだ」



「そういうのを気に病んでるっていうんだけど」



　
呆
 あき

 れたようにそう言うと、灯代は俺の隣に腰を下ろした。



「ねえ。そういえば、あれ、教えてよ」



「あれ？」



「工藤さんの異能の名前
《強欲》
 グレイトフルラバー

 にした理由」



「それはもう説明しただろ？　偉大なる略奪者って意味で、そして強欲の方は七つの大罪から──」



「そうじゃなくって。ハンターやスティーラーじゃなくって、ラバーなんていう
紛
 まぎ

 らわしい単語にした理由。普通にグレイトフルハンターとかにしとけば、今回の事件は起きてなかったでしょ？」



「ああ、それか」



　改めて尋ねられると、なんとなく言いづらい。わざわざ説明するほどの理由があったわけではない。つーか、単純に恥ずかしい。



「わ、笑うなよ？」



「なにそれ。笑える理由だったら笑うわよ」



　灯代は
催促
 さいそく

 するようにこっちを見つめてくる。視線の圧力に根負けして、俺は口を開いた。



「字数、合わせたかったんだよ」



「字数？」



「俺達の能力名って、漢字二文字にカタカナのルビっていう風に統一してあるだろ」



「まあ、全部あんたが考えてるからね」



　その通り。統一感が出るように俺が頭を
捻
 ひね

 って考えた。漫画とかじゃ、全部別のキャラが考えているはずなのになぜか能力名に統一感があったりするんだが、そこは突っ込んじゃいけないところ。



「さらに、ルビの文字数も合うようにしてある」



《黒焰（ダークアンドダーク）》



《永遠（クローズドクロック）》



《五帝（オーバーエレメント）》



《創世（ワールドクリエイト）》



《始原（ルートオブオリジン）》



「気づいてたか？」



「私は気づいてたけど……でも、それって、ただあんたが能力名を横並びにしたときの
見栄
 みば

 えを気にしたからじゃないの？　わけわかんないところこだわってるなこの
厨二
 ちゆうに

 は、って思ってたんだけど」



　そんなこと思ってたのかよ……。



　いやまあ、見栄えを気にしたってのもあるんだけどさ。



「一番の理由は──強い統一感が欲しかったからだ」



「統一感……」



　半年前──



　俺達は異能に目覚めた。



　わけのわからない力を──押し付けられた。



　非日常の世界に足を踏み入れはしなかったが、なにがどうなってもおかしくなかったと思う。それまで仲良くしていた俺達が、ふとしたきっかけでバラバラになってしまうことも、十二分にありえただろう。



　だから──
絆
 きずな

 が欲しかった。



　バラバラになってしまわないように、名前でみんなを
束縛
 そくばく

 しておきたかった。



「能力名の本文の文字数を統一してる作品はよくあるからな。でも、ルビの文字数まで合わせてる作品はそうそうないだろ」



　探せばあるのかもしれないが、とりあえず俺は知らない。



「世の中にあるどんなパーティよりも強く結びついていたいと思ったし、そうしなきゃならないと思った。だから、強烈な統一感が欲しかったんだよ」



　……なんか言っていて恥ずかしくなってきたな。ちらっと横を窺うと、灯代は笑うことも
茶化
 ちやか

 すこともなく、真剣に俺の話を聞いていた。目が合うと、なんとも言えない気恥ずかしさが胸にこみ上げてきた。



「な、なんだよ。どうせ、意外に乙女チックな野郎だとか思ってんだろ」



「思ってないわよ」



　灯代は苦笑し、肩をすくめた。



「あんたって、変なところで恥ずかしがるわよねー。いつもの厨二全開な態度の方がよっぽど人として恥ずかしいと思うんだけど？」



　小馬鹿にするように言ってくる灯代に、俺はただ閉口する。



「なるほどね。それで、文字数を合わせてグレイトフルラバーってわけか。グレイトフルハンターやグレイトフルスティーラーじゃ文字数オーバーだもんね」



　そういうことである。ハンターやスティーラーを活かし、なにか別の単語を上に持ってこようかとも思ったんだが、イマイチいいのが思いつかなかった。



「いっそのこと《
強欲
 ハンター×ハンター

 》にしようかとも思ったんだけどな」



「パクリじゃない」



「いいんだよ。ハンターだって、漫画や映画のタイトルをちょっといじってキャラの能力名に持ってきたりしてんだから」



「そりゃそうかもしれないけど」



「でも、同じ単語を二度使うのは、俺の
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 と
若干
 じやつかん

 
被
 かぶ

 るからやめた」



「理由はそれなんだ……」



　いろいろと候補はあったが、最終的には
《強欲》
 グレイトフルラバー

 に落ち着いた。そして言うまでもなく、
異能開放第二形態
 ネクストステージ

 のネーミングも済んでいる。



「……俺達は五人だったんだよ。でも、工藤さんは一人だった。期間は短いとは言え、俺達が味わった苦痛を──俺達が乗り越えた苦悩を、一人でなんとかしなきゃならなかったんだ」



「…………」



「あの人は生徒会長だから、俺らみたいに毎日のようにつるんだりはできないだろ？　だから、せめて能力名だけは合わせときたかったんだよ。あの人も、俺達と同じ仲間なんだからさ……。でも……」



　俺は再び顔を伏せた。



「なんか……全部、逆効果になっちまったみたいだな」



「そんなことないわよ」



　灯代は言う。



「確かにあんたは間違ったかもしれない。かっこつけたいばかりにいつも回りくどい道を選んでるのかもしれない──でもね、あんたの根っこのところにある想いは、いつだって一割ぐらいは相手に伝わってんのよ」



　その言葉は、優しく俺に染み込んできた。



　ふと隣を見る。灯代は顔を上げて、窓の向こうを眺めていた。夕焼け色に染まるその横顔には、柔らかな笑みが浮かんでいた。



　と、俺の視線に気づいたのか、灯代がこっちを向く。目と目が合った。なんとなく気まずくなって、お互いすぐに目を逸らした。



「と、とにかくっ！　これに
懲
 こ

 りたら少しは厨二を自重しなさいよねっ！　ていうかもう卒業しちゃえばっ？」



「厨二言うな。ふん、たとえ世界がいかに
遷
 うつ

 ろうとも──俺はただ俺であるだけだ」



「はいはい、厨二乙」



「……『
宵闇に嗤う二律背反の魔女
 エンドレスパラドツクス

 』のくせに」



「ふ、二つ名で呼ばないでよっ！」










☆










「盗み聞きとは感心しませんね、工藤さん」



　廊下の門を曲がった辺りで聞き耳を立てていた私は、ぎくりと身を
強張
 こわば

 らせた。振り返ると、同級生の
高梨
 たかなし

 彩弓さんがこちらに歩いてくるところだった。



「まあ、私も人のことは言えませんけど」



　私の隣まで来ると、高梨さんはそう言って
自嘲
 じちよう

 気味に笑った。



　高梨さんには全てを見られていたらしい。私が安藤に謝罪されたところも。そしてその後、安藤と
神崎
 かんざき

 の会話を盗み聞いていたことも。



「安藤くんのこと、許してあげてくださいね」



　前置きもなく、高梨さんはいきなりそんな風に言葉を始めた。



「彼に悪気はありませんし、悪い男でもありません。ただ、ちょっと子供なだけなんです」



「……そのようだな」



　私は、目一杯に平静を装って答えた。



　少しでも気を抜くと奇声を発しながら道路に飛び出してしまいたくなるから、必死に自分自身を奮い立てる。大丈夫大丈夫。私はまだ、ぎりぎり大丈夫。女として終わってない……はず。



「ダーリ──いや、安藤のことは……全くと言っていいほど怒っていないよ。悪いのは勘違いをしてしまった私の方だ。だから、ただ、死ぬほど恥ずかしいだけだ……」



　なにやってたんだろ、私。なにがダーリンだ、なにがフォーエバーラブだ。



　ああ……国道が私を呼んでいる気がする。



「私の能力名は──
《始原》
 ルートオブオリジン

 と言います。始原と書いて、ルートオブオリジンと読むそうです」



　高梨さんは言った。



「どうです？　ダサいでしょう？」



「うん。よくわからないな」



「そして、あなたの能力は──
《強欲》
 グレイトフルラバー

 というらしいですよ」



　グレイトフルラバー。



　偉大なる恋人ではなく、偉大なる略奪者。



　彼は、そういう意味を込めてネーミングしたらしい。



「どうしますか？　別に無理をして受け取る必要はありませんけど」



「いや──」



　私は首を振った。今回の騒動のきっかけは、この紛らわしい能力名だ。本来なら、もう二度と見たくもない、と考えるのが普通なのかもしれない。



　しかし、



「
《強欲》
 グレイトフルラバー

 ──ありがたく
頂戴
 ちようだい

 しよう」



　私はそう答えた。
偽
 いつわ

 らざる本音だった。「そうですか」と高梨さんは微笑する。



「いい男だな、彼は」



「自慢の後輩ですよ」



「わざわざすまなかったな、高梨さん。私を励ますために、ずっとどこかに隠れてタイミングを窺っていたんだろう？　感謝するよ」



「……工藤さん。あなたはさり気ない優しさには気づかないフリをするということを覚えてください。お礼がかえって嫌味になっています」



「きみはきみで、やっぱりいい女だよ。やっぱりきみとは──本気で会長の座を奪い合ってみたかった」



　私は、彼女の苦言を無視する形で言葉を続けた。言いそびれていた言葉が、伝えそびれていた感情が、ここぞとばかりに口から
滑
 すべ

 っていく。



「きみがいない選挙で圧勝したところで、なんの感慨もなかったよ」



「…………」



「高梨さん。きみが生徒会選挙に出なかったのは、もしかして──」



「文芸部の部長をやりたかったから。ただ、それだけですよ」



　きっぱりと言って、にこりと完璧な笑顔を浮かべる。それは明確な拒絶であり、彼女からの線引きだった。私が沈黙していると、彩弓さんは「それはそれとして」と、少々強引に話を変えた。



「今回は災難でしたね。同じ女子として、心から同情しますよ」



「身から出た
錆
 さび

 だ。甘んじて受け入れるとしよう」



「相変わらず責任感が強いことで」



「それに──災難ばかりでもなかったさ」



　そう言い切り、私は高梨さんの横を通り過ぎる。振り返ることなく、廊下を一定のペースで歩いて行く。



　私が安藤寿来に
惚
 ほ

 れたのは、様々な誤解が重なったためだ。



　彼が賢く計算高い男だと勘違いしたり、彼がラブレターを
寄越
 よこ

 したと勘違いしたり。本当の安藤寿来を知らないまま、私は一人で舞い上がっていた。



　しかし──私が一番好きだった部分は、どうやら本物だったようだ。



「
《強欲》
 グレイトフルラバー

 か……」



　仲間想いである彼が、私を仲間だと言ってくれた。



　そのことに、びっくりするくらい喜んでいる自分がいた。










☆










　その日の夜、俺の携帯に工藤さんからメアド変更のメールがあった。







【grateful_lover@■■■.ne.jp】







　彼女の新しいアドレスには、俺の与えた能力名が入っていた。
慌
 あわ

 てて本文を開く。
畏
 かしこ

 まった文章で書かれたメールだったが、要約すれば「こっちもごめん。気にしてないから、これからもよろしく」と、そんな内容のメールだった。



　それだけで、なんとなく救われた気分になった。



　そして、「能力名は気に入ったので、これから使わせてもらう」ともあった。頰がにやけてしまう。自分の考えたものを褒められると嬉しくてしょうがない。メアドの方は、ラバーのスペルが恋人の方になっているが、そこは許してあげよう。



　いろいろとあったが、なんとか収まるところに収まった気がする。珍事件と言えば珍事件だが、少し視点を変えてみると、どこにでもある話だったのかもしれない。



　よくある異能バトルのように、初期の敵が仲間になっただけの話だ。







「……ん？」



　画面のスクロールを続けると、そのメールには
追伸
 ついしん

 があった。








追伸。





　そういえば、お前はグレイトフルの意味を間違えているぞ。





　グレイトフルに『偉大な』という意味はない。グレイトフルは【grateful】と書く形容詞であり、意味は『感謝をした～』だ。





『偉大な』を意味する単語は【great（グレイト）】だ。ちなみに、こっちの【great（グレイト）】に【ful
 （フル）】が着いた単語は存在しない。





　だから【grateful robber（グレイトフルラバー）】で『偉大なる略奪者』という訳は根本的に間違っている。意訳にしても無理があるな。





　アドレスの【grateful lover（グレイトフルラバー）】というスペルならば、『感謝する恋人』となる。常に恋人同士が想い合っているような意味合いになり、私は最初、そういう意味だと勘違いした。





　お前も来年は受験生なんだから、英語の勉強はしっかりとしておくように』








「………………」



　俺は携帯をベッドにぶん投げて、家を飛び出し、夜の街を力の限り走り回った。



　畜生！



　頭のいい奴なんて大嫌いだっ！






[image: ]




[image: ]





　
身体
 からだ

 が──熱い。



　心臓が高鳴り、鼓動が加速する。
身体
 からだ

 中を
巡
 めぐ

 る血液が、うねりを上げて暴れ狂う。



　熱を帯びた皮膚からは、白い蒸気が立ち昇る。定められた形を持たずに
蠢
 うごめ

 くその姿は、まるで白き
焰
 ほのお

 だった。



　我が身を包むこの熱は、成長の
証
 あかし

 。



　
俺
 おれ

 の技は──みんな一段階進化する。







「ギア
２
 セカンド

 ……！」







「風呂上りにルフィごっこしてんじゃねえよ、この馬鹿弟っ！」



「うぐあっ！」



　右拳を床に付けて例のポーズを取っていたところを、背後から思いっきり蹴っ飛ばされた。ポーズのせいで受け身も取れず、頭から床に倒れる。結果、フローリングにゴムゴムの鐘をぶちかますことになってしまった。



「ぐあああ……！　ゴムなのに痛てえ！　うちの床が覇気使ってるぅ！」



　頭を押さえて
悶絶
 もんぜつ

 していると、背後から
苛立
 いらだ

 った声がする。



「ったく。あたしより先に風呂入んなよ。湯が汚れんだろうが」



　風呂上がりの神聖なる儀式を邪魔しやがったのは、あろうことか俺の姉貴だった。



　
安藤真智
 あんどうまち

 。大学一年生。顔、まあよし。性格、かなりキツし。



「……くくっ。案ずるな。俺の身に染み付いた
穢
 けが

 れは、湯浴み程度で
祓
 はら

 えるものではない。いかなる
禊
 みそぎ

 も、我にとっては意味をなさん」



「半ケツでかっこつけてんじゃねえよ」



「うおっ！」



　外れかけていたタオルを
慌
 あわ

 てて巻き直す。危ねえ。俺のポロリとか誰得だよ。



「このっ、いつもいつもやられっぱなしの俺じゃ──ぐふぅ」



　意気込んで立ち上がろうと思ったら、
踏
 ふ

 まれた。しかもケツを。



　うつ
伏
 ぶ

 せの体勢でケツを踏まれるというのは、なかなかに屈辱的だった。



「ああ？　なんか言ったか？」



「……ごめんなさい。お姉ちゃん」



「よし」



　ケツが開放される。タオルの位置を直しながら立ち上がると、姉貴が脱衣所に入るところだった。戸が閉められ、ガチャリと鍵が閉められる。



　昨今のオタク業界では『女子は更衣室及び脱衣所の鍵を閉めない』『男子は更衣室及び脱衣所に入るときはノックをしない』というのが暗黙のルールなのだが、うちの姉貴はそのルールを守るつもりはないらしい。



「あ、そうだ。
寿来
 じゆらい

 」



　湯冷めする前に部屋に戻ろうとしていたら、ドアの向こうから呼び止められた。



「明日、母さん、町内の婦人会で夜いないってさ」



「マジで？　じゃあ飯、どうすんの？」



「お前、作って」



「嫌だよ。姉ちゃんが作ればいいだろ。一応、女なんだからさ」



「今は男女平等参画社会なんだよ。女子が家事しなきゃいけないなんてルールはとっくの昔になくなったんだ」



　男女平等は家事ができない女を肯定するために成立したわけではないと思う。



「そんなだから、姉ちゃんはいつまで
経
 た

 っても料理できないんだよ」



「できないんじゃない、しないだけだ。やろうと思ったらいつでもできる」



　出たよ、料理できない
奴
 やつ

 の
常套句
 じようとうく

 。まあ、かく言う俺も大して料理ができるわけもないから、姉貴を
批判
 ひはん

 する資格はないのだけれど。



「どうすっかなー。宅配ピザはこないだ食ったばっかだし、かといってカップラーメンも味気がねーし……」



　頭をひねっていると、脱衣所にいる姉貴が「そうだ」と、なにかを
閃
 ひらめ

 いた。



「
鳩子
 はとこ

 ちゃんを
召喚
 しようかん

 しようぜ」



「いや召喚って」



「鳩子ちゃんは
生
 い

 け
贄
 にえ

 無しで召喚できる使い勝手がいいモンスターカードだ」



「せめて上級モンスターにしてやろうぜ……」



　鳩子はうちの姉貴ともそれなりに親交がある。小学校ぐらいまでは我が家に鳩子が遊びに来ることが多かったため、姉貴もよく一緒になって遊んでいた。



　うちの両親も鳩子のことは気に入っている。というか、安藤家と
櫛川
 くしかわ

 家は家族ぐるみで仲がいいのだ。



　それにしても、鳩子を呼ぶ、か……。



　思いの
外
 ほか

 妙案かもしれない。あいつ、抜けてるように見えて家事炊事
完璧
 かんぺき

 だからな。料理とか激うまだし。



「とりあえず、頼んでみるよ」



　姉貴は「頼む」と返答し、そして少しばかり
真面目
 まじめ

 な声で、



「鳩子ちゃんは本当にいい子だよな」



　と、言った。



「あたしはあんな妹が欲しかったよ。お前みたいな馬鹿じゃなくてさ」



「俺もあんな姉ちゃんが欲しかったよ」



　つーか、人のことを後ろから蹴飛ばさない人だったら誰でもいい。



「あんないい子は
他
 ほか

 にはいない。お前みたいな馬鹿と十年以上付き合ってられるなんて、あの子はもしかしたら聖人君子の生まれ変わりなのかもしれないな」



「どれほどの馬鹿なんだよ、俺は」



「もしくはファーブルの生まれ変わりだな」



「……それはあれか？　俺が観察しがいのある虫だという意味か？」



「あたしは毎月養育費を振り込みたいと常々思っているよ」



「姉ちゃん、ちょっと俺のこと
舐
 な

 めすぎだろ……」



「お前、鳩子ちゃん、大事にしろよな」



　しみじみと、言い聞かせるような声で姉貴は言った。



「わかってるよ」



　と言って、俺は脱衣所のドアから離れる。いい加減に湯冷めしそうだ。



「あ、寿来。ちょい待ち」



「なんだよ」



「バスタオル忘れたから取ってきて」



「自分でいけよ、そんなの」



「だってもう全裸なっちゃったもん」



「……わーったよ」



　
渋々
 しぶしぶ

 と
承諾
 しようだく

 する。今日も姉には逆らえない、悲しい俺だった。











「うん。いいよー」



　翌朝。二人で通学路を歩いているときにお願いしてみると、鳩子は驚くほどにあっさりと引き受けてくれた。姉貴が使い勝手がいいと評したのも、わからなくもない気がする。



「急で悪いな」



「ううん。だいじょーぶ」



　鳩子は嫌な顔一つしない。ありがたい、と素直に思う。



「でも、楽しみだなー。ジューくんち行くの、すっごい久しぶりだもん」



「最後来たのは……、中二んときだっけか」



「たぶんそうだね。うん……あのときが最後」



　そうか。



　あのとき以来になるのか。



「真智さんもいるんだよね？　うわー、会うの久しぶりだから、ちょっと緊張しちゃうなー。真智さん、元気してる？」



「うぜえくらいに元気だよ」



「そっかそっか。それはいいことですなー」



　他愛もない会話を繰り返しながら、並んで住宅街を進んでいく。



　小学校高学年ぐらいから、なんとなく一緒にいるのが恥ずかしく、というか男女がやたらと一緒にいればそれだけでからかってくる野郎が大勢いたため、こうして登下校を共にすることを止めていた。



　しかし高校入学時ぐらいから、また一緒に学校に行くようになった。からかってくる
輩
 やから

 はほとんどいない。高校生にもなれば、その手のからかいはむしろやる方が恥ずかしいからだろう。



「ねーねー、ジューくん。なんか食べたいものとか、ある？」



「なんでもいいよ」



「むー。なんでもいいが一番困るんだよー」



「じゃあ、肉じゃが。じゃがいもと人参と玉ねぎと糸こんにゃく抜きで」



「それ、ただ味の
染
 し

 みた肉じゃん！」











　何事もなく本日の授業が終了する。



　帰りのホームルームを終えて帰り支度を整えていると、担任の
里見
 さとみ

 先生から声をかけられた。額には
相変
 あいか

 わらずアイマスクが乗っていて、今日の文字は『不眠不休』だった。



　アイマスクに入れる文字じゃねーな。



「これ。
高梨
 たかなし

 に頼まれてたものだ。今日の部活で使うらしいから持ってってくれ」



「
彩弓
 さゆみ

 さんから？」



　俺は先生から紙の
束
 たば

 を受け取る。見てみれば、それは原稿用紙の束だった。



「なんですか、これ」



「さーなー。私は頼まれただけだから」



「先生はそれでも
顧問
 こもん

 ですか」



「文芸部の顧問に関しては、高梨から『余計なことはせずに私が頼んだことだけをやってください』と頼まれている。あの子は自主性に富んだいい生徒だな」



「それ、ナメられてるだけじゃないですか!?
 」



　会社で居場所がないＯＬみたいな
扱
 あつか

 いをされている里見先生だった。完璧超人である彩弓さんに一任したくなる気持ちはわからなくもないけどさ。



「あー、そうそう、ところで安藤。
千冬
 ちふゆ

 は、最近もうちの文芸部に遊びに来てるのか？」



　唐突、というわけでもないのだろうが、里見先生は思い出したように
姪
 めい

 っ子のことを尋ねてきた。



「ええ。まあ、ほとんど毎日のように」



「そうか。ならいいんだけどな」



　その口調は、いつもより三割増しで真剣だった。叔母として、千冬ちゃんのことは大切に思っているらしい。俺達生徒を相手にするときとは、また少し態度が違うように思う。



「小学校からうちの高校までは決して近くないというのに……ご苦労なことだよ」



　実際には
《創世》
 ワールドクリエイト

 を用いて移動しているため、千冬ちゃんは一切苦労していないわけだが、当然里見先生はそのことを知らない。



「よっぽどお前らのことが好きなんだろう」



「そうだったら、
嬉
 うれ

 しい限りですよ」



「だけど安藤。これが当たり前の状況だと思うなよ」



　アイマスクの下、二つの瞳が俺を見据える。里見先生はどちらかと言えばタレ目で、顔つきも優しい。それなのに、今だけはやけに視線が鋭かった。



「どういう意味ですか？」



「小学生が一人、高校生の中に混じってるというシチュエーションは、決して普通じゃないってことだよ」



　んじゃなー、と。気になる言葉だけを残して、里見先生はあくびしながら去っていった。



　俺は手元の原稿用紙に目を落とす。部活で使うと言っていたが、なにに使うかは予想がつく。



　なにせ、俺達は文芸部なのだ。











　予想通り、その日の部活動の始めに、部長からこんな提案があった。



「今日は久しぶりに小説を書いてみましょう」



　文芸部の部長としては、至極真っ当な提案であると言えよう。



「いいですね。たまには文芸部っぽい活動も悪くない」



　言いながら、テーブルに着席している一同を見渡す。
灯代
 ともよ

 と鳩子は賛成のようだったが、千冬ちゃんだけが微妙そうな表情をしていた。



「千冬、小説書いたことない」



「あー、そっか」



　文芸部の活動としてまともに文章を書いたのは、以前リレー小説をやったのが最後だ。そのときは、千冬ちゃんは不参加だった。



「うーん。あんまり難しく考えなくてもいいよ、千冬ちゃん」



「そうですよ」彩弓さんが同意する。「これから行うのはただの遊びですから。平安時代の
暇
 ひま

 過ぎた貴族たちのように、手遊びに書き殴ってみればいいんです」



「じゃ、やってみる」



　千冬ちゃんが快く承諾したところで、俺は話を先に促す。



「具体的にはどうするんですか？　またリレー小説でもやりますか？」



「いえ。今回は違います。リレー小説は安藤くんがいないときにやりますよ。以前の会議で、リレー小説をやるときは安藤くんはハブる、という案が議決されましたからね」



「それ、ギャグじゃなかったんすか……」



　本気でもう二度と俺をリレー小説に混ぜないつもりなのか。別にリレー小説ができなかったところで困らないけど……でも、なんか
寂
 さび

 しいよぉ……。



　俺が微妙に傷ついていると、今度は灯代が手を上げた。



「なにか縛りっていうか、お題とかはあるんですか？」



「そうですね……」



　彩弓さんは
顎
 あご

 に手を添えて考え込み、そしてお題を発表する。



「では『ライトノベル』というのはどうでしょうか？」



　ほう。



　こりゃまた、なんとも言えないお題である。『ファンタジー』や『ミステリー』というジャンルでも『入学式』『体育祭』等の行事でもなく、ラノベと来たか。



　俺は横目で灯代の反応を
窺
 うかが

 う。灯代は、心なしか表情を固くしていた。お題に対して、やはり思うところがあるらしい。



「ハトコー」



　千冬ちゃんが声を上げ、ちょいちょい、と、隣にいる鳩子のブレザーを引っ張る。



「らいとのべるって、なに？」



　……よりにもよって、一番
詳
 くわ

 しくない奴に聞いちゃったな、千冬ちゃん。



　鳩子ではその質問に答えるのは無理だ──と、俺は思っていたのだが、



「ライトノベルっていうのはねー、中学生や高校生に向けた小説のことだよー。表紙にはアニメみたいな絵が描いてあって、中にも、挿絵が何枚かあるの」



　意外なことに、鳩子は見事にラノベの説明をやってのけた。まあ、ラノベというのは定義が難しいから、今の説明が全てとは言えないんだけど──それでも、要点をしぼったわかりやすい説明だったと思う。



「鳩子。あんた、ラノベがなんだか知ってるんだ。ちょっと意外」



　灯代が軽く驚いていた。



「うん。昔、ジューくんが貸してくれたからねー。なんとなくはわかるよ」



「なるほどね」



「昔、だけどな」



　俺は言った。そういえば、昔はよく鳩子と本の貸し借りを行なっていた。俺が好きなものを、俺以外の誰かにも知ってもらいたかったし、理解してもらいたかった。



　しかし、鳩子にはイマイチ理解してもらえなかった。



　読書には合う合わないがあるから、今じゃ大して気にもしてないけど。



「千冬さん」



　彩弓さんが言う。



「あまり難しく考えずに、とりあえず書いてみましょう。きっと楽しいですよ？」



「ん。じゃ、千冬、がんばる」



　かくして、文芸部の創作活動、お題『ライトノベル』が始まった。











　だらだらと書いてはいつまで経っても終わらないので、制限時間は一時間と決めた。一時間で原稿用紙に書けるだけ書く。



　短く
掌編
 しようへん

 としてまとめてもいいし、大長編の冒頭だけ書いてもいい。とにかく、一時間が過ぎたらそこで終わり。



「はい。それまで」



　時計を見て、彩弓さんが終了の合図を告げた。手を止め、ペンを置く。



「では、我先にと思う方、挙手をどうぞ」



「はい、はーい！」「ほい」



　真っ先に手を上げた二人は、鳩子と千冬ちゃん。



「それでは、鳩子さんからお願いします」



「わかりましたっ」



　ふふん、と胸を張りながら、鳩子は原稿用紙をテーブルに広げた。



「テーマは──リアリティの追求だねっ」



　俺達は全員で、鳩子の原稿を
眺
 なが

 める。








『きゅーてぃアイちゃん』








　タイトルダセえ……。



　ごく普通に、なんの変哲もなくダサい。ダサすぎて逆に非の打ち所がない。しかしタイトルに突っ込んでも始まらないので、気にせず原稿を読み進めることにする。



　鳩子の作品を簡単に説明するなら、主人公のタケルと、その
幼馴染
 おさななじ

 みアイとのラブコメだった。








（中略）





　タケルが更衣室のドアを開くと、そこではなんと幼馴染みのアイが着替えているところだった。アイの下着姿が、タケルの目に飛び込んでくる。





「きゃあ！　な、なにしてんのよ、あんた！」





「うわ！　ち、違う、これは事故だ！　不可抗力なんだよ！」





「うるさいっ！　この変態っ！　死ねええええ！」





　アイに目
潰
 つぶ

 しを
喰
 く

 らい、タケルは目を押さえて悶絶した。








　ほほう、と俺は感心してしまう。まさか鳩子がラッキースケベを入れてくるとは思わなかったな。こいつもなかなかライトノベルをわかってるじゃないか。少々ヒロインの外見描写が足りない気もするが、まあ、そこは絵師さんが仕事をするところだろう。








　チョキになったアイの指からは、ぽたぽたと液体が垂れる。








　……ん？








　それは、タケルの涙や血が混ざった液体だった。赤黒く染まった自分の手を眺め、アイは悲鳴を上げそうになった。床では、タケルが目を押さえたままうずくまっていた。彼の手の
隙間
 すきま

 からは、おびただしい量の血が流れている。





「ご、ごめんっ！　私、ついカッとなって……い、今救急車呼ぶからっ」





　アイは、
血塗
 ちまみ

 れの手で１１９を押した。








　…………。








　緊急手術の結果、タケルはなんとか一命を取り
留
 と

 めたが、潰れた網膜は現在の医療では再生することができず、彼は視力を失った。





　アイはタケルの両親から傷害罪で
訴
 うつた

 えられるも、未成年であるために実刑は
免
 まぬが

 れ、保護観察処分となった。





　裁判が終わった日、アイはタケルの病室を訪れた。白いベッドの上には、目に包帯を巻いたタケルがいた。





「タケル……ごめんね、私、なんて謝ったら」





「いいんだよ」





「え？」





「ずっとお前の気持ちに気づかなかった俺に、神様がバチを与えたんだ」





「……………」





「なあ、アイ。俺、もう目が見えないんだよ。だから、もっと近くまで──手の届くところまで来てくれないか？」





「……うんっ」





　タケルは光を失った。





　しかし、代わりに新しい光を手に入れたのだった。








「なんでだよっ！」



　思わず全力で突っ込んでしまった。やべえよ。突っ込みどころが満載過ぎる。



「どしたのジューくん？　あ、もしかして医療や裁判の説明が適当だったってとこ？　そこらへんは私も詳しくないから
勘弁
 かんべん

 して欲しいなー」



「違う違う！　そんなどうでもいいとこで突っ込んでんじゃねえよ！」



　他にもアイちゃん全然きゅーてぃじゃねえとか、タケルくん器デカすぎとか、最後いい感じで
締
 し

 めてるとこがまたムカツクとか、言いたいことはあるけれど──



「なんで目潰しで失明してるんだよ!?
 」



　一番はそこだった。



「リアリティを追求しましたので」



「いらねーよ、そんなリアリティ！」



「前にジューくんから借りたラノベにこんな感じのシーンがあってさー。私、小さい子が
真似
 まね

 したら危ないなー、って思ったんだよ」



「小さい子はラノベ読まねーよ。たぶん」



「だからこれは、私なりのラノベに対する……えっと、あっちっち……じゃなくて、熱っちーぜ？」



「アンチテーゼか？」



「そうそう、それそれっ」



　俺はため息を
吐
 つ

 く。どうやら鳩子なりにこだわりがあったらしい。



　しかしなあ……。



　フィクション作品に対してそれは、突っ込む方が恥ずかしいというか。



　目潰しなんかまだかわいい方だろ。主人公に向かって木刀や日本刀で斬りかかる奴や、照れ隠しで拳銃ぶっ放す奴だっているんだから。



　あとはフォークで……いや、あれは男女が逆か。



「女性キャラの男性に対する暴力は、一つの演出の手法だと思いますね。ラノベに限らず、古くはシティハンターの頃から存在するメジャーな手法です」



　彩弓さんが得意の解説を始めた。



「簡単な話、ヒロインが主人公を痛めつけると、そこで一つのコメディチックなオチがつくんですよ。ちゃんちゃん、という感じで。そこが一つの区切りとなり、話の切り替えがしやすくなります。ですが、それは言ってみればどつき漫才のようなものですから、いちいち目くじらを立てるのは少々大人気ないですよ」



「そっかー、どつき漫才と同じで、愛があれば暴力にはならないんですねっ」



　鳩子はうんうんと
頷
 うなず

 き、納得の笑顔を浮かべた。



　どつき漫才、という例は、お笑い好きの鳩子にとってはわかりやすい例だったらしい。



「つーわけで鳩子。お前の作品は全ボツだ」



「えーっ。……って、ボツだとどうなるの？」



「…………」



　どうなるんだろう？　ノリで言っただけなので後が続かない。



　ともあれ、鳩子の小説は以上だ。



　俺達は、次は千冬ちゃんの作品へと移ることにした。



「千冬も、テーマはリアリティのついきゅー」



　そう言って、
奇
 く

 しくもテーマがかぶってしまった鳩子を
睨
 にら

 む。「むむっ」と鳩子も睨み返し、二人の間で火花が散った。



　図らずとも真っ向勝負のような形になってしまったわけだが、鳩子の作品の出来を考えると、十中八九千冬ちゃんの勝ちだろう。



　消化試合を眺めるような気分で、俺はタイトルを見た。








『世界で一番面白いファンタジー』








　ハードル上げ過ぎっ！



　若さか!?
 　これが若さなのか!?




　おいおい、なんか鳩子といい勝負になりそうな気がしてきたぞ。



　つーか……
壮絶
 そうぜつ

 な駄試合になりそうな予感が。



「千冬は、前から、漫画やアニメ見てて気になることがあった」



「ほうほう。それはなにかな？」



　俺は絶妙な合いの手を入れた。千冬ちゃんはぺったんこな胸を張り、堂々と持論を展開する。



「どうして、どこの国に言っても言葉が通じるのか？」



「…………」



　部室が変な空気になった。「えー……」という、なんとも言えない空気である。



「絶対、おかしい。この世界では、すっごくたくさんの言葉がある。それなのに漫画やアニメだと、どこでも言葉が通じている。おかしい。むじゅん、している」



　……いや、言わんとすることはわかるよ？



　舞台が異世界なのに、日本語しゃべりながら英語の二つ名を持ってる奴とか、人間でもないのにお
洒落
 しやれ

 なスペイン語やイタリア語の能力名がある奴とかがいて、おいおいお前らの公用語はいったい何語なんだよ、って思うときもあるけどさ。



　そこは……さっきの暴力ヒロインよりも突っ込んだら恥ずかしいところだろう。



「だから、今日書いたのは、千冬なりの、あんっちてーっぜっ」



　覚えたての言葉を元気よく唱え、さあ読め、とばかりに自分の原稿を指す。



　嫌な予感しかしないが、俺は
渋々
 しぶしぶ

 原稿に目を通した。








　うにゃー ３０２９ゴエ





　ギギトキノヅエ、ソグムバタク。ドギギにゃー。





「ソゴゴキ、シナク、ドドロノウ、うにゃー？」





「うんにゃ。シガオッカユクテググノ」





「うにゃー……」








「これなに語!?
 」



　もしかしてグロンギ語か？　それともオンドゥル語か？　おいおい、ここではリントの言葉で話せ。



「うにゃー語。舞台になってるこの国の、公用語」



「う、うにゃー語？」



「千冬が
創
 つく

 った言葉」



「自分が考えたオリジナル言語なの!?
 」



　こくり、と得意げに頷く千冬ちゃん。いやいや、なに気にすごいことやってんのかもしれないけど、意味のない努力としか言いようがねえ。



「……千冬ちゃん、これだとなに言ってるかわかんないよ？」



「でも、ここはうにゃー語が公用語になってる国だから、うにゃー語で話さないとおかしい」



「それは……」



「日本じゃない国のお話なのに、登場人物が日本語を話すみたいな都合がいい話は、千冬は納得できないっ」



「…………」



「違う世界の話を書くなら、違う言葉も考えなきゃ、だめっ！」



　ぐっと拳を握りしめて確固たる意思を語る千冬ちゃんに、俺はなにも言えなくなる。そりゃ、キャラがみんな日本語しゃべるのは、ご都合主義っちゃご都合主義になるのかもしれないけどさあ……。



「ちなみにこのシーンは、日本語にすると──



　うにゃー歴３０２９年。大きなお城の前には、二人の男が立っていた。



『せんぱい。最近マジ暑いっすよね？』



『いや。俺はそうは思わないな』



『あ、そっすか……』



　──となる」



「なんて中身がない会話！」



　いやあ、シュールだなあ。



　千冬ちゃんワールド全開だよ。



「アンドー、ここ、読んで読んでっ。ちょー面白い爆笑ギャグ……ぷっ。ふふふっ」



「自分で笑っちゃうほどの面白ギャグなら
是非
 ぜひ

 読みたいんだけどね……」



「そしてここで主人公の決め
台詞
 ぜりふ

 ！　『がおじゃうらあうにゃーっ！』。熱いっ！」



「なんか
凄
 すご

 そうな台詞なのは勢いで伝わったよ……」



　しかし、いかんせんなにが書いてあるのかわからない。



「ちなみに日本語にすると『うおおおおおおおおおお！』となる」



「
叫
 さけ

 んでるだけだった!?
 」



　俺はもう一度、千冬ちゃんの原稿に目を通す。が、やはりなに一つ内容はわからなかった。やたらと「うにゃー」って言ってるなあとしか思えない。



　あー、そっか。



　こういうことになるから、漫画だとどこの国でも日本語話してんだなー。



　結局、千冬ちゃんの作品は誰が読んでも解読不能だったため、評価不可能。鳩子と千冬ちゃんのリアリティ追求対決は……まあ、引き分けかな。



「では、次の方に参りましょう。安藤くん、どうですか？」



　彩弓さんの言葉に、俺は不敵な笑みを
漏
 も

 らす。



「くくっ。俺の出番か。やはり運命には逆らえぬようだな……」



　我が魂の結晶とも呼ぶべき原稿をテーブルに置き、衆目に
晒
 さら

 す。



「俺のテーマは、『
太宰治
 だざいおさむ

 』」



　その瞬間、メンバーがざわついた。俺の意外性にみんなが戸惑っているようだ。なんとも心地よいざわつきである。



「ねーねー、ジューくん。テーマが太宰治って、どういうこと？」



「くくくっ。気になるか？　気になるよなあ？　俺の発想力が凄すぎて、ついてこれねーよなあ？　まあ、俺ってよく人が考えつかないようなこと思いついちゃうタイプだから、やっぱりこういう──」



「つまり、安藤の作品は太宰作品のオマージュってこと？」



　……あっさりと
看破
 かんぱ

 されちゃった。おのれ、灯代め。



　しかし、鳩子は変わらずきょとんと首を
傾
 かし

 げていた。



「お、おまんじゅう？」



「おまんじゅうじゃねえ、オマージュだ」



　簡単に説明するなら、オマージュとは尊敬する作家や作品の影響を受けて、それに似通った作品を創造することである。リスペクト、と似たようなものだろう。



「えー、それって、つまりパクリってこと？」



「人聞きの悪いこと言うなよ。太宰作品は著作権が切れてるからパクリにならないの」



　パクリと言えばパクリなんだろうが、法律には違反しない。訴える人間がいなければ、法律は作動しないのである。だから太宰作品を始めとする数々の有名作品は、あっちこっちの出版社からある意味『勝手に』出版されているのだ。



　自作に登場するキャラを、ルパンやホームズなどの有名キャラの子孫という設定に『勝手に』することが容認されているのも、この著作権切れが大きいと聞く。他にもいろいろと理由があるらしいが、詳しくは知らない。



「ね、アンドー」



　千冬ちゃんが言う。



「だざいおさむって誰？」



　ご存じなかったらしい。小学生なら無理もないか。俺は簡単に太宰治について説明することにする。



　太宰治。



　日本を代表する作家の一人であり、代表作は『走れメロス』『人間失格』『斜陽』など。



「あ、『走れメロス』は知ってるっ」



　千冬ちゃんは表情を輝かせて納得した。



「とにかく、まずは読んでみましょうよ。そうしなきゃ批判もできないし」



　
業
 ごう

 を煮やしたのか、灯代が
急
 せ

 かすように言ってきた。



「ふっ。
度肝
 どぎも

 を抜かれないように気をつけるんだな」



「前置きはいいから」



　俺は原稿を広げ、みんなにタイトルを見せた。








『
疾走
 はし

 れメロス』








「…………うわ」



　灯代がドン引きしていた。他のみんなも、ややのけぞっている。



　うんうん。俺のタイトルセンスに度肝を抜かれたようだな！



「マジで度肝抜かれたわ……もう、逆に尊敬する。元のタイトルに一文字増やしただけでここまでの
厨二
 ちゆうに

 力を発揮するなんて……」



「太宰先生も草葉の陰で感涙していることだろう」



「いや、まさしく激怒していると思うわ」



「『
奔
 はし

 れメロス』にするか最後の最後まで悩んだんだけどな。やはりメロスに必要なのは
疾風
 はやて

 のごとき疾走感だろうと考えて、こっちにした」



「どうでもいいとこにこだわっちゃって……」



　灯代はため息を
吐
 つ

 き、やれやれと首を振った。



「さて。じゃ、次な」



「え……終わり？　『疾走れメロス』の内容は？」



「んー、いやー、あれはー、その、タイトルだけっていうか、タイトルだけ発表してから何年も発売されない作品っていうか……」



「考えてないんだ……」



「世に言う、一発ネタというやつだな」



「出オチって言うのよ、そういうのは」



　そして、俺はもう一つの作品をみんなに見せる。










『人間失格』
 カテゴリーエラー










「いい感じにルビ振ってんじゃないわよ！」



「え？　やっぱ、いい感じ？」



「な、あっ。ち、違うっ！　全然いい感じじゃないっ！」



　くっくっく。慌ててつい本音が出ちまったようだな。やべえ、超うれしい。



　灯代に
褒
 ほ

 められちゃったー。



「俺も『人間失格』と『カテゴリーエラー』は、なかなかいい組み合わせだと思ってたんだよ。気に入ったから今度から俺の二つ名に採用することにした」



「どんだけ二つ名増やしたら気が済むのよ、あんた」



「太宰先生も草葉の陰で歓喜に
震
 ふる

 えているだろうぜ」



「いや、恥の多い生涯を送ってる野郎だな、って思ってるわよ」



　なかなか太宰作品を読み込んでいる灯代だった。



　すると、彩弓さんが問うてくる。



「それで安藤くん。その『
人間失格
 カテゴリーエラー

 』の方も、タイトルだけの一発ネタというわけですか？」



「まさか。舐めてもらっちゃ困ります。こっちはきちんと内容を考えてありますよ」



　そう言って、俺はもう一枚、別の原稿用紙を取り出す。



「これは？」



「別冊の設定集です。これ読まないとストーリーが理解できないと思うんで、先にちゃんと読んでくださいね」



「…………」



　彩弓さんの顔から表情が消える。完全なる無表情だ。



　ふーむ。どうしたというのだろうか？　疑問に思いながらも、俺は自分の考えた素晴らしき設定に目を通す。








　キャラクター。





　主人公・
『人間失格』
 カテゴリーエラー

 ※本名不明（最終回でわかる）。





　外見的特徴・雪のような白髪。血のように
紅
 あか

 い両眼。小柄で幼い顔立ちをしているが、時折、見る者の背筋を凍らせるほどの
酷薄
 こくはく

 な笑みを浮かべる。





　性格・基本的には無表情かつ無感情。誰に対しても冷たい態度で接し、孤独を好む。しかし戦いになると残忍な一面を
覗
 のぞ

 かせる。血を見ることに快感を覚えるが、同時にそんな自分を穢れた存在だと
忌
 い

 み嫌っている。





　背景・幼い頃から
拷問
 ごうもん

 にも近い戦闘訓練を受けていたが、七歳の誕生日に両親を殺害して家から飛び出した。そのときに名前を捨てている。
歪
 ゆが

 んだ家庭事情のために尋常ではない戦闘力を
誇
 ほこ

 るが、反面、人間らしい感情が欠落している。それ
故
 ゆえ

 に周囲からは
『人間失格』
 カテゴリーエラー

 と
蔑
 さげす

 まれている。





　能力・
『脳高速』
 アクセルブレイン

 と
『脳拘束』
 ブレインフリーズ

 の二つ。





　精神系最強の異能。通常、異能は一人につき一つだが、主人公だけはなぜか二つの異能を使える。その理由は、幼少期からの戦闘訓練の過酷さにより、
闇
 やみ

 の人格
『夜』
 ミッドナイト

 が目覚めているから。主人公はまだもう一人の自分の存在には気づいていないが、感情が高ぶったり、命の危機に
陥
 おちい

 ったりすると、
極
 きわ

 めて残酷な殺人鬼である『夜』が顔を出す。







『脳高速』
 アクセルブレイン

 ──思考速度を常人の２３・１２５倍にまで加速させる。







『脳拘束』
 ブレインフリーズ

 ──対象の記憶から一部の思考パターンを凍結する（たとえば『手の動かし方』を凍結させれば、対象は手が動かせなくなり、『ナイフ』を凍結させれば、相手はナイフという概念自体を認識できなくなる）。『脳拘束』は正確には主人公ではなく『夜』の異能。だから主人公は本来の三割の力しか発揮できていない。





　決め台詞・「狂しみを抱いてイッちまいな」








「……………うっぷ」



　灯代は、なぜか吐き気をこらえるような
仕草
 しぐさ

 をした。



「……なに、このお
腹
 なか

 いっぱい感……。形容しがたい不快感と
謎
 なぞ

 の
羞恥
 しゆうち

 心がお腹ん中で渋滞して、胃にダメージが……」



「と、灯代ちゃん、だいじょうぶ？」



　鳩子が慌てて背中をさすってやる。



「……すいません、私も少し、気分が」



「……千冬も、胸が、もやもやして、きもちわるい……」



「え、え、えええ？　みんな、どうしたの？」



　彩弓さんと千冬ちゃんまでもぐったりとしてしまった。ただ一人、鳩子だけが平気そうである。



「……厨二の素養がない鳩子だけが無傷みたいね。千冬ちゃんは、こないだ理解できちゃったことが
仇
 あだ

 になったみたい……うぷ」



「少しでも厨二の概念が理解できるものには無差別でダメージを与えるほどの厨二力、というわけですか……」



「アンドー、恐ろしい子……」



　言いたい放題である。ダメージの具合は、



　灯代＞彩弓さん＞千冬ちゃん＞＞＞越えられない壁＞＞＞鳩子



　って感じ。どうやら内在厨二力（なんだそれは）に比例してダメージを受けているようだった。



「おいおいみんな、ちゃんと最後まで読んでくれよ。次は『
魔滅死
 まぼろし

 』と呼ばれる世界で唯一の
異能無効化
 マジツクキヤンセル

 能力を持ったメインヒロインと、
『一島両断』
 フオツサマグナ

 という、島斬りのスキルを持ったサブヒロインが──」



「もういいわよっ！　恋とかじゃなくて胸が張り裂けそうっ！」



　灯代が悲痛な表情で叫んだ。



「吐き気をもよおす『厨二』とはッ、なにも知らぬ無知なる者に痛い設定を読ませる事だ……！　自分の満足のためだけに利用する事だ……」



「俺は第五部のボスかよ」



「おまえは……自分が『厨二』だと気づいていない……もっともドス黒い『厨二』だ……」



「俺は第六部のボスかよ」



　灯代がボケるとは珍しかったが、いつもやってるやり取りの逆バージョンなので的確に対応することができた。なんだろう、この無駄に相性バッチリな感じ。



「とにかく。安藤、設定はもういいからとりあえず本文見せてよ」



「…………」さっと顔を
逸
 そ

 らす俺。



「安藤？」



　ジトっとした目で睨まれ、俺はぼそりと答える。



「設定考えてたら、時間なくなっちゃった……」



　内容を考えたとは言ったが、内容を書いたとは一言も言っていない。



　これぞ言葉のマジック！



「…………」



　灯代はなにか言いたそうな顔だったが、なにかを言ってくることはなかった。



　制限時間内に書けるとこまで書く、というルール上、設定だけ書いて終わる、という行為もルール違反ではないから、強くは非難できなかったらしい。



　ともあれ、これで俺のターンは終了である。



「さて。それでは、次は私が参りましょう」



　全員の視線が彩弓さんの原稿に集まる。



「テーマは……特に決めずに書きましたが、
強
 し

 いて言うなら『厨二病』ですかね」



　なに？　と、反応しそうになるが、ここで反応してしまっては自分で自分のことを厨二病患者だと認めてしまうことになってしまうので、なんとか素知らぬ顔で通した。



　厨二は最高にかっこいいんだけど……やはり認めたくない気持ちもあって……とにかく、その辺はいろいろと複雑なのである。



　そんな俺を見て、彩弓さんはくすりと
微笑
 ほほえ

 む。



「これが私のライトノベルです」








『魔王な俺が魔法少女のサーヴァント!?
 』








　うわ、ラノベっぽい！



　こういうこと言っちゃまずいのかもしれないけど、なんか猛烈にラノベっぽい。



　内容はというと、ごく普通の高校生である主人公の元に魔法使いを名乗る美少女・エリスが現れる、ボーイミーツガールストーリーのようだった。



　魔王の血を引く主人公を自分の配下にするためにやってきたエリスは、とうとう主人公の弱みを握ることに成功した。








（中略）





「──というわけで、この秘密をバラされたくなかったら、あんた、あたしのサーヴァントになりなさい！」





「は、はぁぁあああああああああああああああああああああああああっ!?
 」





　俺は大声で叫んだ。きっと[image: ]
 みたいな顔になってるはずだ。





　なにを言ってるんだこいつは？　サーヴァントだと？　確か、
召使
 めしつか

 いとかそんな意味だっけか？





　つーか、普通こんなこと初対面の男には言わないよな。そうか、きっと俺の耳がおかしくなったんだな。よし、早速耳鼻科の予約をしなきゃ……って、んなわけあるか！





「な、なんだよ、サーヴァントって……？」





「サーヴァントっていうのは魔法使いのパートナーのことよ。ま、と言っても、立場はこっちの方が断然上だけどねっ。つまり、あんたはあたしの
 奴隷
 になるってこと！」





「奴隷だとっ!?
 」





「言っとくけど、あんたに拒否権はないから」





　エリスは[image: ]
 と、得意げに笑いやがった。くそ、かわいいな。こんなかわいい子の奴隷だったら別になってもいいかも……はっ！　いかん、いかんぞ！





　でも……あの秘密を握られている以上、俺に拒否権はないわけで……。





　ああ、
畜生
 ちくしよう

 。俺はただ平凡な学校生活を送りたかっただけなのに、どうしてこんなことになっちまうんだよぉぉぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──っ！








　うわ、ラノベっぽい！



　もちろんライトノベルには多種多様な作品が存在し、それらを一
括
 くく

 りにして語ることは俺の本意ではないが、彩弓さんの作品は無性にラノベっぽい……！



　凄まじいまでの既視感。これでもかってほどにテンプレ。



　これは彩弓さんなりの、『なんかラノベっぽく見える話』なんだろうけど、なんというか……よくここまで『それっぽく』できるものだ。



　相変わらずの万能さんである。



　器用貧乏ならぬ、器用セレブリティ。



　俺は再び原稿に戻る。主人公の弱みというのは、昔厨二病だったことらしい。ヒロインにそのことがバレたせいで、彼女に従わざるを得ない状態になっている。








　くそっ。なんであのノートをさっさと捨てなかったんだよ、過去の俺！　そうすればこんなことにならなかったのに……。





「ふふーん。えっと。なになに……」





　エリスは俺の黒歴史ノートをめくる。








　主人公は黒歴史ノートをヒロインに見られてしまい、それで彼女に従っているようだ。



　うーむ。なんか、身につまされる話だなあ。








「ていうかまず、『
紅き聖書
 ブラツデイバイブル

 』って名前、なに？」





「ぐ、ぐぅうううう」





　ああ！　なに考えてたんだよ、昔の俺！　
紅き聖書
 ブラツデイバイブル

 とか意味わかんねーだろ！








　……おや？








　エリスはニヤニヤしながら言葉を続ける。





「で、あんたの異能の名前が
《黒[image: ]
 》
 ダークアンドダーク

 ……へえー、うっわー、かっこいい名前ねー」





　うぎゃああ恥ずかしい！　意味もなく旧字体の[image: ]
 とか使っちゃって恥ずかしい！





「そしてあんたの二つ名が『
黒の王
 ロードオブタナトス

 』『
煉獄への扉
 ノツクオンヘルズドアー

 』『
闇色時雨
 やみいろしぐれ

 』『
理想と現実の狭間
 デユナミスエネルゲイア

 』『
独りっきりの人斬り
 マーダラーズロンリネス

 』……ふ、ふふっ！　いっぱいあるのねー」





　死ぬっ！　自殺したい！　ここにワルサーがあったらすぐ頭をぶち抜いてる！　ここに青酸カリがあったら迷わず一気飲みしてる！





　自分で自分の二つ名考えるとか痛すぎるだろ、昔の俺！








　……おやおやぁ？








「あんたの決め台詞が『さあ──始まりの終わりを始めよう』……。え。ごめーん、これってどういう意味なの？」





　あっはっは。





　なんだその意味不明な
台詞
 せりふ

 ？　始まるんだか終わるんだかさっぱりわかんねーよ。どこのどいつだよ、そんな厨二過ぎる決め台詞考えた奴は……。





「って俺だよぉぉぉおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」












「って俺だよぉぉぉおおおおおおおおおおおおおおおっ！」



　
奇
 く

 しくも、小説のキャラと台詞がかぶってしまった。



「彩弓さんっ！　これ俺じゃないですかっ！」



「あらあら？　どういう意味ですか？　どこにも安藤くんだなんて書いてないじゃないですか。現実とフィクションを一緒にしだしたら人間終わりですよ」
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　彩弓さんは平然としていた。



「だ、だって『
紅き聖書
 ブラツデイバイブル

 』とか俺が持ってるノートの名前だし、
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 にしても、他の二つ名にしても全部俺が考えたネーミングで……」



「たまたまかぶってしまっただけでしょう。安藤くん、そうやってなんでもかんでもパクリパクリと叫ぶのは、自分の読書経験の不足を
吐露
 とろ

 しているのと同じですよ？」



「な、なんだとぅ……」



「主人公が元厨二病で、それが弱みとなってヒロインに振り回される……なんて、もはやありふれた設定でしょう。この程度でパクリと言われても困ります」



「確かにそうかもしれないですけど……で、でも……」



「だいたい、安藤くんは厨二病であることに誇りを持っているわけでしょう？」



「厨二病であることに誇りを持ってるっつーか……まあ、自分らしさには誇りを持って気高く生きてますけど……」



「だったら、この主人公とはまるで違うじゃないですか。なにをそんなに
焦
 あせ

 る必要があるんです？　安藤くんがそうやって声を荒げれば荒げるほど、あなたが実は内心で自分を恥じているということになってしまいますよ？」



「む、むう……」



　なんか言いくるめられた。言いくるめられた感バリバリなのに、反論の言葉が見つからない。敏腕弁護士のように
毅然
 きぜん

 とした口調で説き伏せられたので、間違ってるのは俺の方なのか、と思わされてしまった。



　確かに彩弓さんの言う通りなのかもしれない。仮に彩弓さんの作品が俺をモデルとしていようと、
所詮
 しよせん

 フィクションはフィクションだ。気にしてもしょうがない。



　ただ──








　はぁーあ……。





　なんで昔の俺は、あんなものがかっこいいと思ってたんだろうなあ。二つ名とか能力名を必死になって考えてた自分を殺したい。鏡の前で決め台詞言ったりポーズ決めたりしてた自分が恥ずかしくてしょうがない……。





　しかもそれをかっこいいことだと思って、部活仲間に得意げに
披露
 ひろう

 してたもんな。





　俺って、なんて恥ずかしい勘違い野郎だったんだろう……。








　ただ……なぜかこの主人公が未来の俺に見えて仕方がない……。



　い、いや、そんなはずはない！　俺は俺らしさに誇りを持っている。たとえいくら時が
遷
 うつ

 ろうとも、俺が俺を恥じる
刻
 とき

 など来るはずがない！



「まっすぐ、自分の言葉は曲げねえ！　それが俺の厨二道だ！」



「どこの火影になる気ですか、あなたは」



「たとえ二十歳になろうと三十歳になろうと、変わらない俺で
在
 あ

 り続けてやる！」



「……安藤くん。それはさすがに笑えません」



　うん。確かに笑えなかった。








　そもそも、自分の名前が安藤寿来とか、ちょっと変わった名前だからって勘違いしたのが全ての始まりだったんだよなあ……。





　
真名
 まな

 のギルディア・シン・
呪雷
 ジユライ

 とか、今思うと鳥肌モンだわ。








「完全に俺の名前なんですけど!?
 」



「あらあら、偶然ですね」



「こんな偶然があってたまりますか！」



「まあ、実は主人公が安藤くんという、衝撃のオチでしたね」



　最終的にはさらりと認めてしまう彩弓さんだった。よく見れば、ほくほくとした笑顔を浮かべている。俺をいじめるだけいじめてご
満悦
 まんえつ

 のようだった。



　げんなりとしながら読み進めると、制限時間のせいか、彩弓さんの話は『俺達の戦いはこれからだエンド』だった。まあ、一巻じゃ話がなにも終わらないのもラノベっぽいと言えばラノベっぽいのだろう。



「んじゃ、最後は灯代か」



　そう言って、俺は彼女に視線を移す。



「あ、うん、えっと……」



　灯代はバツの悪そうな表情になり、途切れ途切れの言葉で言う。



「その……私は、書いて──ない」



「うん？　書いてない？」



　反射的に問い返すと、灯代は小さく頷いた。



「その……なんていうか、なんか全然思いつかなくって……あはは」



　困ったような、あるいは無理したような笑顔だった。灯代は彩弓さんの方を向き、小さく頭を下げる。



「すいません。せっかく、彩弓さんが言い出したことなのに」



「気にしないでください。元々、部活動というよりはレクリエーションのようなつもりで言い出したことですから」



　というわけで、灯代のターンはこれで終了。



　文芸部創作活動、お題『ライトノベル』は、これにてお開きだ。



　みんなが書いた原稿は、彩弓さんがまとめて専用のファイルに保存した。わざわざ保存しておくような
代物
 しろもの

 でもないのかもしれないが、そこは記念、というやつである。



　ただし、当然ながら、灯代の分は保存できない。



　ないものはどうしようもない。



　原稿がファイリングされる様子を眺めつつ、俺は視線をずらして、こっそりと灯代の様子を窺った。



　灯代は、なんだか寂しそうな表情をしていた。



　思わず、声をかけたくなるほどに。











　部活が終わるなり、鳩子がぴょんぴょんと跳ねるような調子で俺に近づいてきた。



「ジューくん、一緒にかーえーろー」



　今日は、これから鳩子が俺の家に来ることになっている。だから一緒に帰るのは当たり前のことだろう。



　しかし、



「悪い、鳩子。お前、先に帰っててくれよ」



　と、俺は言った。



「たぶん姉ちゃんがもう帰ってると思うから、鍵は開いてるはずだ。万が一いなかったら、鍵はいつもんとこにあるから」



「え、なんで？　一緒に帰ろうよ」



　不思議そうに首を
傾
 かし

 げる鳩子に、俺は言う。



「俺は、これからちょっと灯代と話があるから」



「灯代ちゃんと？」



　ああ、と頷く。すでに、灯代には話してある。



　部活が終わったら少しの間残ってくれ、と。



「なんの話なの？」



「大した話じゃねーよ。すぐ終わる話。だから、先帰って姉ちゃんの相手でもしててくれよ」



「うーん。すぐ終わるんなら、私、待ってるよ？　それとも、私が聞いちゃったら駄目なお話なの？」



　おそらく善意からの発言を受けて、俺はどう返答したものかと悩む。さて、なんと返せばいいだろう。二人っきりで話したい、とか言ったらまるで俺が告白するみたいだし、かといって、お前には聞かれたくない話だから、と言ったら鳩子を悪く言っているようで気が
咎
 とが

 める。



　ほんの数秒悩んだ末、俺が選んだのは、



「お前にはわかんない話だから」



　と、そんな答えだった。



「だから聞いててもつまんないと思うし、先帰ってていいぜ」



「……………」



　鳩子は少しの間きょとんとして、それから、いつも通りの笑顔を浮かべた。



「うん。わかった。じゃ、先帰るねー」
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　ジューくんが私に、ライトノベル、というジャンル（？）の小説を貸してくれたのは、中学生のときである。



　それ以前から、漫画や雑誌の貸し借りはよくしていた。ジューくんは昔からいつも一生懸命、自分が好きなものを説明してくれるのだ。



　でも、私にはイマイチピンと来ないことが多い。



　非常に多い。



　ていうか、ほぼ全部である。



　自分で言うのもなんだけど、私はあんまり深く物事を考えないタイプだ。漫画とかもサラサラって読んじゃうから、読み終わったときには面白かったなーって思うけれど、すぐにどんな話だったか忘れてしまう。



　それがジューくんに借りた漫画だったら、さあ大変。



　どこが面白かったとか言われても、そんなの覚えてない。



　漫画なんだから
暇
 ひま

 つぶしになればそれでいいじゃん、って私は思うんだけど、そう言うと怒られる。



　そもそも、漫画の趣味があまり合わない。私は甘酸っぱい少女漫画が好きだけど、ジューくんはバトル漫画が好きだった。



　
半
 なか

 ば押し付けられるように貸されたライトノベルも、やはり私の趣味じゃなかった。



　専門用語が多く、設定も複雑で、非常に読むのが
辛
 つら

 かった。



　いくら読み進めようとしても文章が頭に入ってこなかった。いわゆる、目が
滑
 すべ

 る、という状態だったのだ。



　結局、期限である春休みを過ぎてもその本を読み終えることができず、私は初めて、借りた本を読み終わらないままジューくんに返した。



　中学二年生の始業式の日、通学途中のことである。



　また怒られちゃうのかなあ、と思うと少々テンションが下がった──けれどその日の私は、ちょっと言い返してやろうと思っていた。



　人には合う合わないがあるんだよー。



　ジューくんの価値観が全てじゃないんだからね、もうっ！



　とか、そんな風に反論してやるつもりでいたのだ。



　でも、用意していた反論の数々は、本を返却したときにジューくんが見せた笑顔によって、全て消え去った。



「そっか……」



　悲しそうな笑顔だった。同時に、なにかを
諦
 あきら

 めてしまったような──なにかを受け入れてしまったような、そんな、彼らしくない
妥協
 だきよう

 の笑顔でもあった。



　ジューくんは、私を責めることも作品の面白さを主張することもなく、差し出した本を静かに受け取った。



「やっぱり、わかんねーか……。ま、しょうがないよな」



　一転して明るい笑顔に戻り、この件はこれで終わりとばかりに次の話を始めるが、私の頭はまるで別のことを考えていた。



　やっぱり？



　しょうがない？



　どういうことかな、と少し考えてすぐに気づいた。



　ジューくんは──私から理解されることを諦めたんだ。



　諦め、受け入れ、妥協した。



　いつまで
経
 た

 っても理解してくれない私に、見切りをつけた──もちろん、かなり悪く言えば、だ。実際は、精神的に少し成長しただけのことだろう。自分の価値観が全てじゃない、だから世間には自分が好きなものを嫌う人間もいる。そういうただ当たり前の常識を知っただけなんだろう。



　だけど──私は、見捨てられた、と思った。思ってしまった。







　私達が中二になった日の出来事だった。
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　それから、ジューくんが私になにか本を貸すことはなくなった。私が自分から貸してと言えるはずもなく、自然と、私達の間で本の貸し借りはなくなった。



　だからといって私達の関係が険悪になることもなかったけれど、このときから、ジューくんがなにかを私に強要することはなくなった。



　本当ならそれは喜ばしいことであるはずなのに、どうしてか私は、そのことをちっとも喜べずにいた。










☆










「
悠久
 ゆうきゅう

 なる時よ、絶えず歩み続ける愚かな旅人よ」



「
凄絶
 せいぜつ

 なる
焰
 ほむら

 よ、全てを灰に変える
哀
 かな

 しき罪人よ」



　男と女、二つの声で
紡
 つむ

 がれる言葉は、
絡
 から

 み合い、響き合い、共鳴し、そして意味を成す。



「その身に
紅
 あか

 き衣を
纏
 まと

 い、癒えぬ傷を刻め」



「絡み合う鎖状の
牢獄
 ろうごく

 で、
己
 おの

 が罪を数えろ」



　時と
焰
 ほのお

 。



　選ばれし者が
己
 おのれ

 の存在を
賭
 と

 して祈るとき、形無き二つの力は一つとなる。



「時は──」「──罪なり」





《永遠》
 クローズドクロツク

 ×
《黒焰》
 ダークアンドダーク









「「
『原罪時刻』
 タイムイズギルテイ

 」」







「──ってなにやらせんのよっ！」



　背中合わせの体勢で、お互いの手を合わせて作った拳を前に突き出しながら、合わせ技の
魅力
 みりよく

 に酔いしれていると、
俺
 おれ

 の耳に甲高い突っ込みが入った。



　俺達の拳が向いている先には
不俱戴天
 ふぐたいてん

 の敵──ではなく、部室にある大きな姿見だった。おかげで自分達の姿をばっちりと見ることができる。



　やばい、超決まってるな、俺ら。



　合わせ技、かっけー。



「なにが悲しくて居残りしてまであんたのごっこに付き合わなきゃならないのよ！　だいたい、なによ
『原罪時刻』
 タイムイズギルテイ

 って!?
 」



「俺とお前の
複合技
 ユニオンスキル

 だ。心の底から信頼し合っている人間同士ならば、
相反
 あいはん

 する互いの異能を合わせて新たなる異能を創造することができるんだよ。大事なのは、相手を認める気持ちだ」



「……なんか、対象年齢が低そうな漫画に出てきそうな設定ね……。てか、私とあんたの能力って合わせてどうなるの？　まるでイメージつかないんだけど」



　そうなんだよなあ。



　
鳩子
 はとこ

 と
千冬
 ちふゆ

 ちゃんはすごくやりやすいのに、
他
 ほか

 の三人はいまいちピンと来る合体技が思いつかない。名前だけは無数に考えてあるんだけど。



「
『原罪時刻』
 タイムイズギルテイ

 。その詳細を知りたいのなら……映画館へＧＯ！」



「あざといビジネスっ！」



　
灯代
 ともよ

 は勢いよく突っ込み、それから、なんとなくタイミングを逃して握ったままになっていた手をそっと離した。



「……ていうか、手……」



「ん？　手がどうした？　俺、手汗でもひどかったか？　そういうこと面と向かって言われると
凹
 へこ

 むから、もう少しさり気なく言って欲しいんだけど……」



「……なんでもないっ。この
厨二
 ちゆうに

 馬鹿っ」



　ぷいっと顔を
逸
 そ

 らし、もう付き合ってらんないわ、とばかりに首を振る。



「誰が厨二馬鹿だよ。つーか、なんだかんだ言ってお前も付き合ってくれたじゃん」



　びくんっ！　と灯代の肩が跳ね上がった。



　一応、複合技に対して突っ込みを入れた灯代だが、それは複合技を完全にやり終わってからの話である。



　ノリツッコミ、と言えば聞こえがいいは、おそらくは──



「お前も、ちょっとはやってみたかったんだよな？」



「なっ、そ、それは……」



「俺が頼んだ
台詞
 せりふ

 、一字一句
違
 たが

 わずにしゃべってくれたし、ポージングも
完璧
 かんぺき

 だったし、それに『時は罪なり』を二人で言おうっていうのはお前のアイディアだしなー」



「うぅ……」



「認めちゃえよ、楽になるぜ？」



　俺はアホみたいに優しい言葉を続ける。どうしてか、甘い言葉で女性をたぶらかそうとする悪役になった気分だった。



　灯代は不安げな瞳を床に泳がせながら、ぽつりと言葉を
漏
 も

 らす。



「その……ちょっとだけ、ほんとにちょっとだけ、やってみたかったっていうか……やっぱり、合体技とか、能力の融合とか、テンション上がるし……」



「だよな！　灯代ならわかってくれるって信じてたぜ！」



「で、でも！　私は別にそこまでやりたかったわけじゃないし……、仕方なくあんたに付き合ってあげただけだからっ！」



　灯代は顔を赤くしながら
叫
 さけ

 ぶ。



「か、勘違いしないでよねっ！　全部あんたのためなんだからねっ！」



　ツンデレなのかどうか、よくわからん台詞だった。



「ああもうっ、私、帰る！」



「母なる大地にか？」



「
還
 かえ

 るじゃなくて帰る！　普通に家に帰るって言ってんのよ！」



　灯代は乱暴な手つきで、自分の荷物をまとめていく。



「おい、待てよ。まだ話は終わってないって」



「はあ……？　まだやりたい
複合技
 ユニオンスキル

 があるの？」



「違う。
複合技
 ユニオンスキル

 のことはただのついでだよ」



　せっかちな野郎だぜ、と言いつつ、俺は肩をすくめた。



「お前には、俺がそんな理由で部活仲間を居残りさせる野郎に見えるのか？」



「……ごめん。見える」



　一瞬考えるようにしてから、灯代は言った。ああ、うん。そういや俺ってそんな
奴
 やつ

 だったな。



「本題はさっきの創作活動のことだよ」



　そう告げると、灯代の表情がわかりやすく
強張
 こわば

 った。



「な、なによ……そりゃ、一人だけ輪を乱すようなことして悪かったとは思ってるけど、あんたに責められる覚えはないわよ……」



「別に責める気はねーよ。ただ、理由が知りたくってさ」



「理由……？　さっき言ったじゃない。思いつかなかったからって──」



「まあ、大方──お題が『ライトノベル』となってしまっては、仮にもラノベ作家志望である自分が他の連中に劣るわけにはいかない、みんなから一目置かれる作品にしなければならない、と、そんな変なプライドが働き、無駄にプレッシャーを感じたせいで思うように書けなかった──ってとこだろう？」



「……っ！」



　灯代は目を見張り、それからぎゅっと唇を
嚙
 か

 み
締
 し

 めた。



　わかりやすい反応だった。



　こいつがさっき書けなかったのは──意地のせいである。体育でサッカーをやるとき、教師から『じゃあサッカー部、リフティングの見本を見せろ』と言われたときのサッカー部員（あまり部活熱心じゃないタイプ）のような心境だったのだろう。



　いいところを見せなきゃならない、下手なことはできない。そういう心理的抑圧が、灯代のプレッシャーになってしまったのだ。



「……な、なんで、わかったの……？」



「わかるだろ。言ってみりゃ──俺のせいみたいなもんだし」



　例に挙げたサッカー部と灯代では、一つ、決定的な違いがある。



　サッカー部がサッカー部であることは、クラスメイトは当然知っている。しかし、灯代が作家志望であることは、まだ文芸部のメンバーには知られていない。



　ただ一人、俺を除いて──



「……ったく。
見栄
 みえ

 っ張りなんだよ、お前は。『作家志望さんはきっと大層面白いもんを書いてくれるんだろうなあ、ぐへへ』とか、俺が思ってるとでも思ったのか？」



「そこまでは思ってないけど……ただ、あんたに読まれるって思ったら、なんか、うまく書けなくて……」



　灯代は気恥ずかしそうに顔を
伏
 ふ

 せる。言うなれば、自分で勝手にハードル上げて、それに蹴っ
躓
 つまず

 いて転んでいる状態だったんだろう。こう言っちゃなんだけど、俺も大して期待なんかしてなかったんだから、もっと適当でよかったのに。



　つーか、制限時間一時間で、いきなりなんか面白い話書いてって言われたら、たぶんどんな作家さんでも無理だぞ。



「それに、最近、ちょっと調子悪かったし……。今進めてる作品も、ちょっと行き
詰
 づ

 まったりしてて……」



「はあん。スランプってやつか」



「違う。スランプじゃないわ、実力不足」



　灯代は、そこだけは譲れないとばかりに、強く言った。



「私、自分で自分のことをスランプって言うのが嫌いなの。自分の無能を棚に上げて、スランプって言葉を言い訳みたいに使いたくない。周りから言われるならまだしも、ね」



「ふうん？　でも、実際に本当にスランプに
陥
 おちい

 っている人だっているだろうよ。誰にだって調子の悪いときぐらいある」



「だとしても、自分から言い出すのはなんか違うと思う。スランプはしょうがないことじゃなくて──恥ずべきことだから」



　ふーむ。まあ確かに、スランプという言葉を明らかに言い訳として使っているような奴は、なんかムカツクよな。お前はスランプになるほどの実力の持ち主なのかよ、と突っ込みたくもなる。



　結局、他人に軽々しく言えるようなら、それはスランプとは呼べないのだろう。



　にしても……こいつ、プロ意識高過ぎだろう。



　俺の目を気にして書けなかったことといい、責任感が強すぎる。プロでもないくせに気構えばっか
一丁前
 いっちょうまえ

 でどうんすんだよ……と、そんな風に思わなかったと言えば、
噓
 うそ

 になる。



　しかし俺は、それ以上に──かっこいいと思ってしまった。



「俺が他人を尊敬するのは初めてのことだ」



　不敵に
微笑
 ほほえ

 み、俺は
凄
 すさ

 まじくかっこいいことを言った。スポ根漫画において、強豪校のキャプテンあたりが言いそうな台詞である。灯代が「また始まった……」的な顔をしているが、気にするまい。



「スランプ脱出のため、相談にでも乗ってやろうか？」



　灯代は、はっと顔を上げる。



「他人が言うなら、スランプでいいんだろ？」



「…………」



「つーか、普通に気になるから教えてくれよ。今、どんな作品書いて、どういうところで詰まってんだ？」



　優しさ、ではない。ただ、俺自身が知りたかっただけだ。灯代が一生懸命になってるものがどんなものなのか、知りたくなったのだ。



　灯代はしばらく迷うようにしてから、自分の鞄に手を伸ばした。











　灯代の不調の原因は、キャラの名前がうまく決まらないことだったらしい。



　……キャラの名前って。



　作者的にはこだわりたい点だけど、読者的には割とどうでもいい点だと思うのは俺だけだろうか。いやでも、世の中には特異なネーミングセンスを売りにまで
昇華
 しようか

 させた作家さんもいることだし、名前にこだわるのは間違ってないのか。



　こだわり過ぎるのは本末転倒もいいところだと思うけど。



「一応、今は青春モノ書いてるんだけど、主人公の名前がいまいちピンと来るのが思いつかなくて……。いくつか候補はあるんだけど」



　受け取ったキャラ表を
眺
 なが

 めながら、やや照れ気味の灯代の声を聞く。キャラ表は本当に
大雑把
 おおざつぱ

 で、主人公とメインヒロインの名前と、二、三行の簡単な説明があるだけだった。



「ど、どうかな？」



　灯代が緊張した声音で問うてくる。



　俺は……だらだらと冷や汗をかいていた。表情が青ざめていく自覚があった。








・
天照槍魔刀
 あまてらすやまと







　主人公。男。高校二年生。





　どこにでもいるような普通の高校生。








　……名前オサレ過ぎだろう！



　青春モノの主人公につけていい名前じゃねえ！　いや異能バトルでもキツい！



　
大概
 たいがい

 のネーミングには対応できる俺だけど、これはさすがに限度を超えている。



「だ、黙ってないで、なんか言いなさいよ……」



　灯代は至極真剣な表情で
急
 せ

 かしてくる。うわ、どうしよ、こいつ真剣だ。ボケとかじゃなくて、本気でこのネーミングで俺に意見を求めてるんだ。



「ま、まあまあ、そう
慌
 あわ

 てるな。ヒロインの名前も、もう一度よく見るから」



　俺は天照槍魔刀くんの下に書いてあるヒロインの項目に目を通した。








・
月詠愛闇
 つくよみあやみ







　メインヒロイン。女。高校二年生。





　主人公のクラスにいきなり転校してきた
謎
 なぞ

 多き美少女。








　うわあ……とんがってるなあ。かっこいい気もするんだけど、青春モノのメインヒロインがこんな名前だったら、ちょっと買う気
失
 う

 せる。



　ていうか、主人公の名字が天照で、ヒロインの名字が月詠って──



「もしかして、後から
凄ノ王
 すさのお

 さんとか、出てくる？」



「な、なんでわかったのっ!?
 」



　わかるよ。わかりますよ。だって俺だもん。



　天照、月詠、凄ノ王。日本神話の最高神であるこの
三柱
 みはしら

 （神様は
一柱
 ひとはしら

 、
二柱
 ふたはしら

 と数えるのである）のかっこよさは──はっきり言って異常。その言葉の並びだけで見る者全てを魅了してしまうだろう。



　天照、月詠、凄ノ王、かっけー。



　……かっけーんだけど、どんな名刀も使い手次第でナマクラに成り下がるというか……。



「と、灯代。この二人は……親戚でもなんでもない赤の他人なんだろう？　国家を裏から支配する一族の分家とかでもないんだろう？　だったら、名字に統一感があるのっておかしくないか？」



　俺は
極
 きわ

 めて遠回りに忠告してみるが、



「え。でも、そういう作品っていっぱいあるし。そのくらいのご都合主義は、普通じゃない？」



　灯代は極めて冷静に反論してきた。



　まあ、そうだよな。メインキャラの名前になぜか統一感がある作品なんて山ほどある。東西南北とか、春夏秋冬とか、数字とか、十二支とか、九州の地名とか。



　正直な話、俺には、天照と月詠という二つのワードで主人公とヒロインの運命的な関係性を演出しようとした灯代の意図が──痛いほど理解できる。



　理解できるから、辛くて、気まずくて……背中が
痒
 かゆ

 くなる。



　なんていうのかなあ。『
宵闇に嗤う二律背反の魔女
 エンドレスパラドツクス

 』のときも思ったけど、こいつって、どうも
過剰
 かじょう

 装飾をしちゃう傾向にあるなあ。



「それでね、主人公の名前なんだけど、まだ迷ってて……」



　絶望に
覆
 おお

 い尽くされた
闇
 やみ

 の中で、かすかな光明が見えた。チャンスだ。ここでうまくアドバイスして、
天照槍魔刀
 あまてらすやまと

 くんをなんとか改名してもらうんだ！



「『天照槍魔刀』にするか『天照
槍舞刀
 やまと

 』にするか……」



　すっげーどうでもいいとこで悩んでた!?




「ほら、やっぱり名前に『魔』が入っちゃうのは、さすがにないかなーって思って」



　違う違う、そんな小さなことじゃない。もっとマクロな視点で物事見てくれ。腐敗した日本の政治のように、抜本的な改革を
施
 ほどこ

 さなければ意味がない。



　ああ、突っ込みてえ。



　でも、一生懸命＋恥ずかしそう＋不安そう＋
褒
 ほ

 めてくれるかな、と期待してそうな灯代を前にしては、なんも言えねえ……。



「ねえ……
安藤
 あんどう

 はどっちがいいと思う？」



「そ、そうだな……うん、俺は『天照槍舞刀』の方が、いいと思うな」



　まだマシ、というレベルだけど。



「そう……。あ、でもね、やっぱり『魔』っていう字の方がいい気もするのよ。『舞』の字だと、ぶ、って読まれちゃうかもしれないからっ。それにね──」



　うわあ。これ、あれだ。どっちがいいと他人に意見を求めておきながら自分の中ではすでに答えが出ている、という最高に面倒くさいパターンの質問だ。



　どうしよう。灯代がかってないほどに面倒くさい。



　いつも常識人ポジでキレのある突っ込みをしていた彼女は、いずこへ……。



「灯代」



　深呼吸を繰り返した後、俺は覚悟を決める。逃げちゃ駄目だ逃げちゃ駄目だ、と自身を鼓舞し、言わなければならないことを言う。



「いくらなんでも──厨二過ぎる」



「……っ！」



　灯代は途方もないショックを受けてしまった。貧血でも起こしたようにふらつき、立っていることもできなくなって、床に手をついてしまう。



「だ、大丈夫か？」



「……ヘドロから『お前って
臭
 くさ

 いよ』って言われた気分だわ」



　どういう意味だ、それ。



「まさか、あんたから『厨二過ぎる』って言われるとは思わなかった……」



「俺もまさか、俺がこんなことを言う日が来るとは思わなかったぜ……」



　灯代への
批判
 ひはん

 は、同時に俺を傷つける刃でもあったのだ。



　そうかあ……灯代は今まで、こんななんとも言いがたい気持ちで、俺の行動を見守っていたのか。元厨二病で俺の思惑が理解できる分、なおのことむず痒かったのだろう。



　やっぱり、人間って自分が考えるもんは素晴らしいに違いないって思っちゃう生き物なんだなあ。



「お前……、俺が言うのもなんだけど、全然厨二治ってねえじゃん」



「ち、違うっ！　治った、完治したっ！　あんたと一緒にすんな！」



　かなりムキになる灯代。



「あんたと違って、今は、人から見えるとこじゃなんも痛くないから、大丈夫なのっ。創作はあくまで創作のことで……その、やっぱり、厨二っぽいのは、好きだから……」



「へえ。じゃあ、お前、中学のときは目に見えて痛かったんだな」



「あ、揚げ足取んないでっ！」



　ううー、と涙目になりながら俺を
睨
 にら

 みつける。



「……だいたい、あんたはどうなのよ！　あんたの中学時代とか、さぞ痛々しかったんでしょうね！」



　強がりからか、灯代はそんなことを言ってきた。なんの意図もないだろうその発言に、俺は少し言葉に詰まる。



「俺の中学時代、か……。あんま話したくねーな」



　中学時代というか──具体的には中二のときのこと。



　俺が中学二年生だったときの話。



「言ってみりゃ、俺の黒歴史だよ。思い出したくもねえ」



「……あんたをして黒歴史と言わしめるなんて、いったいなにがあったのよ……」



　灯代は青い顔になって恐れおののくが、直後、「……え？」と、眉をひそめた。



「……あれ。でも、あんたって、中学のときは──」



「うん？　俺の中学のとき……？」



「あ……えっと。な、なんでもない……」



　灯代は口ごもり、気まずそうに目を逸らした。おかしいな。灯代は、俺とは違う中学の出身だから、俺の中学時代なんか知ってるはずがないんだけど。



　結局、それ以上話を続けることは空気的に不可能で、中学のときの話はお互いノータッチにしようという結論になった。話を創作のことに戻す。



「灯代。過剰装飾の気があるお前に、俺から素晴らしき言葉を贈ろう」



　自分のことを思いっきり棚に上げて、俺は元厨二病な彼女に忠告する。







「あえて
尖
 とが

 らないことにより、かえって
咎
 とが

 る」







　名言っぽくなったので、心に
刻
 きざ

 んでおこう。『咎る』の意味に関しては……うん、雰囲気で判断してくれ。



「？　どういう意味？」



「あんまり
刺々
 とげとげ

 しいと、逆に魅力が失せるってことだよ。ファッションだって、全身ブランド物で固めてゴテゴテしてる奴より、ワンポイントでブランドアイテムを使いこなしてる奴の方がオシャレだろう？　ネーミングや設定もそれと一緒だ」



「…………」



「厨二力っつーのは、
抑
 おさ

 えることで逆に跳ね上がったりする
代物
 しろもの

 なんだ」



　灯代は、俺の言葉に感動──している様子はなかったけど、そこそこ
真面目
 まじめ

 に話を聞いてくれたようだった。しかし、俺にだけは言われたくなかったらしく、すぐにふてくされた表情を浮かべた。



「……ふん。なによ、偉そうに。自分だって暴走しまくってるくせに……」



　そうなんだよねー。



　一人で考えてると楽しくってつい暴走しちゃうんだよな。



　とは言え、俺と灯代では話が変わる。俺の場合は、あくまで俺が楽しむためだけの設定やネーミングなんだから、俺さえ楽しければなんだっていいのだ。



　しかし灯代が目指すものは、俺とは違う。



　自己満足で終わっていい世界ではない。



「なあ、灯代。やっぱ、みんなにバラしちゃった方がいいんじゃないのか？」



　俺は言った。先日は『応援は誰にでもできる』とか、格好いいことを言ってしまったが、これだけ真剣な様子を見せられては、やはり応援したくもなる。



　ならば、せめて真剣に応援しよう。



　口先だけの「頑張れ」では、終わらないように。



「他人の意見ってのは、大事だと思うぜ？　より多くの人の意見もらった方が、絶対ためになると思うし」



「それは……わかってるわよ。でも、わざわざ改まってわざわざ言い出すのも、なんか違うでしょ？　みんな集めて『みなさん聞いてください。私はラノベ作家を目指してます』なんて宣言したら、ただの馬鹿だし……」



「そりゃそうか」



　考えてみると意外に難しい。作家になります宣言なんて、一歩間違うと『小説書いてる俺かっけー』もしくは『会社勤めはしたくない』宣言だしなあ。



「そのうち、機会を見て話すわよ。ま、結果出してから話すのが、一番かっこいいんだけどね」



　灯代はそう言って、少し
自嘲
 じちよう

 気味に笑った。







　その後、やっぱり『天照槍魔刀』はいけるんじゃないか、と言い出した灯代を説得していたら、俺の帰りはだいぶ遅くなってしまった。



　家に着くと、玄関には鳩子の靴があった。



「ただいま」



「あ、ジューくん、おかえりー」



　奥から鳩子の声がする。キッチンに向かうと、鳩子が
割烹着
 かつぽうぎ

 姿で料理をしていた。愛用の割烹着を着用しているということは、一旦家に帰ってからうちに来たらしい。



「遅かったねー」



「ああ。いろいろ話し込んじゃってな」



「なに話したの？」



「いろいろ、だよ」



「そっかー。いろいろかー」



「姉ちゃんは？」



「部屋にいるよー。明日締め切りのレポートがあるから大変なんだって。できたら呼んでって言ってた」



　あの馬鹿姉貴。鳩子のことを実の妹のようにこき使いやがって。



「なにか手伝うか？」



「んー、大丈夫。もうすぐできるから、のんびり待っててくださいな」



　言葉に従い、俺はリビングのソファに座って待つことにした。手伝いがかえって邪魔になっても悪いし、大人しくしているとしよう。



　ぼんやりと、キッチンに立つ鳩子を眺める。「おいしくなーれ、おいしくなーれ」なんて口ずさみながら、楽しそうに料理をしてた。



　ああ、なんか、心が
和
 なご

 むなあ。



　鳩子が我が家のキッチンで料理しているところなんか、数えるほどしか見てないはずなのに、どうしてか、それがとても自然な姿に見えた。こいつに毎日飯を作ってもらってるんじゃないか、と勘違いしそうになる。



　俺にとって鳩子は──それくらい日常的な存在なんだろう。



　
幼馴染
 おさななじ

 みの後ろ姿を眺めていると、ふと、灯代のことを──いや、正確には天照槍魔刀くんのことを思い出した。



　やはり何度考えても、人名が天照槍魔刀はない……が、よくある『やまと』という名前を、槍と魔と刀の三文字で表現したところは評価に値する。



　どうだろう。人名ではなく能力名にしたら、意外と悪くないんじゃなかろうか。



　たとえば……『
槍魔刀撫子
 やまとなでしこ

 』とか？　能力は、ありとあらゆる武器に対し、
撫
 な

 でることによって魔の属性を付加させる、とか？



　……微妙だな。イケる気もするし、イマイチな気もする。まあ、とりあえずメモっとくか。俺は鞄から『
紅き聖書
 ブラツデイバイブル

 』を取り出し、新たなる罪を刻む。



「あれー。ジューくん、ビブレ出して、どうしたの？」



「ビブレじゃねえ、ブラッディバイブルだっ！」



　キッチンからの声に突っ込み返す。略した上で間違うとか、もう悲しくなるよ。



「またなにか思いついたの？」



「くくっ。まあな。やれやれ、自分の発想力が恐ろしいぜ」



「へえー。すごいね、どんなのー？」



　料理を続けながら、鳩子は何気なく問うてくる。しかし俺は、槍をシンプルに夜にして『夜魔刀撫子』にしたらもっとよくなるんじゃねえのか、なんて考えていたために、



「んー、まあ、いろいろだ」



　なんて、生返事をしてしまった。



　いつもなら話はそれで終わりである。鳩子は俺の
類
 たぐい

 まれなるセンスを理解できないタイプの人種であるため、そこまで深く追求してくることはない。



　しかし──今日は違った。



「ええー。いーじゃん。今教えてよー」



　鳩子はしつこく、というほどしつこくもないが、とにかくいつもより少しばかり、
粘
 ねば

 ったのだ。



　そんな鳩子のことを、俺はあろうことか──
鬱陶
 うつとう

 しいと感じてしまった。



「やだよ。言ってもしょうがねえって」



　そして俺は言ってしまう。



　最低の台詞を。



　最悪の台詞を。



　俺はこの台詞を吐いたことを、生涯後悔し続けることになる。







「どうせお前にはわかんねーだろ」







　かつーん、と。



　なにかが、落ちる音がした。俺はノートに文字を
綴
 つづ

 る手を止め、振り返る。キッチンにはお玉が転がっていた。さっきの音は、鳩子がお玉を落とした音だったらしい。



「なにやってんだよ。大丈夫か？」



　俺は鳩子の背に声をかける。しかし、反応はなかった。落としたお玉を拾おうともしない。まるで魂が抜けたように、微動だにしなかった。



「鳩、子……？」



「…………いよ」



「え……」



「わっかんないよっ！」



　鳩子が──キレた。
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「『ブラッディ』ってなにがかっこいいの？　ブラッドって血だよね？　私、血は嫌いだよ！　かっこよくないよ痛いだけだよ！　『狂う』ってどこがかっこいいの？　狂うっておかしくなるって意味だよ、そんなのやだよ！　クレイジーのどこがいいか全然わかんない！　『罪深い』ってなんなの!?
 　なんで罪深いのがいいの!?
 　
贖
 あがな

 いってなに？　罪深い人がかっこいいなら、犯罪者ってみんなかっこいいってこと!?
 　そもそも『
混沌
 こんとん

 』ってなに？　カオス？　だからなんなの!?
 　なんで『黒』とか『白』なの？　モノトーンなんて地味なだけじゃん！　私はもっとカラフルなのが好き！　ピンクとか緑とか黄色が好き！　『赤』と『
紅
 あか

 』ってなにが違うの？　『青』と『
蒼
 あお

 』ってなにが違うの？　同じでしょ!?
 　『
闇
 やみ

 』ってなに!?
 　闇だったからってなんなの？　暗ければいいの？　暗いとかっこいいの？　『闇の人格』もいらないよね!?
 　いたら困るだけだよ絶対！　ていうか二重人格って病気だよ!?
 　サヴァン症候群だってそう！　病気なんて嫌だよ！　
辛
 つら

 いよ！　『殺人衝動』ってなにがいいの？　人を殺さずにはいられないとなにがすごいの？　人殺しがかっこいいわけないじゃん！　人を殺しちゃ駄目なんだよ！　『正義』と『悪』だとなんで『悪』がいいの？　悪って悪い方だよね？　なんで悪い方がいいの？　悪いから悪なんじゃないの？　右腕が
疼
 うず

 くとなんでかっこいいの？　『自分の力を制御できない感じがたまらない』って、そんなのただの間抜けな人じゃん！　きちんと制御できる人の方がかっこいいよ！　立派だよ！　普段は力を隠してるとなんですごいの!?
 　そんなのただの手抜きだよ！　何事にも全力で取り組む人の方がかっこいいよ！　髪が白くて目が赤いとイカしてるの？　そんな人気持ち悪いよ！　ウサギさんだよ！　『死』『魔』『滅』『凶』『禍』『虚』『終』……なんでこういう怖い漢字ばっかり使うの!?
 　縁起でもないよ！　もっと幸せな漢字を使えばいいじゃん！　どうして『二つ名』とか『異名』をつけるの？　いっぱい呼び名があったってわかりにくいだけじゃんっ！　英訳でもなんでもないカタカナ付けないでよ！　覚えらんないんだよ！　『
真名
 まな

 』だってそうだよ！　真名にはどういう意味があるの!?
 　つけたからってなにかいいことあるの!?
 　
鎮魂歌
 ちんこんか

 って書いてレクイエムって読まないでよ！　
禁忌
 きんき

 って書いてタブーって読まないでよ！　聖戦って書いてジハードって読まないでよ！　聖戦って書いてケンカって読まないでよ！　凶器と狂気をかけて喜ばないでよ！　奇跡と軌跡をかけて喜ばないでよ！　最強と最凶をかけて喜ばないでよ！　ギリシャ神話とか聖書とか北欧神話とか日本神話とか、ちょっと調べたぐらいでそういう話しないでよ！　『名前がかっこいい』ってそれだけなの!?
 　内容もちゃんと教えてくんなきゃ意味がわかんないよ！　
天照
 あまてらす

 と
月詠
 つくよみ

 はどういう神様なの!?
 　ゼウスやオーディーンはなにをした神様なの!?
 　堕天使ルシファーが元は大天使だった……ってだからなに!?
 　
堕
 お

 ちるとかっこいいの!?
 　教えるならちゃんと教えてよ！　それに神話に出てくる武器の説明されてもなにも楽しくないよ！　グングニルもロンギヌスもエクスカリバーもデュランダルも
天叢雲剣
 あめのむらくものつるぎ

 も意味不明だよ！　なにがかっこいいのか全然わかんないっ！　
他
 ほか

 の用語だって
謎
 なぞ

 だよ！　原罪とか
十戒
 じつかい

 とか創世記とか
黙示録
 もくしろく

 とかアルマゲドンとか……『名前がいいだろ？』ってどういうこと!?
 　名前だけでかっこいいとかあるの!?
 　『雰囲気で感じろ』ってそんなこと言われても無理だよ！　ダサいものは何度見てもダサいんだよ！　ていうか神話とか聖書とか最初っから興味がないのっ！　動物だって全部気持ち悪いよ！　ケルベロス、ウロボロス、
八岐大蛇
 やまたのおろち

 、フェンリル、
不死鳥
 フエニツクス

 ……変な動物ばっかり！　私はもっと普通にかわいい動物が好きだよ！　子犬とか子猫が好きなの！　
相対性理論
 そうたいせいりろん

 とかシュレディンガーの猫とか
万有引力
 ばんゆういんりよく

 とか、ちょっとネットで調べただけで知ったかぶらないでよ！　そんな中途
半端
 はんぱ

 な知識で説明されてもちっともわからないんだよっ！　頭がこんがらがっちゃうんだよっ！　ニーチェとかゲーテの言葉を引用しないでよ！　よく知らない人の言葉を引用されてもなにが言いたいのか全然わかんないんだよ！　自分の言葉で語ってよ！　お願いだから私がわかること話してよ！　『ちゅーに』ってなんなの？　『ちゅーに』ってどういうことなの？　わかんないわかんないわかんないわかんないわかんないわかんないわかんないわかんないわかんないわかんないわかんないわかんないわかんないわかんないわかんないわかんないわかんないわかんないわかんないわかんないわかんないわかんないわかんないわかんないわかんないわかんないわかんないわかんないわかんないわかんないわかんないわかんないわかんないわかんないわかんないわかんないわかんないわかんないわかんないわかんないわかんないわかんないわかんないわかんないわかんないわかんないわかんないわかんないわかんないわかんないわかんないわかんないわかんないわかんないっ！　ジューくんの言うことは昔っからなに一つこれっぽっちもわかんないんだよぉおおおおーーーーっ！」



　そんな──



　そんな、長い長い悲鳴のような絶叫を終えると、
鳩子
 はとこ

 は逃げるように駆け出した。部屋から飛び出し、
俺
 おれ

 の視界から一瞬で消え去る。



　俺は──動けなかった。



　ぽかん、としてしまった。なにが起きたのか、全くわからなかった。怒ればいいのか悲しめばいいのかもわからない。
『脳高速』
 アクセルブレイン

 を使いたくなるほどに、思考速度が低下してしまっている。



　超展開過ぎて──笑えない。



「……は、鳩子……鳩子ぉ！」



　数秒後、ようやく思考が現実に追いついた俺はソファから立ち上がり、鳩子を追いかけた。とりあえず、追いかけなければならないと思ったのだ。



　玄関には鳩子の靴があった。しかし、さっき玄関の戸が開く音は聞こえたから──



「あいつ、スリッパで飛び出したのかよ……！」



　そんなにも気が動転したというのか。



　いったいどうして……。



　俺のせい、なのか？　状況から考えて、どう考えても俺が原因だろうとは思うが、しかし情けないことに、俺は俺のなにが悪かったのかよくわかっていなかった。



「くそっ。なんだってんだよ……」



　泣きたい気分で
嘆
 なげ

 く──と、なにかが後頭部に直撃した。あまりの衝撃に、玄関に立っていた俺は玄関のドアに勢いよく激突──頭突きしてしまった。



　額と後頭部の激痛に耐えながら足元を見ると、そこには百科事典が落ちていた。こんな鈍器にもなり得るものを俺にぶん投げる
奴
 やつ

 なんて──



「てめえ……」



　背後から、怒気を隠そうともしない姉貴の声が聞こえた。



「鳩子ちゃんになにしやがった？　今、泣きながら走ってったぞ？」



　二階の姉貴の部屋からは、家の前の道を見下ろすことができる。鳩子の絶叫や足音、そして玄関を開く音を聞いた姉貴は、
咄嗟
 とつさ

 に窓の外を
覗
 のぞ

 いたのだろう。



　鳩子は、泣いていたのか。



　去り際にそう見えたのは、見間違いじゃなかったのか。



「まさか……」



　姉貴は
震
 ふる

 える声で言った。



「お、押し倒しちゃったのか？」



「んなわけねーだろ、この馬鹿姉貴！」



「ああ？　馬鹿だと？」



　瞬間、後頭部を
鷲摑
 わしづか

 みにされ、頭をドアに押し付けられた。冗談みたいな握力で、ぎりぎりと俺の頭を
締
 し

 め付けてくる。



「馬鹿なのは──女を泣かせたてめえだろうが」



「…………」



「追いかけろ」



　命令口調で言い切り、姉貴は俺の頭を開放する。



「鳩子ちゃん見つけるまで帰ってくんな。女を泣かすようなクズ野郎に、
安藤
 あんどう

 家の
敷居
 しきい

 はまたがせねえ」



「……はっ。敷居またがねえと外に出れねーよ」



　俺は振り返りもせずに、玄関を開けた。



　追いかけろ？



　言われるまでもなく、そうするつもりだ。











「……あ、携帯に電話すればいいじゃん」



　と、気づいたのは、鳩子が行きそうな場所、逃げ込みそうな場所、隠れそうな場所を駆けずり回った後──鳩子を探し始めてから、かれこれ二時間が経過したときだった。



　近所の商店街の路地裏にて、乱れた呼吸を必死に整えながら、携帯という文明の利器をすっかり
忘却
 ぼうきやく

 していた自分を恥じる。



「くそ、一番初めに思いつけってんだよ……」



　それとも──なにか。



　俺はもしかして、この
期
 ご

 に及んでかっこつけたかったのか。



　小学生の頃、階段裏に隠れた鳩子を見つけたときのように、あたかも偶然見つけたような素振りをしたかったのか。



　本当は──校庭に避難した生徒の中に鳩子がいないことに気づいてから、
慌
 あわ

 ててあちこち探し回ってようやく見つけたというのに。



　俺は今回もまた、「バーカ、お前の隠れそうな場所なんか一発でわかるんだよ」と、
幼馴染
 おさななじ

 みに対して主人公が言いそうな
台詞
 せりふ

 でかっこつけたかったのか？



　ふざけんな。



　かっこつけてる場合じゃねえだろうが。



「……くそったれ」



　俺は携帯を取り出し、鳩子の番号にかけた。さっきの態度からすると電話をかけても出てくれそうにもないが、とりあえずかけてみるしかない──
賭
 か

 けてみるしかない。



　出てくれよ、と祈るような気持ちで、待ち続ける。



　数回コール音がし、そして電話が
繫
 つな

 がった。



「鳩子っ!?
 」



『残念。鳩子ちゃんじゃないよ。僕、僕』



　電話口から響いたのは、男の声だった。この腹が立つ軽薄な口調は──



「……まさか、
相模
 さがみ

 か？」



『正解。サガミンこと、相模
静夢
 しずむ

 くんだよ』



「てめえ……なにしてんだよ」



『んー。てくてくと歩きながら、定期的に僕の精液を
摂取
 せつしゆ

 しないと生きていけない幼女吸血鬼でも現れないかなー、って思ってたとこだけど？』



「……悪りぃ。今はお前の下ネタに突っ込んでる余裕はねーんだ」



『確かに
切羽詰
 せつぱつ

 まってそうな声だね。いいよ。じゃ、僕も
真面目
 まじめ

 モード入る』



　あの相模が真面目モードに入るとは……。俺の
焦
 あせ

 りや
怯
 おび

 えが、電話越しでも伝わってしまったのだろうか。



「なんでお前が鳩子の携帯に出てんだよ？　鳩子が近くにいるのか？」



『違うよ。さっき、道歩いてたら鳩子ちゃんとぶつかってさ。
割烹着
 かつぽうぎ

 姿でスリッパの鳩子ちゃんにね。鳩子ちゃんは脇目もふらずにどっかに走ってっちゃったんだけど、そんとき、携帯を落としてったんだよ。それを僕が拾ったってわけ』



　つまり、鳩子は今、携帯を持っていない──連絡手段を持ってないってことか。



　
畜生
 ちくしよう

 、ついてない。



『ねえ安藤。なんかあったの？　スリッパで全力疾走とか、普通の事態じゃないと思うんだけど』



　相模からの問いに対して、俺は答えることができなかった。俺自身、なにがあったのかまだよくわかっていないのだ。



　鳩子が突然
激昂
 げきこう

 し、突然飛び出した理由がわかっていない。



　だから「……知らねーよ。あいつがいきなりキレて、飛び出してったんだよ」と、投げやりな返答をすることしかできなかった。



　それなのに相模は、



『ああそう。やっぱりね。だと思ったよ』



　と、納得の返事をした。全てを察したようなその言葉に、俺は
嚙
 か

 み付くように問い返してしまう。



「相模……どういう意味だ？」



『そのままだよ。割りと予想通りの事態だな、と思っただけ。安藤にとっては超展開なのかもしれないけど、僕にとっては予定調和もいいところだからさ』



　予定調和、だと？



　今の、この状況が？



「わけわかんねーこと言ってんじゃねーよ、相模。ふざけてんなら切るぞ」



『わけわかんねーっていうのは──鳩子ちゃんが感じてた気持ちだろう？』



　相模は言った。



『僕と安藤は高校からの付き合い──初対面は中学のときだけど、とにかく一年か二年くらいの付き合いだ。だから、安藤と鳩子ちゃんが一緒にいるところも何度も目撃してるんだけど──はっきり言って、かなり気持ち悪かったよ』



「気持ち悪かった……？」



　俺と鳩子が──俺と鳩子の関係が？



『だって安藤と鳩子ちゃんって、笑っちゃうぐらいに嚙み合ってないだろう？　なんで一緒にいるのかさっぱりわかんないよ』



「……………」



『きみは僕のことを「話は合うけど趣味が合わない」と表現したことがあるし、僕も言い得て妙だと思ったけど──それに
則
 のつと

 って言えば、鳩子ちゃんは「話も趣味も合わない」だろう？　そんな二人が一緒にいて、なにが楽しいんだよ』



「なにが楽しいって……」



　普通に楽しかった。話も趣味も合わないのに、俺達は友達で、
腐
 くさ

 れ縁の幼馴染みで、ずっとうまくやってきたはずだ。



『安藤がうまくやってきたと思うなら、それは鳩子ちゃんのおかげだよ。彼女がそういう風に振る舞ってきたから、安藤はなにも感じなかったんだろう。でもその
代償
 だいしよう

 として、鳩子ちゃんの方はずっとストレスを感じてたんじゃないかな？　きみとの不協和音に、ずっと頭を悩ませてたんじゃないかな？』



「……待て、待てよ、相模。ストレスとか悩みとか……。あいつは、そういうのとは無縁な奴で──」



『おいおい安藤。
現実
 リアル

 と
虚構
 フイクシヨン

 を一緒にするなよ』



　ひどく
呆
 あき

 れた声で、相模は言った。



　それは、誰よりも相模にだけは言われたくない台詞だった。



『ストレスや悩みと無縁？　そんな奴いるかよ。鳩子ちゃんは僕が大好きなヒロインキャラじゃない。
現実
 リアル

 の、ウザくって面倒くせー女なんだよ』



　相模の口調は強くも弱くもない。いつもの
淡々
 たんたん

 とした口調だ。



　それなのに、痛いぐらいに心に響いた。







　──ジューくんの言うことは昔っからなに一つこれっぽっちもわかんないんだよぉおおおおーーーーっ！







　あの、あまりにも長い、
永劫
 えいごう

 にも思われた絶叫が脳内で再生された。



『
岡目八目
 おかめはちもく

 っつーのかな。
傍
 はた

 から見てる僕だから見えることもあるんだよ。たぶん、文芸部のメンバーあたりは、きみらのことを気持ち悪いとは思ってなかったはずだよ。きみらの関係をいいものだと信じたいって気持ちの方が強いだろうからね』



　違和感ぐらいは感じてたかもしれないけど。と、相模は付け足した。



『一言でまとめると──安藤が
厨二
 ちゆうに

 過ぎて鳩子ちゃんが愛想を尽かした。それだけのことだよ』



「……そう、なのか？　本当に、そうなのか？」



『さあ？　あ、言っとくけど、僕の言うことに根拠はないからね。推理でも推測でもなく、あくまでただの感想
 だから』



　あまりに無責任なことを言う相模だったが、今は腹も立たない。無関心なその態度が逆にありがたくもあった。



　腹が立つのは──自分自身に対してだけだった。



「相模」俺は言う。「鳩子とぶつかったのは、どこでだ？」



『学校と駅の間ぐらいにあるコンビニの前だったかな』



「わかった……なあ、ダメ元で聞くけど、鳩子を探すの手伝ってくれないか？」



『はあ？　嫌だよ。僕はこれから駅前のゲーセン行って「プリキュアデータカードダス」で遊ぶんだから』



　だよな、と俺は
頷
 うなず

 いた。



「いろいろサンキューな」



『気にするなよ、友達だろ？』



「ああ、お前はサイッコーの友達だよ」










☆










　走り疲れた私は、今にも沈みそうな夕日に照らされた川沿いの道をとぼとぼと歩いていた。そこで最初に気づいた失敗は、スリッパのまま外に出たことだった。



　外履きよりも圧倒的に底が薄いから、足がすっごく痛くなった。おまけに走ってる途中、かたっぽをどこかでなくしてしまった。残る片方も、土やら泥やらのせいでボロボロのぐちゃぐちゃになってる。



「……ていうか、これジューくんちのじゃん。どうしよ……
弁償
 べんしよう

 しなきゃ」



　次に気づいた失敗は、割烹着で出てきてしまったこと。外でこの姿は、さすがにちょっぴり恥ずかしい。



「でも……今日はちょっと寒いし、ちょうどいいや。最近、日が長くなってきたけど、もうすぐ夜になるし……あ、今、何時なんだろう」



　と、ポケットに手を入れて、新しい失敗に気づく。



　携帯がない。どこを探してもない。



　どこかに落としちゃったのかな。



　もしかして、さっき相模くんとぶつかったときかな……？　あ、そういえば、ぶつかってごめんねって言ってないや。今度会ったら、ちゃんと謝ろう。



「…………」



　そして──最後に気づいた失敗は、ジューくんにあんなことを言ってしまったこと。



　後悔も自己嫌悪もあるけれど、今の気持ちを最も的確に表現するなら、『失敗した』って感じだった。



「……やっちゃったなあ」



　言うだけ言ったらすっきりした──なんてことはない。言わなきゃよかった、としか思わない。でも、泣くだけ泣いたら、やっと頭は冷静になってきた。



　なんであんなことを言っちゃったんだろう、と他人事のように考えてみる。



「きっかけは
工藤
 くどう

 さん、なのかなあ……」



　こないだ、彼女がジューくんに告白したとき、頭の中が真っ白になった。すぐにそれは誤解だったとわかってホッとしたけれど──同時に、怖くもなった。



　私とジューくんはずっと一緒にいた。ずっとずーっと一緒にいた。



　だけど、いつまでも一緒にはいられないのかもしれない。



　工藤さんのせいで（おかげで？）、そのことをリアルに感じてしまった。



「あー、でも、違うかな。どっちかって言えば、
千冬
 ちふゆ

 ちゃんとか、
灯代
 ともよ

 ちゃんの事の方が、ショックだったし……」



　誰に聞かせるというわけでもないのに、自然と口から言葉が
漏
 も

 れてゆく。



　私はジューくんと家族みたいに一緒にいたのに、ジューくんをよく理解できていない。



『ちゅーに』が、まるでわからない。



　いくら説明されても、全然さっぱりわからない。



　灯代ちゃんと
彩弓
 さゆみ

 さんは『ちゅーに』の意味がわかっている。千冬ちゃんも、ほんの少しだけれど、わかるようになったっぽい。



　私だけだ。



　私だけ──まるでわからない。



　ずっと一緒にいても、何度説明されても。



　ずっと一緒にいるのに、何度も説明されているのに。



　わからない──



「……灯代ちゃんとジューくん、二人っきりでなにを話したんだろう？」



　きっと私にはわからないことを話したんだろう。



　いつものように、楽しそうに話したんだろう。



「……んー？　あれ、あれあれ？」



　
悶々
 もんもん

 と悩みながら歩いていたが、ふと気づいた。



　ここ、どこだろ？



　慌てて辺りを見渡してみるけど、まるで見覚えがない風景ばかり。当たり前のように川沿いの道を歩いてたけど、こんなとこは初めて歩いた。



　無我夢中で走り回っていたら、いつのまにか知らない街まで来てしまったらしい。



「……う、うわー、私、すごいなー」



　妙に感心してしまった。我ながらなかなかの俊足である。そういえばジューくんにも、「お前って無駄に運動できるよな」って
褒
 ほ

 められた（？）ことあったっけ。



「……ジューくん」



　幼馴染みのことを思い出したら、急に
寂
 さび

 しくなり、心細くなった。



　帰りたいけど帰りたくない。



　会いたいけど、どんな顔して会ったらいいのかわからない。



　矛盾した感情が、私の中で渦を巻いている。



　ていうか現実的に帰れないよー。



　自分がどこから歩いてきたのか、まるで思い出せないもん。



「あーあ、ほんとに、やっちゃったなあ……」



「あーあ、ほんとに、やっちまったなあ……」



　と。



　私の
独
 ひと

 り言に、いきなり誰かがハモッた。驚いて顔を上げると、川沿いの土手に男の人が座っていた。年は二十代前半くらい。風にたなびく草に囲まれた彼は、頭を抱えて深刻そうな顔をしている。



　すると、その人がこちらを向いた。



「あ、ど、どうも……」



　目が合ったので、なんとなく頭を下げた。男の人も無言で会釈を返してくれた。ちなみに、目が合ったといっても、正確には片目だけだ。



　彼は──右目に眼帯をつけていた。



　白い眼帯である。



　病院でもらうような、医療用の白い眼帯。



「お嬢ちゃんは、高校せ……い？」



　彼は言った。語尾が疑問形だったのは、私の格好が珍妙だからだろう。制服オン割烹着、ウィズスリッパアンドソックスである。ううむ。我ながら恥ずかしいですなー。



「はい。高校生です」



「高校生か。懐かしいなあ」



　彼は
感慨
 かんがい

 深そうに言った。



「今となっちゃあ、なんも考えずに馬鹿やってたあの頃に戻りたいと思うけど、考えてみると、当時は当時でそれなりに悩んでた気もするな。今のお嬢ちゃんみたいによ」



「お兄さんも、今、なにか悩んでるんですか」



「まあな。やれやれ、人生は悩みの連続だぜ」



　するとお兄さんは自分の横を差して、座れば？　と目で言ってきた。なんとなく、隣に座ってみる。ちょうど、走り疲れて休憩したかったところだ。



「お嬢ちゃん、名前は？」



　何気なくお兄さんが言った。普段なら、いくら人がいいと評される私でも、初対面の男の人に名前を教えたりはしない。だけど、今の私はなんとなく自暴自棄にも近い気持ちだったので、



「
櫛川
 くしかわ

 鳩子と申します。焼き鳥の串じゃなくて髪を
梳
 す

 く
櫛
 くし

 と、棒が三本の川で、櫛川。
従兄弟
 いとこ

 、
再従兄弟
 はとこ

 のはとこじゃなくて、クルッポーの鳩に子供の子で、鳩子です」



　と、
丁寧
 ていねい

 に字まで教えてしまった。



「お兄さんは？」



　社交辞令のような気持ちで問い返すと、お兄さんは楽しそうに笑った。



「かかっ──」



　
乾
 かわ

 いた、独特の笑い声だった。お兄さんは、待ってましたとばかりの得意げな笑顔で、名乗りを上げる。



「俺の名は
霧龍
 キリユウ

 ・ヘルドカイザ・ルシ・ファースト。この世界じゃ、
桐生一
 きりゆうはじめ

 という仮の名で通している」



「…………」



　外国の人？
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　偶然出会った
桐生
 きりゆう

 さんは、たぶん外国で生まれた人なんだろう。だから長ーい名前があるし、日本に帰化しているから日本用の『桐生
一
 はじめ

 』という名前もある。



　我ながら名
推理
 すいり

 だ。



　長い方の名前は全く覚えられなかったから、桐生さんと呼ぶことにしよう。



「桐生さんの悩みはその眼帯に関係するんですか？」



　なんとなく尋ねると、桐生さんは「……ああ」と、
物憂
 ものう

 げに
頷
 うなず

 いた。



「禁じられた力を
酷使
 こくし

 したせいで、少しずつ負荷が溜まってるんだよ。今はまだ大したことないが、いずれは光が閉ざされるかもしれないな……」



「なるほど、疲れ目ですねー」



「つ、疲れ目っ？　……いや、うん、まあ、間違ってねえ、のか……？」



「疲れ目のときは、冷たいおしぼりと熱いおしぼりを交互に乗せるといいんですよ。血管が伸びたり縮んだりして、血行がよくなるんです」



　私はとっておきの知恵袋を
披露
 ひろう

 してみたけど、桐生さんは微妙な表情のままだった。



　と、彼のコートのポッケに、白い紙を見つけた。なにかと思えばお医者さんからもらう領収書である。『
佐々木
 ささき

 眼科』と書いてあった。



「……おっとっ！　違う、これは違う！　これは友達のだから！」



　私の視線に気づくと、桐生さんは
慌
 あわ

 てて領収書をしまい直した。



「その目……病院に行くほど悪いんですか？」



「い、いや……この禁断の瞳は現代の医療では……あー、いいや、もう面倒くせ。ああ、うん、ちょっとねー、やっちゃってねー。三日ぐらい入れっぱなしにしちゃったんだよね……」



　
諦
 あきら

 めたように息を吐き、投げやりな口調で言う。



「なあ、お嬢ちゃん。医者から『あなたは体質的にコンタクトが合わないようだから、もうコンタクトの着用は控えた方がいい。視力
矯正
 きようせい

 用ならまだしも、あなたのはお
洒落
 しやれ

 のためのカラーコンタクトでしょう？』とか言われちゃったら、どうすればいいと思う？」



「？　コンタクトをつけるのを止めたらいいんじゃないでしょうか？」



「……だよなあ」



　桐生さんはがっくりと肩を落とした。



「いや、けどなあ……。
紅
 あか

 い眼は
俺
 おれ

 のアイデンティティだし、オッドアイやヘテロクロミアは永遠の
憧
 あこが

 れだし……でも、医者に言われたら止めるっきゃねえのかな……。普通に眼ぇ
腫
 は

 れてて痛いしよ……」



　真剣な顔で悩む桐生さん。なんの話かいまいちわからなかったが、なんとなく、しょーもない悩みのように思えた。



「……しょーもねえことで悩んでるな、って思ってるだろ？」



　じろり、と
睨
 にら

 まれてぎくりとする。慌てて「い、いえいえっ。大変
高尚
 こうしよう

 な悩みであると思っておりますっ」と首を振るが、桐生さんはつまらなそうに、



「構わねーよ。それが人間って生き物だろ」



　と、言った。



「
所詮
 しよせん

 、他人の悩みはどこまで行っても他人の悩みだ。他人の悩みはしょうもないものに見えるし、逆に自分の悩みは特別なものに感じる──それなのに、人間ってのは、どうも他人と悩みを共有したがる傾向にあるんだよなあ」



　えっと……、急に、なにを言ってるんだろ？　きょとんとしてしまう私を無視して、桐生さんは
独
 ひと

 り言のように語り続ける。



「人は、自分が集団から
弾
 はじ

 かれることをひどく恐れる。しかし、かといって集団に埋もれることもよしとはしない。
他
 ほか

 の誰でもない自分でありたいと願いながら、同時にその他大勢に含まれることを望んでいる。そういう矛盾を無意識に放置して、のうのうと中途
半端
 はんぱ

 に生きている社会的動物が──人間だ」



「…………」



　いよいよなにが言いたいのかわからなくなってきた。そんな気持ちが顔に出てしまったのか、桐生さんは「要するに」と、話をまとめに入った。



「人は誰もがオンリーワンな存在であるのに、そのことを忘れて自分と他人が同じ生き物だと勘違いする傾向にある。だから、そこに『
摩擦
 まさつ

 』が生じるってわけさ。現代社会における人間関係の悩みなんてのは、ほとんどはその摩擦から生まれる」



　摩擦。



　彼の話はほとんど意味不明だったけれど、その単語だけはいやに胸に響いた。



　私が今感じているのが、まさしくその『摩擦』なんじゃないのか、と思ったからだ。



「どいつもこいつもわかってねーんだよ。人間なんて全員が全員別の生き物だ。人『類』って言葉で
括
 くく

 るのがアホらしくなるくらいにな」



「…………」



「さぁて──」



　いきなり、桐生さんが私の方を見た。



　眼帯をしていない方の、黒い瞳で。



「ところでお嬢ちゃんは、自分の悩みが
矮小
 わいしよう

 でありきたりで
凡庸
 ぼんよう

 だと言ってもらえると安心するタイプか？　それともショックを受けるタイプか？」



　それは、これからお前の悩みを解消してやるよ、という宣言にも聞こえた。



　事実──そうだった。










☆










『もしもし、
安藤
 あんどう

 ？　どうしたの、こんな時間に』



「
灯代
 ともよ

 。
鳩子
 はとこ

 、そっちに行ってねえか？」



『鳩子？　え、来てないけど……、どうしたの？』



「そうか。悪かったな」



『ちょ、ちょっと待ちなさいよ！　なに、どうしたの!?
 　なんかあったの!?
 』



「鳩子がいなくなった。それだけだ」



『はあ!?
 　ちょっと、それどういうこと!?
 　いなくなったって──』



　電話を切った。



　鳩子が灯代の家にいる可能性は
極
 きわ

 めて低かった。灯代の家は電車を乗り継がなければ行けない位置にあるのだが、鳩子は今、財布を持っていない。俺の家に鞄ごと財布を置いたまま飛び出して行ったのだ。



　だから鳩子は交通機関を利用できない。しかしそれでも、鳩子が徒歩で灯代の家に向かったという可能性はゼロじゃなかったから、念の為に電話してみたが、意味はなかったようだ。



　
彩弓
 さゆみ

 さんと
千冬
 ちふゆ

 ちゃんにも連絡を取ったが、結果は同じだった。



　他にも、鳩子が頼りそうな友人に手当り次第連絡を取ってみたが、なにも手がかりはなかった。



「手
詰
 づ

 まり、か……」



　近くにあった電柱によりかかると、一気に疲れが襲ってきて、アスファルトにしゃがみ込んでしまった。日頃の運動不足がモロに
祟
 たた

 っている。



「……やっぱ、あれだな。世界を救うためには、技名や能力名考えるよりも先に、走り込みとか腕立て
伏
 ふ

 せとか、するべきだったな」



　
今更
 いまさら

 言っても後の祭りだけど。



　やはり、家に帰って連絡を待っていた方がいいのだろうか。もしかしたら、後一時間もすればひょっこりと戻ってくるのかもしれない。



　電話をかけた鳩子の友人達からも、そんなアドバイスを受けた。「大丈夫だよ、鳩子ちゃんも子供じゃないんだから」「いなくなってまだ三時間ぐらい？　それじゃ、いなくなったっては言わないよ」とか、失笑混じりで、そんな答えが帰ってきた。



　だけど、俺はそんな風に楽観的には考えられない。



　嫌な予感がする。



　あの悲鳴のような絶叫が、いつまでも頭から離れない。



　時間が
経
 た

 つに連れて、胸の奥で恐怖に近い感情が
膨
 ふく

 らんでいく。このまま、鳩子がどこかに行ってしまうような気がする。



　危機感と
焦燥
 しようそう

 感、そして使命感に後押しされて、俺は再び立ち上がった。



「手詰まりなら……足を使うまで」



　そして──俺は走り出す。



　走れ。



　
疾走
 はし

 れメロス。











「…………ぐっああ」



　街中を走り回った
挙句
 あげく

 、とうとう体力が切れた俺は、冗談みたいに盛大にずっこけた。アスファルトの道路ではなく、川沿いの土手だったことがせめてもの救いだろう。車に
轢
 ひ

 かれる心配もないし、ダメージも少なくて済んだ。



　それでも、ブレザーやズボンが少し破れ、
膝
 ひざ

 や
掌
 てのひら

 から血が出たりした。



「くっそ……立てねえ」



　限界を超えて走り回ったせいで、俺のライフゲージは完全にゼロとなっていた。



「……どこにいやがんだよ、鳩子の
奴
 やつ

 」



　これだけ探しても見つからないということは──と、一瞬最悪な想像をしてしまう。落ち着け。落ち着けよ。さっきから悪い方に考えすぎだ。もしかしたら、そのどっかで寝てるのかもしれないし、偶然知り合った人と仲良くおしゃべりしてるだけかもしれない。



　なのに──どうして。



　どうしてこんなにも──胸がざわめく。



「……ああ、そっか」



　うつ伏せのまましばらく考えて、ようやく
謎
 なぞ

 の焦燥感の正体に気づいた。



　初めて、なんだ。



　鳩子がそばにいないという状況が初めてで、だから俺は
焦
 あせ

 っているんだ。もちろん、
幼馴染
 おさななじ

 みだからって四六時中一緒にいたわけじゃないけれど、鳩子はいつだって俺のそばにいて、いつだって俺の味方をしてくれるのだと、勝手に思い込んでいた。



　ずっと家族みたいに生きてきた。



　だから──あんな風に一方的に拒絶されたせいで、もう鳩子が帰ってこないんじゃないかと、恐れている。



「……行かねえと」



　力を振り
絞
 しぼ

 り、立ち上がる。一瞬でも気を抜くと倒れてしまいそうだった。



　一歩
踏
 ふ

 み出した──そのときだった。



「安藤っ！」



　聞き覚えのある声がした。顔を上げて目を
凝
 こ

 らすと、前から灯代と彩弓さんが走ってくるところだった。



「二人とも……どうして、ここに」



「どうしてって、あんな電話もらったら心配するに決まってるでしょ！」



　いや、俺が聞いたのはどうしてここに俺がいるのがわかったって意味だったんだけど──ああ、そうか。そういえば、ここは灯代の家に向かう道の途中だった。



　灯代と彩弓さん、どちらが言い出しっぺかはわからないが──



「……鳩子の心配して、来てくれたのか」



「それだけではありません。安藤くんの心配もしていましたよ。まったく、なんですかこの有り様は……」



　
呆
 あき

 れた表情で言いながら、彩弓さんは俺に触れる。
《始原》
 ルートオブオリジン

 。それだけで俺の
怪我
 けが

 は治り、破れた制服は元通りになった。



「ちなみに、千冬さんは呼んでません。こんな時間から小学生を連れ出すわけにはいきませんからね」



「大丈夫、安藤……？」



　心配そうに言う灯代に、「ああ」と頷く。実際には大丈夫じゃないけれど、強がった。



「フェンリルを置いてきたのは失敗だったぜ……。あいつがいれば、ここまで体力は消費しなかった」



「フェンリル……？」



「俺の主な移動手段にして、宿命の愛機だ。この世界では自転車と呼ばれていたかもしれないな」



「……自転車に名前を付けるっていう、初歩中の初歩みたいな
厨二
 ちゆうに

 にはもはや突っ込む気も起きないわね」



　二人が来てくれたことは素直にありがたかった。今はとにかく人手が欲しかったのだ。



「じゃあ、俺はあっち探すから……。二人は──」



　歩きながら指示を出していると、途中でまた転んでしまう。怪我が全て完治しようとも、減った体力までは回復していなかった。



「ちょっと……あんた、本当に大丈夫？　顔色……やばいわよ」



「……ほっとけ。大丈夫だ」



　再び立ち上がり、歩き出そうと足を踏み出すが、



「ま、待ちなさいよっ」



　と、灯代に肩を
摑
 つか

 まれて制止させられた。



「いったいどうしたっていうの？　なんで鳩子がいなくなったのかも、なんであんたがそんなに必死なのかも全然わかんないんだけど。ちゃんと説明してよ」



　真っ直ぐな瞳が俺を見据える。痛いぐらいに真剣な
眼差
 まなざ

 しだった。逃げられそうにないと感じて、俺はその場に、崩れるように腰を下ろした。



「……無自覚な善意っていうのは、自覚的な悪意よりもよっぽど恐ろしいよな」



　自然と口から言葉が
漏
 も

 れる。独り言と言えば聞こえはいいが、ただ自暴自棄になって泣き言を上げているだけだった。



「自分の行為が人のためになってると勘違いしている奴ほど
厄介
 やつかい

 な奴はいねーよ。カラオケで歌いたくないって言ってる奴に『一緒に歌ってあげるから』って言い出す奴。頼んでもねーのに『勉強教えてあげようか』って頭いいアピールしてくる奴。子供のためになると思って聞いてもいない自慢話をする親や親戚……」



　あとは、と言って俺は顔を伏せる。恥ずかしくてみっともなくて、顔を上げていることができなかった。



「あとは……自分の趣味を他人に押し付ける奴……」



「…………」



「……俺さ、昔っから鳩子にいろんなものを
薦
 すす

 めてきたんだよ。漫画とかラノベとか。もちろん薦めるだけじゃなくて、俺が考えた理論や設定、能力、二つ名……そんなもんを、ずっと鳩子に言い聞かせてきた」



　俺は厨二病だからな、と。



　
自虐
 じぎやく

 的に、珍しく自虐的に──俺は言った。



「俺がかっこいいと思うものを鳩子にもかっこいいって思って欲しかった。楽しみを共有したかった。本当に……ただそれだけだった」



　悪意など
欠片
 かけら

 もない、善意からの行動だった。



　一番厄介な、善意からの行動だったのだ。



「だけど──鳩子はずっと迷惑がってたのかな……。俺のために無理してたのかな、心の中で
鬱陶
 うつとう

 しいって思ってたのかな……」



　目が熱い。少しでも気を抜くと、涙が
溢
 あふ

 れそうだった。二人には決して見られないように、さらに顔を伏せる。



「……てっきり鳩子は、俺の言うことなんか適当に流してんだと思ってた……。でも、違ったんだ……」



　あの、悲鳴のような絶叫が何度も頭を駆け
巡
 めぐ

 る。鳩子の
叫
 さけ

 びの中には、俺が教えた用語や単語が、たくさんあった。



「鳩子は、俺が思ってたよりもずっと真剣に、俺と向き合ってくれてたんだ……。それなのに、俺は……」



　俺達は──ずっとボタンを掛け違えていた。



　そのことに気づかないまま、付き合い方を間違え続けてしまった。



　何年も、何年も。



「……鳩子は俺と一緒にいるの、
辛
 つら

 かったのかな……？」



「……こんの、ヘタレ野郎っ！」



　ビンタされた。



　灯代に、思いっきり
頰
 ほお

 を張られた。





《永遠》
 クローズドクロツク

 は使っていない。灯代一人の力による、普通のビンタだ。それなのにそのビンタは馬鹿みたいに重かった。ギャグでは済まされない威力だ。少なくとも、コメディチックなオチはつかない。



　腰を下ろしていた俺は、そのままぐてんと地面に倒される。じんじんと頰が痛む。驚き過ぎてなにも反応を返せない。出掛かってた涙が全部引っ込んじまった。



「情けないこと言ってんじゃないわよ！」



　倒れた俺に、厳しい声がかかる。



「鳩子があんたといるのが辛かったって!?
 　そんなはずないでしょ！」



　はっとして顔を上げる。と、熱い視線が俺を射抜いた。



「鳩子はいっつも楽しそうにしてたわよ！　あんたといるとき、ずっとにこにこ笑ってたじゃない！　あんたと鳩子はムカツクほどに仲良しこよしだった！　あの笑顔が
噓
 うそ

 だったなんて、私には到底思えない！」



　──はっきり言って、気持ち悪かった。



　
相模
 さがみ

 には、俺達はそう見えていた。が、灯代には、そうは見えてなかったらしい。



　どっちの意見が正しいのかは判断できない。もしかしたら、どっちも間違いなのかもしれない。



　しかしどっちを信じたいかは──どっちに
縋
 すが

 りたいかは、言うまでもなかった。



「あんたは鳩子が大切なんでしょ！　ボロボロになって走り回るぐらい鳩子のことを想ってるんでしょ！　だったら──鳩子のことも信じなさいよ！　鳩子があんたを嫌うはずなんてないっ！」






[image: ]




　灯代は俺を睨みつけながら、
烈火
 れつか

 の勢いでまくしたてる。その声はどうしようもないくらいに激しくて──そして優しかった。



「鳩子の気持ちを決めつけるなっ！　憶測だけで勝手に落ち込んでんじゃないわよ、女々しいわね！　うじうじして泣きそうになってるあんたなんか、私は見たくないのよ！」



　そうして、灯代は目の前でしゃがむ。トンッ、と俺の胸に拳を突き立てて、
悪戯
 いたずら

 っぽい笑みを浮かべた。







「しっかりしなさいよ。あんたは──ギルディア・シン・
呪雷
 ジユライ

 なんでしょ」







「──くくっ」



　俺は笑った。笑うしかない、
嗤
 わら

 うしかない。



　灯代が放った
台詞
 せりふ

 は──俺にとってはこれ以上にない激励だった。この世に存在するいかなる言葉よりも、俺の魂を奮い立たせる！



「ふん、どこの誰が泣きそうだって？　最果ての街にて
『人間失格』
 カテゴリーエラー

 と
忌
 い

 み嫌われたこの俺が、人間らしい感情なんぞ見せるはずがないだろう？」



　膝に手をやって、立ち上がる。



　くくっ、と不敵に笑ってやった。灯代もそれに合わせて、ふん、と
微笑
 ほほえ

 む。



「盛り上がってるところに水を差すようですが──」



　膝が、カックンと崩れる。



　いつの間にか俺の後ろに回っていた彩弓さんが、俺に膝カックンを喰らわせたのである。体力が限界の俺は、またもや盛大にすっ転ぶ。



　いや、ちょっと、せっかく立ち上がったとこだったのに！



　つーか俺は何回立ったり転んだりしてんだよ！



「問題はなに一つとして解決していませんよ。鳩子さんの居場所は
依然
 いぜん

 としてわかっていません。安藤くんがこんなになるまで探しても見つからなかったならば、今から私と灯代さんが捜索に協力したところで、見つかる確率が上がるとは思えません」



「彩弓さん……警察に連絡した方がいいんじゃ」



　灯代の提案に、彩弓さんは首を振る。



「相手にされないでしょう。女子高生の行方不明……何日も経っているならともかく、鳩子さんがいなくなってからまだ五時間も経っていません」



「そうか、そうですよね……」



「やはり大人しく待つのが最善でしょう──しかし」



　彩弓さんはそこで言葉を止め、必死に立ち上がろうとしている俺を見下ろす。



「居ても立ってもいられない男が一人いるようなので、どうしたものか」



「……わかってるじゃないですか」



　そう言いながら、俺は力を振り絞るようにしてもう一度立ち上がった。



「安藤くんの気持ちは尊重したいと思いますし、一刻も早く鳩子さんを見つけたいのは私も同じです。しかし
闇雲
 やみくも

 に探せばいいというものではないでしょう……」



　会話が途切れる。彩弓さんも灯代も難しい顔をして、考え込んでいた。俺も冷えた頭で、改めて冷静に考える。



　どうすればいい。考えろ。考えろ。



「……私らの中に、千里眼みたいな異能持ってる奴がいればよかったのに……」



「ないものねだりしても始まりませんよ、灯代さん」



　灯代のぼやきには、彩弓さんが静かに返した。



　残念ながら俺達が所有している異能の中に、人探しに向いているものはない。



　いかに神がかっていようとも、女子一人見つけることができな──



「──っ！」



　待てよ。



　異能。異能だと？



「……くくっ。ははははっ」



　思わず笑ってしまう。二人がぎょっとして俺の方を向くが、構わず笑い続ける。これが笑わないでいられるか。



「くくくっ。俺としたことが、こんな簡単なことに気づかないとはな」



　あるじゃねえかよ。



　とっておきでもなんでもない、極めて普通の解決法が。



　世の中にありふれた、ありきたりでテンプレな展開が。



　王道ど真ん中。



　まるで奇を
衒
 てら

 わない、シンプル過ぎる答えが。



「安藤……？」「安藤くん？」



　二人から奇異の視線を浴びながら。



　俺は──右手を前に突き出した。










☆










「結論から言うと、お嬢ちゃんの抱いている悩みの正体は──ただの罪悪感だ」



　ひと通り私の話を聞き終えると、桐生さんはなんということもなさそうに、あっさりとそう言った。



　この人は人の話を聞くのがとてもうまくて……いや、人から本音を引きずり出すのがあまりにもうまくて、私はあれよあれよという間に全てを話してしまった。



　十分そこそこの相談だった。



　たったそれだけの時間なのに、桐生さんは、まるで私という人間の全てを見透かしたような口調で話してくる。不快──じゃないけど、落ち着かない気分になった。



「罪悪感、ですか……？」



「ああ。お嬢ちゃんは──幼馴染みの男の発言や行動が奇怪過ぎてついて行けない、趣味を押し付けられるのはたまったもんじゃない、ちょっとは私の気持ちを考えろよこの馬鹿男──とは、考えていない
 」



「…………」



「幼馴染みの男に、変わって欲しいとは思ってないんだろう？」



「それは──」



　その通りだった。



　ジューくんはわけがわからなくて、嫌になるくらいに意味不明な男である。



　でも、どうしてだろ？



　自分でもびっくりするくらい──ジューくんに変わって欲しくない。



　今のままの変わらない彼であって欲しいと、心の底から願っている。



「お嬢ちゃんはただ、幼馴染みを理解できない自分を恥じている。理解してあげられないことを申し訳なく思っている。まったく、呆れたお人好しだぜ。今時珍しい献身的な精神の持ち主だよ──
櫛川
 くしかわ

 鳩子ちゃん」



　すとん、と、なにかが落ちた気がした。



　そうか、そうだよ。ちょっぴりムカッとすることもあったけど、『ちゅーに』がわかるみんなに
嫉妬
 しつと

 したりもしたけど、一番は──







　──やっぱりわかんねーか……。ま、しょうがないよな。







　あのときのジューくんの悲しそうな笑顔が、ずっと心の奥に残っている。



　だから私はずっと罪悪感を抱いていた。



　だとすれば、今日、あんな風にジューくん相手にキレてしまったのは、ただの八つ当たりだったのかもしれない。



　勉強が苦手な子供みたいに、わからない問題に対して
駄々
 だだ

 をこねてしまっただけ。



「自分が他人と同じようには考えられない。他人が自分と同じようには考えてくれない。誰だってこの手の悩みは抱えて生きてるだろう。そういう意味じゃ、お嬢ちゃんの悩みは至って普通の悩みと言える」



　そう言って桐生さんは、観察するような目で私を見た。事実、観察しているんだろう。人並みだと宣言されたことで、私が安心するかショックを受けるかを確かめている。



　私は正直なところ──安心していたし、ショックも受けていた。



　普通でよかったと思う反面、劇的じゃないことにがっかりもしている。



　なるほど、これがさっきの「他の誰でもない自分でありたいと願いながら、同時にその他大勢に含まれることを望んでいる」という感覚なのか、と今更のように思った。



「この手の悩みの解決法はいろいろとあるけど……今回は簡単だな」



「か、簡単……？」びっくりする私。



「お嬢ちゃんのわからないことは『厨二』なんだろう？　だったら話は簡単だよ」



　桐生さんは、やはりあっさりと言う。



「わからなくていい」



　私は首を
傾
 かし

 げる。意味がわからなかったからだ。



「わからなくていいし、わからないことに罪悪感を覚える必要もない。お嬢ちゃんは、今まで通りなんにもわからない奴でいればいい」



「で、でも、それじゃ──」



「いつか幼馴染みに見捨てられる、か？」



　答えを先回りされ、息を
呑
 の

 む。桐生さんは
愉快
 ゆかい

 そうに微笑んでいた。



「やれやれ。お嬢ちゃんは図太そうに見えて意外と繊細、夢見がちに見えて意外と現実的だな──なあ、そもそも『わからない』っていうのは、そんなに悪いことか？」



「……そ、それは……やっぱり、わからないよりは、わかった方がいい気がします」



「どうかな？　こと『厨二』に関しては、そうとも限らないのかもしれないぜ？」



　桐生さんは
曖昧
 あいまい

 に答えをはぐらかし、そして
饒舌
 じようぜつ

 に言葉を続ける。



「『厨二』っつーのは、非常に複雑でデリケートな概念だ。多種多様な要素が
絡
 から

 み合っていて、
朧
 おぼろ

 げにしかその全体像を
把握
 はあく

 することができない。だから当然、世の中には厨二を理解できないタイプの人間もいる」



　お嬢ちゃんみたいにな、と桐生さん。私はなんとなく
俯
 うつむ

 いてしまう。



「だが、それは必ずしも悪いことじゃない」



「……そ、そうなんですか」



「厨二病患者は他者からの理解を求める。『こんなにも素晴らしい俺を認めやがれ、愚民ども』って感じにな。しかし、それと同じくらい──理解されたくないんだよ」



　理解を求めておきながら、理解されたくない？



　ううん？



　なんか、矛盾してない？



「そう、矛盾だ。これも一つの解決されない矛盾だよ」



「解決されない矛盾……」



「エンドレスパラドックスだ」



　桐生さんは意味深な笑顔を浮かべてそう言った。エンドレスパラドックス。どこかで聞いたことがある気もするけど、よく思い出せなかった。



「『世間と違う俺かっけー』を求める厨二病患者は、そう簡単に理解されちゃいけない。万人に受け入れられるようなら、それはもはや厨二でもなんでもねえ。理解されたいのと同じくらい──理解されたくない。他人から否定されることでしか生まれない
鬱屈
 うっくつ

 した孤高感は、時になにものにも代えられない多幸感へと
変貌
 へんぼう

 する」



　だからな、と桐生さんはまるで子供に言い聞かせるように言う。



「お嬢ちゃんの存在は──『厨二』をまるで理解できないお嬢ちゃんの存在は、幼馴染みの男がそいつらしく
 生きるために必要不可欠だったと思うぜ。わからないのにわかろうとしてくれるお嬢ちゃんのことを、その男は絶対に見捨てたりしねーよ」



「…………」



「なあお嬢ちゃん。人間の幸せって、なんだと思う？」



　唐突に、桐生さんは話を変えた。いきなりの話題転換に戸惑う。



「え、えっと……」



「お金、とかくだらねーこと言って俺を失望させないでくれよ？」



　とりあえず
真面目
 まじめ

 に考えてみる。うーんっと。
美味
 おい

 しい物を食べたり、友達と仲良く遊んだりすることかなー。



　でも、なんとなく桐生さんは、そういう庶民っぽい答えを嫌いそうな気がする。さっきから言うことがいちいち哲学（？）っぽい人なのだ。



　私はちょっと背伸びをするような気分で、哲学っぽい答えを述べる。



「それは『愛』ですね」



　……言った瞬間に猛烈に恥ずかしくなった。



　うわー、なんかすっごい乙女チックだよー……。



　しかし桐生さんは
茶化
 ちやか

 すことも笑うこともなく、



「悪くない答えだ」



　と、真剣に応じてくれた。



「恋愛、友愛、隣人愛、同性愛、敬愛、自己愛……それらをまとめて『愛』と呼ぶのなら、お嬢ちゃんの言う通り、それは限りなく人の幸せに近いだろう」



　私はそこまで深く考えてたわけじゃなかったんだけど。



「ただ少しばかり
包括
 ほうかつ

 的過ぎるな。答えはもっとシンプルだ」



　桐生さんは言う。



「人の幸せ──それは『選ばれる』ことだ」



「選ばれる、こと」



「自分以外の誰かに必要とされること、お前じゃなきゃ駄目だと言ってもらえること、自分がこの世界にいなければならないと実感できること。なにかに選ばれることこそが、人間にとって最大の幸福だ──つまり」



　かすかに左目を細め、桐生さんは静かに
微笑
 ほほえ

 む。



「人は誰でもなりたいんだよ、『選ばれし者』にな」



「…………」



　この人の言うことが本当なのかどうかは、私には判断できないし、判断するつもりもない。ただ、彼の言葉に納得してしまう自分がいた。



　ああ──そうか。







　私はただ、ジューくんに選んで欲しかったんだなあ。







　選ばれないことが、怖かっただけなんだ。



「ま、話はそんなとこだな」



　区切りを付けるようにそう言って、桐生さんはすくりと立ち上がった。お尻の砂をパンパンと払い、それから道の向こうを
眺
 なが

 めて、軽く手を振った。視線を追いかけると、何人かの集団が歩いてくるところだった。



　お友達、だろうか。



「サンキューな、お嬢ちゃん。いい時間
潰
 つぶ

 しになったよ」



「い、いえ。私の方こそ、なんか、ありがとうございましたっ」



　慌てて立ち上がり、ぺこりと頭を下げる。



「あの、その、えーっと……なんて言ったらいいかわかんないんですけど、とにかく、タメになるお話でしたっ」



「かかっ。気にすんな。本当にただの時間潰しだからよ──いや、正確には時間稼ぎか？　まあ、どっちでもいいか」



　そして。



　彼は。



　口の端を吊り上げて──嗤った。



　背筋に
怖気
 おぞけ

 が走る。ジューくんから何度も聞かされた『笑う』と『嗤う』の違いが、この瞬間にはっきりとわかった。そのくらいしっかりと、桐生さんは嗤ったのだ。



　でも、ちゅーにを理解できない私には、その
魅力
 みりよく

 は理解できない。



　
愉
 たの

 しそうに嗤った彼は、かっこよくもなんともない。



　ただ──ひたすらに怖かった。



　直後、私は地面に崩れ落ちた。



　目に見えないハンマーを、頭の上から
叩
 たた

 き落とされたように。







「……あれえ？」



　膝と手を草むらに突いて、彼の前に
跪
 ひざまず

 いてしまう。
身体
 からだ

 が重い。不自然なほどに重い。おかしいなあ。今頃になって、あちこち走り回った疲れが来たのかな。



　お、重いぃ……。



「おや、どうしたお嬢ちゃん？　ずいぶんと身体が重そうだぜ？」



　桐生さんは私の目を
覗
 のぞ

 きこむようにした。



「かかっ。安心しな。すぐに天上の地獄にイかせてやんよ」



　嗤っている。さっきまでの優しい笑顔が噓のような──
妖
 あや

 しい笑顔だった。見ているだけで、心がぐちゃぐちゃにかき乱される。



　ダンベルを持ち上げるような気分でやっとこさ頭を持ち上げている私を眺めながら、桐生さんは眼帯に手を当てた。



「この右眼は
封
 ふう

 じられている。医者の指示でしばらくは眼帯生活だ」



　だが、と彼は笑みをより一層深くして、言葉を続けた。



「紅くなきゃ邪眼が使えないなんて、一言も言ってないよなあ？」



　なにを言ってるんだろ。



　誰に向かって、話しているんだろ。



「さあお嬢ちゃん──俺の眼を見ろ」



　瞬間、彼の瞳が私を捉えた。



　出口のないトンネルみたいな、真っ黒な瞳が。



「う……っ」



　唐突に、身体が軽くなった。鉛のように重かった身体が、今は羽のように軽い。それなのに私は立ち上がれない。頭がふわふわしてくらくらして、草むらに寝転んでしまう。



　あれあれ、どうしたんだろ。



　眠い、眠いぞぉー……。



「遅かったな、お前ら」



　横になった私のそばで、桐生さんが言った。私の周りにぞろぞろと人が集まってくる。薄れる意識の中、頭の上で繰り広げられる会話をぼんやりと聞く。



「《
首斬りげんまん
 ヘツドハンテイング

 》こと──
奈津愛希
 なつあき

 」



「はぁん？　そういうこと言っちゃう系？　遅かったって、桐生っちが目薬買いに行かせるからっしょ。このへんドラッグストアねーから超ダルかったんすけどー」



　黒縁メガネで、地面に着くほどに長い三つ編みを携えた少女は言った。



「《
鬼の居ぬ間に鬼ごっこ
 デツドスペース

 》こと──
芥川柳
 あくたがわやなぎ

 」



「……あ、うん」



　ヘッドホンを装着して携帯ゲームをやっている小柄な少年は言った。



「《
鍵のかかった魔眼
 エターナルウインク

 》こと──
斎藤一十三
 さいとうひとみ

 」



「あの、一くん？　そうやって得意げに私達の能力名バラしちゃっていいのかな？　この
割烹着
 かつぽうぎ

 ちゃんは、私達の味方になるってわけじゃないんでしょ？」



　片目を固く閉ざしたスーツ姿の女性は言った。



「《
神合わせが悪い刃並び
 ジグザグジグソー

 》こと──
戸木柊吾
 ときしゆうご

 」



「放っときゃいいんスよ一十三さん。桐生さんは、自分の考えた能力名を語るのが楽しくてしょうがねえ厨二野郎なんスから」



　刃が
零
 こぼ

 れてボロボロになったナイフを口に
咥
 くわ

 えたタンクトップの青年は言った。



「《
太陽神を犯す月の女神
 セツクスエクリプス

 》こと──
遊佐野
 ゆさの

 ファンタジア」



「お、お願いですから、その能力名で呼ぶのは止めてくださいよぅ！　せ、せ、せっくすとか……は、恥ずかしいですぅ……うぅ～～」



　ピンク色のナース服の上にジャージを羽織った金髪の少女は言った。



「《
絶え間なく改定される十戒
 ホワイトルールブツク

 》こと──
田中運命子
 たなかうめこ

 」



「………………」
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　黒尽くめの衣装に身を包んだ黒髪の少女は、なにも言わなかった。



「……ん？　おい一十三。《
誰も座らない玉座
 ロストレガリア

 》はどうした？」



「
檜枝岐
 ひのえまた

 くんなら、見たいドラマがあるからって帰ったよ。一応、呼び止めたんだけど、聞く耳を持たずで……。ごめん、私の監督不行き届きだね」



「かかっ。気にすんな。お前のことを責める気はねーよ。あいつはそういう立ち位置だから、自由にさせとけ。それじゃ、あとは任せたぜ」



「うん。じゃあ運命子ちゃん。この割烹着ちゃんを運んでもらえる？」



「…………」



　黒髪の少女が無表情のまま小さく頷いた瞬間──私の意識は途切れた。
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俺
 おれ

 と
鳩子
 はとこ

 は世に言う
幼馴染
 おさななじ

 みという関係なわけだが、改めて考えてみると、その関係はよくわからない。



　どっか抜けている鳩子を俺が支えていたような気もすれば、時折暴走してしまう俺を鳩子が
穏
 おだ

 やかに見守ってくれていたような気もする。



　同い年だが、あいつがお姉さんぶることもあれば、俺がお兄さんぶることもあった。少しばかり生まれが早い鳩子は、誕生日のたびに「ふっふー、今は私の方が一歳お姉さんだねー」なんて言っている。



　よくわからない関係と言われれば、その通りだろう。だから
相模
 さがみ

 に「なんで一緒にいるのかわからない」と指摘されたときは、なにも言い返せなかった。



　でも、それのなにが悪い？



　なんで一緒にいるのか。



　そんなことは考えるまでもないから、俺達は一緒にいたんだろう。



　鳩子
失踪
 しつそう

 から五時間弱。たったそれだけの時間の中で、今までの価値観が全て崩れるくらいにいろいろなことが起きた。そしていろいろなことを考えた。



　しかし、結局答えは変わらない。俺は、ただ俺らしくあるだけだ。



　そんな決意を込めて、俺は右腕を前に突き出した。



「な、なにやってんの、
安藤
 あんどう

 ？」



　
灯代
 ともよ

 は目をぱちくりさせていた。



「まさか……異能使う気なの？」



「ああ」



「な、なに考えてんの？　こんなときにあんたの
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 がなんの役に立つっていうのよ。ていうか、あんたの異能はなんの役にも立たないでしょ……」



　そう、その通りだ。
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 では、鳩子を見つけることはできない。
《終止符》
 ジ・エンド

 も、当然ながらそんな探索系の能力ではない。



「難しく考えるな灯代。ただ、当たり前のことだ。異能バトルで異能を使うくらい、ただ当たり前のことだ。邪道である必要なんか一切ない。王道こそが、この俺には
相応
 ふさわ

 しい」



「だから、なに言って──」



「言ってみりゃ、俺は今絶望的な状況なわけだ。絶体絶命の大ピンチだよ。でも、この危機的状況を打開する方法が、たった一つだけある」



　異能バトルで、主人公が追い
詰
 つ

 められたらなにが起こる？







「『
覚醒
 かくせい

 』すりゃいいんだよ」







　都合のいい力に目覚めてしまえばいい。



　その力ってこの敵にしか使えなくね？　って突っ込みたくなるような、ピンポイント過ぎる能力を手に入れてしまえばいい。



　それこそが──異能バトルの王道的展開だ。



「俺は今から覚醒して──鳩子を見つけられるような能力を手に入れる」



　ご都合主義にな、と俺は言った。



　灯代と
彩弓
 さゆみ

 さんは目を丸くして驚いた。



「……ま、待ってよ安藤……ちょっと……はあ？　なに言ってんの？　正気、なの？」



「正気だよ」



「か、覚醒って……そんな都合よく覚醒できるわけないじゃない」



「違う。覚醒は、総じて都合がいいもんだ」



　
諭
 さと

 すような灯代の追求にも、俺は揺るがなかった。もう、決めたからだ。



「……百歩、いや千歩譲って覚醒が可能だったとして……ていうかまあ、あんたは一回覚醒したわけだから、それでなにか勘違いしてるんだろうけど、とにかく。あんた、こないだ覚醒したんだから、それでもう一回なんて……」



「──はっ」



　鼻を鳴らし、思いっきり笑い飛ばしてやる。



「覚醒が一回なんて誰が決めたよ？」



「……っ」



　灯代は言葉に詰まる。俺は、右拳を強く握り
締
 し

 める。



　ご都合主義と
罵
 ののし

 られようとも。



　ワンパターンと
蔑
 さげす

 まれようとも。



　それでも──



「それでも、ピンチになったら何度でも覚醒すんのが主人公だろうがよ！」



　俺が
憧
 あこが

 れ続けた主人公は──そういう
奴
 やつ

 らだったはずだ。



　覚醒の一つや二つ、都合よくできなくてなにが異能だ。



　なにが異能バトルだ。



「……安藤くん。あなた、まさか──」



　彩弓さんは顔をしかめ、重々しい口調で言う。



「《
黒焰
 ダークアンドダーク

 ──
終止符を打つ者
 オブ・ジ・エンド

 》を使うつもりですか？」



「え!?
 」



　灯代が目を見開く。俺は、なにも言わない。



「自分を追い詰めるには、あの能力は都合がいいですからね。まるで役に立たない異能ですが、安藤くんを限界ギリギリまで追い詰めるには持って来いの異能です」



「そんな、う、
噓
 うそ

 でしょ、安藤？」



　俺は無言のまま──右腕をもう一度力強く前に突き出した。



「やめなさいよっ！　こないだなにが起こったか忘れたの!?
 」



「安心しろ。彩弓さんがいれば死にはしねえ」



　いや、死にさえしなければなんとかなる、か。俺は彩弓さんを
窺
 うかが

 う。彼女はなにも言わず、悲しそうな瞳で俺を見ていた。



　絶対の回復役が仲間にいるのだ。活用しない手はない。



　ドラゴンボールやシャーマンキングのような心構えでいればいい。



　どんなに
怪我
 けが

 しても、どうせすぐに治る。



　だったら、死ぬ寸前までとことん自分を追い詰めてやる。



　そうすれば──必ず覚醒できるはずだ。



「ま、漫画じゃないのよ？　
《終止符》
 ジ・エンド

 使ったら、あんた、どんだけ苦しむか……。今度は、右腕一本じゃ済まないかもしれないのに
 ……」



「鳩子のためだ。そんぐらいの苦痛は飲み下してやる。それが──あいつを泣かせた俺が受けるべき罰だ」



「でも……」



「女のために命かけることをなんて言うか知ってるか？」



「…………」



「サイコー、って言うんだよ」



　さあ、少し離れてろ。



　そう言って俺は意識を集中する。灯代はまだなにか言いたそうだったが、俺の顔を見ると、びくりと肩を
震
 ふる

 わせ、後ずさるように一歩下がった。



　今の俺は、どんな表情をしてるんだろうか。



「
『罪討伐』
 キルクライム

 と謳われた、俺の全てを
魅
 み

 せてやる……！」



　右腕に全神経を集中させる。



　右腕に全存在を集約させる。



　さあ──始まりの終わりを始めよう。







「我こそは、
混沌
 こんとん

 の
覇者
 はしや

 なり」







　祈るように、あるいは唄うように、俺は解呪の呪文を唱える。



「深淵に揺れる
煉獄
 れんごく

 の
業火
 ごうか

 よ。混濁する
昏
 くら

 き
焰
 ほむら

 、歪曲する真紅の
闇
 やみ

 。絶叫し、発狂し、
破滅
 おわり

 へと
誘
 いざな

 う灯火──」



　ここから先の
詠唱
 えいしょう

 は、少し変わる。



　
異能開放第二形態
 ネクストステージ

 を
扱
 あつか

 うための──禁断の詠唱。



　鳩子、お前にはまだ聞かせてなかったよな。



　どうせお前は「意味がわかんないよー」って
嘆
 なげ

 くんだろう。



　それでも俺は、お前に聞いて欲しいんだ。



　だから、早く帰ってこいよ。



「──
軋
 きし

 み、崩れ、揺り籠の中で
朽
 く

 ちる。許されざる
咎
 とが

 人よ。
贖
 あがな

 えぬ
己
 おの

 が罪を知れ。
抗
 あらが

 えぬ己が
運命
 さだめ

 を
呪
 のろ

 え。
爛
 ただ

 れた刃を
喉
 のど

 に立て、絶望の果てに自害せよ！」







《
黒焰
 ダークアンドダーク

 ──
終止符を打つ者
 オブ・ジ・エンド

 》







「─────っ」



　来るっ。



　体中の皮膚が泡立ち、神経が研ぎ澄まされてゆく。凍るように寒いのに燃えるように熱い。底なしの沼にずぶずぶと沈んでいくような感覚──肉体が少しずつ
刻
 きざ

 まれて、砕けたパズルのように欠けていく錯覚。



　心の奥の方で、闇がぽっかりと口を開けた。



　そこには誰かがいる。



　そいつは誰でもない。少なくとも絶対に俺ではない。
他
 ほか

 の誰であろうと俺であることだけは絶対にない。



　無明の闇の中で、俺ではない誰かが手招きをする。



　俺は迷わずそれに応えた。



　その手を握れば、全てが終わる
 と本能的に理解できたから。



　俺は、俺は、
禁忌
 きんき

 の力を発動す──



「──ああ？」



　ぐるりと世界が反転した。



　意識が無理やり現実に引っ張られる。気づけば俺は
仰向
 あおむ

 けの体勢になって、地面に倒れていた。右腕は彩弓さんに握られている。関節を決められているらしく、身動き一つ取れない。



　一本背負い。



　相手が怪我をしないように投げる、厳しくも優しい一本背負いだった。



「彩弓、さん……邪魔しないでください」



「断ります」



「放してください」



「放しません」



「……放せ」



「黙りなさい」



　彩弓さんはぞっとするほど冷たい眼をしていた。そして彼女の瞳に映る俺も、同じような眼をしていた。



　緊迫した
睨
 にら

 み合いが数秒続くと、彩弓さんは全身の力を抜き、ふっと笑った。



「あまり
安易
 あんい

 に覚醒するものではありませんよ、安藤くん。覚醒は、確かにテンションが上がる展開ですけど、だからといってほいほいと連発しては読者が白けるだけです。安藤くんは先日覚醒したばかりなんですから、空気を読んで自重してください」



　ですから、と彩弓さんは言う。



「今回は私が覚醒するとしましょう」










☆










「──ファーストよ」



「ん？　どうした
運命子
 うめこ

 。お前が口を開くなんて珍しいな。悪りぃけど今日はハイチュウ持ってねーぞ」



「属性支配の娘が──消失した」



「……ああ？」
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《始原》
 ルートオブオリジン





　
高梨彩弓
 たかなしさゆみ

 の異能は、存在をあるべき姿に
還
 かえ

 す、というもの。発動条件は、その存在に触れること。



　しかしよくよく考えてみると、『あるべき姿』というのはずいぶんと抽象的な表現なのかもしれない。なにをもって『あるべき姿』とするかなんて、そんなものは人の主観でしか語ることができないだろう。



　それ
故
 ゆえ

 に──いや、だからこそ、
《始原》
 ルートオブオリジン

 における『あるべき姿』とは、能力の所有者である彩弓さんの主観に
依
 よ

 る。



　彼女が物事をどう
捉
 とら

 えているか──この世界をどう捉えているかが、能力に深く関係しているのだ。



　肉体の損傷を治癒できるのは、健康体こそがあるべき姿と捉えているから。



　壊れた物体を修繕できるのは、壊れる前の状態をあるべき姿と捉えているから。



　ある程度のコントロールは可能なようだけれど（たとえば破れたノートを還すとき、新品の状態まで還すこともできれば、ノートの素材となった木材まで還すこともできる。彩弓さんが両方をあるべき姿だと捉えているからだろう）、基本的には全てが彼女の主観である。



　そういえば以前、



「じゃあ、あれですか。もしも彩弓さんが『地球にとって人類は害悪だ。人類のいない状態こそが地球のあるべき姿だ』なんて考えを持ってたら、地球に触れるだけで全人類を滅亡させたりできるんですかね？」



　冗談混じりで、そんなことを聞いたことがある。



　彩弓さんはため息混じりにこう答えた。



「私はそんな幼稚な考えは持っていませんよ。人類の存在が地球にとって迷惑だと考えること自体、人類の思い上がりでしかありません。自分達が地球の一部でしかないことを忘れた、
傲慢
 ごうまん

 な勘違いですね。美しい地球を守ることは大切ですが、そもそも『美しい』という価値観が人間特有のものであることを忘れてはなりません」



　いつも通りのためになるご説法だったが、一つ気になったことがある。



　彩弓さんは──不可能だとは言わなかった。



　冷静に考えると、ぞっとする。





《始原》
 ルートオブオリジン

 の恐ろしさは、
俺
 おれ

 の想像をはるかに超えているのかもしれない。



「……ねみゅい」



「すみません、
千冬
 ちふゆ

 さん。寝ているところを連れ出してしまって」



「んー、だいじょぶ。ハトコのためだから、がんばる」



　すっかりと日が暮れた、住宅街。
姫木
 ひめき

 宅の前の通り。



　パジャマ姿の千冬ちゃんが、ぐしぐしと目をこする。抱きまくらとしても大活躍しているリッスンは、今も片手に握られている。



　彩弓さんの策のためには、千冬ちゃんの存在が必要不可欠だったので、なんと家から連れ出した。



　まず姫木家に俺、
灯代
 ともよ

 、彩弓さんの三人で向かった。この時点で時間は夜の九時。こんな時間から小学生を連れ出すことは非常識であり、しかも俺達のやむを得ない事情はご両親に説明することができない。



　プラス、千冬ちゃんは九時には夢の中である。



　だから──俺達は
《永遠》
 クローズドクロツク

 を使った。



　作戦は至ってシンプル。



　まず俺が千冬ちゃんの家のチャイムを押す。そして誰かが出てきたところで、灯代が時を止め、家の中にこっそりと侵入。部屋で寝ている千冬ちゃんをリッスンと一緒に抱えてくる。これにてミッションコンプリート。



　……ぶっちゃけただの誘拐なんだけど、緊急事態だからしょうがない。



　時間をかけてなんとか全ての事情を説明し終えると、千冬ちゃんは「まかせて」と、元気よく返事をしてくれた。



「ん。できた」



　片手を上げた千冬ちゃんが言う。小さな手の先には──黒い穴があった。夜の景色とはまた異なる黒さを有している。





《創世》
 ワールドクリエイト

 によって生み出された時空の
歪
 ゆが

 み。



「ちゃんと、文芸部の部室と
繫
 つな

 がってるはず」



「ありがとう、千冬ちゃん。恩に切るぜ」



「急ぎましょう。早くしないと、千冬さんのご両親が娘の不在に気づいてしまうかもしれません」



「う……。
相変
 あいか

 わらず慣れないわね、この『ゲート』に飛び込むのって」



「慣れると、へーき」



　俺達は四人
揃
 そろ

 って『ゲート』に足を
踏
 ふ

 み入れる。



　高校はとっくに閉まっている。俺達に警備員や防犯システムを突破するスキルなどあるはずもなく、この時間に文芸部の部室に向かうためには、どうしても千冬ちゃんの力が必要だった。



　もっとも──千冬ちゃんをわざわざ連れだしたのは、このためだけじゃないが。



　奇妙な浮遊感に包まれながら『ゲート』を超えて、俺達は部室へと
辿
 たど

 り着いた。



　薄暗い空間。こんな時間に部室に来たのは初めてだった。慣れ親しんだはずの部室が、今は別の場所のように感じる。



「灯代さん。電気を
点
 つ

 けるのは控えましょう」



「あ、そうですね。すいません」



　明かりを
灯
 とも

 そうと電源に手を伸ばしていた灯代は、
慌
 あわ

 てて手を引いた。



「幸いなことに、今夜は月が綺麗です。明かりを点けなくても問題ないでしょう」



　彩弓さんはそう言って、柔らかく
微笑
 ほほえ

 んだ。窓から射し込むかすかな月光だけが光源となっている今の部室では、その笑顔はやけに神秘的に見える。



「彩弓さん……本当に大丈夫なんですか」



　つい、俺は言ってしまう。



「さっき言ってた、奇跡みたいな
業
 わざ

 が、本当に彩弓さんにできるんですか？」



「もしも失敗したら、そのときは
安藤
 あんどう

 くんに
覚醒
 かくせい

 してもらうだけです。安心してください。今度は止めませんから」



「……………」



「と言っても、悪くない
賭
 か

 けだとは思っていますけどね」



　それから俺達は、それぞれがテーブルの席に着いた。



　いつものように──そうした。



「それでは点呼を取ります。呼ばれた方はきちんと返事をしてください」



　文芸部部長である彩弓さんが、
凛
 りん

 とした声で告げる。



「
神崎
 かんざき

 灯代」



「はい」



「安藤
寿来
 じゆらい

 」



「はい」



「姫木千冬」



「はい」



「
櫛川鳩子
 くしかわはとこ

 」



　当然ながら返事はない。



　彩弓さんの声が
虚
 むな

 しく響くだけだった。



「あらあら。鳩子さんは欠席ですか。困りましたね、私達は五人揃って初めて私立
泉光
 せんこう

 高校第四十四代文芸部だというのに……。一人でも欠けてしまったら──あるべき姿ではありません
 」



　彩弓さんは両手を胸の位置まで上げた。両手を包み込むようにして、静かに触れる。



　ここの『雰囲気』に触れる。



　泉光高校文芸部という概念に──触れる。



「それなら──あるべき姿に還しましょう」



　そして彩弓さんは、彼女らしく静かに能力を発動した。



　概念に対する存在回帰
 。



　それがあのとき告げられた
《始原》
 ルートオブオリジン

 の新しい使い方だった。



　今までは存在回帰などと
大言壮語
 たいげんそうご

 しつつも、物質にしかその能力を使ったことがなかった。だから彩弓さんからこの話を聞かされたときは、大層驚いた。



　わざわざ文芸部に忍び込んだのも、千冬ちゃんを連れだしたのも、全てはこのためだ。



　この場所で、このメンバーでなければ。



　櫛川鳩子が欠けていると、強くイメージできない。



「
《始原》
 ルートオブオリジン

 の──
異能開放第二形態
 ネクストステージ

 」



　俺は
戦慄
 せんりつ

 を抱きながら口を開く。想像をはるかに超える彩弓さんの能力に、
驚愕
 きようがく

 と歓喜を隠し切れない。



「《
始原
 ルートオブオリジン

 ──
哲理を鎖す円環
 ウロボロスサークル

 》」



「……安藤くん。集中が途切れるので黙っててください」



　彩弓さんは冷たい目で俺を
睨
 にら

 んでいた。



　その直後、空白だった一つの席に、かすかな光が宿り始める。



　まさか──



　成功したのか。



　どこにいるのかもわからない鳩子を、ここに
召喚
 しようかん

 したというのか。



　文芸部を、あるべき姿に──還したのか。



「……成功です。ふふ、やってみると意外にできるものですね」



　手を下ろし、彩弓さんは
安堵
 あんど

 の息を吐いた。同時に月光よりも
淡
 あわ

 い光が消え、テーブルに突っ
伏
 ふ

 した少女のシルエットが現れる。そのシルエットは、くーくー、と安らかな寝息を立てていた。



「──鳩子っ！」



　俺は跳ねるように席を立ち、寝ている鳩子に駆け寄る。格好は
割烹着
 かつぽうぎ

 のままで、両足はボロボロ。スリッパは片方がなくなっていた。



「おい、鳩子！　起きろ！　鳩子！」



「……ん、あぅ」



　もぞもぞと動き出す。



「ん～～、あと五分……」



「テンプレなこと言ってんじゃねえよ」



「ん～～、あと五光年……」



「こうねんはじかんじゃない、きょりだ……ってニビジムのボーイスカウトみたいなこと言わせんなや」



「んん……あ、ジューくんだ。おはよ」



「おはよう」



「うん……うん!?
 」



　ようやく意識が覚醒したらしく、鳩子はガバっと体を起こした。俺はほっと胸をなで下ろす。よかった、寝てただけか。



「え、え、あれあれ!?
 　ここどこ!?
 　ぶ、部室？　なんでジューくん……あ、みんなもいる……あれえ？」



「お前……今までどこでなにしてたんだよ？」



「え、えーっと、私は走り疲れたら、眼帯のお兄さんが優しかったのに怖くなって邪眼で、
身体
 からだ

 が重くなって軽くなって眠くって、そしたらお友達がたくさん現れて──」



「意味わかんねーよ。まだ寝ぼけてんのか？」



「ね、寝ぼけてないよー……。でも……うん？　ううん？　もしかして……全部夢だったのかなあ……。私、いつの間にか土手で寝ちゃってたのかなー……」



　鳩子は不安そうな顔で考え込む。これまでなにをしてたかは気になるが、今はそんなことはどうでもよかった。ただ、鳩子が無事だったことが
嬉
 うれ

 しい。



「で、でもっ。どうして私、ここにいるの？　ど、どうやったの？」



「ああ──彩弓さんの異能、
《始原》
 ルートオブオリジン

 の
異能開放第二形態
 ネクストステージ

 。《
始原
 ルートオブオリジン

 ──
哲理を鎖す円環
 ウロボロスサークル

 》のおかげだよ」



「う、ウロボロス……。えっと、確かウロボロスって、自分の尻尾食べちゃう腹ペコな
蛇
 へび

 さんのことだよね？」



「違うわ！　ウロボロスは腹減って尻尾
喰
 く

 ってるわけじゃねーよ！」



「あれー？　じゃあ間違って自分の尻尾食べちゃったのかな？　ドジな蛇さんだねー」



「いやいや！　自分の尻尾追いかけてぐるぐる回る犬みたいな感じじゃないから！」



「えー、そうなの？」



「ウロボロスは古代ギリシア語で『尾を飲み込む蛇』って意味で、自らの尾を喰らうその姿は『死と再生』『始まりと終わり』『完全なる存在』『
永劫
 えいごう

 回帰』などなど……様々な意味を象徴する。つまり超かっけー蛇なんだよ！」



「うーん。なーんかよくわかんないなー」



「ったく。お前って
奴
 やつ

 は──」



　そこまで話したところで、俺達は揃って口をつぐんだ。
今更
 いまさら

 のように
喧嘩
 けんか

 別れしたことを思い出して、気まずくなったのだ。



　数時間前にあんな盛大な別れ方をしたのに、いざ顔を合わせてみれば、笑ってしまうぐらいにいつも通りのやり取りをしてしまった。



「ふっ、ははっ」



「えへへ、あははっ」



　互いに、
堪
 こら

 え切れなくなって笑ってしまう。



「鳩子。ごめんな」



　俺は言った。様々な意味を込めた、謝罪だった。



「え、ち、違うよっ！　ごめんねは私の方だよっ、急にあんな風に怒鳴っちゃったし、晩ご飯も途中で作るの止めちゃったし……」



「いいんだよ、そんなの」



「スリッパ片方失くしちゃったし……」



「それもいい。悪いのは全部俺だ、今までずっと……」



「ううん、私だよ。ジューくんは悪くなくて、ただ私が勝手に……」



　
穏
 おだ

 やかだった空気が一転し、再び気まずい空気が流れる。言いたいことは山ほどあるのに、なにを言えばいいかわからなかった。



「えー、みなさん聞いてください」



　
澱
 よど

 んだ空気を切り裂くように、灯代が口を開いた。
頰
 ほお

 は朱に染まっている。薄暗い部屋でも、その紅潮具合ははっきりとわかった。



「私はラノベ作家を目指しています」



　は？　こいつ、いきなりなに言い出すんだ？



　このタイミングでカミングアウトって……、つーか、その
台詞
 せりふ

 って灯代自身が否定してた馬鹿丸出しの台詞じゃ……。



　戸惑う俺をよそに、灯代は早口でまくしたてる。



「今日の部活でラノベが書けなかったのは、その夢のせいで変なプレッシャーかかっちゃったからなの。結果出してから言うべきことだと思ってたから今まで黙ってたけど、今、ここで宣言しとこうと思う」



「トモヨ、作家さんになるの？」



　千冬ちゃんが、
興味津々
 きょうみしんしん

 という様子で灯代を見上げた。



「あ、いや、その……なるじゃなくて、なりたいってだけで……」



「トモヨ、すげー」



「う、うぅ……」



　きらきらとした尊敬の
眼差
 まなざ

 しを受けて、灯代はより一層顔を赤くして
俯
 うつむ

 いた。「こうなるから言いたくなかったのよ……」、という顔をしている。



　灯代は一つ息を吐き、一瞬だけ俺へと視線を移した。



「安藤にはこの前偶然バレちゃってね」



　そして、次は鳩子へと視線を移す。



「それで今日の放課後、
不甲斐
 ふがい

 ない私のために安藤が相談に乗ってくれたってわけ。だからね鳩子、本当にそれだけだから」



「……そっかー、そうだったんだ」



　鳩子はほっと息を吐いた。灯代はそれを見て小さく微笑む。けれど、二人ともどこか
寂
 さび

 しそうな雰囲気を
纏
 まと

 っていた。



　今の二人のやり取りにどんな意味があったのかは、俺にはよくわからなかった。



「でも、灯代ちゃんが作家さんになりたかったなんて、知らなかったなー」



「私は知っていましたけどね」



　さらりと彩弓さんが言った。「ええ!?
 」と、灯代が驚愕する。



「な、なっ。し、知ってたんですか……？」



「ええ、ずいぶんと前から。灯代さんていろいろとわかりやすいですからね」



　……察しがいいにも程があるだろ、彩弓さん。



「だ、だったら、言ってくれればいいのに……」



「灯代さんには自分から打ち明けて欲しかったんですよ。そのための機会を作ろうと思って、今日は、お題『ライトノベル』なんていう
謎
 なぞ

 の創作活動をやったんですけどね」



　またもやさらりと言う彩弓さんに、今度は全員が驚愕した。



「マジすか……？　そんな思惑があったんですか？」



「もちろん。そうでなければ『ライトノベル』みたいな定義の難しいお題の設定はしませんよ。創作活動のお題としては抽象的過ぎますからね」



　そりゃそうかもしれないけど……。俺はただただ
啞然
 あぜん

 とする。今後、この人のやることには必ずなにか意図があると考えた方がいいのかもしれない。



「しかし──結果は大失敗だったようですね」



　そう言うと、彩弓さんは
自嘲
 じちよう

 気味に微笑んだ。



　彩弓さんと灯代が駆けつけてくれた理由が、今、なんとなくわかった気がした。二人とも、鳩子の
失踪
 しつそう

 に対してなんらかの責任を感じていたらしい。



　一番責任を感じなければならないのは、この俺だというのに。



「鳩子」



　俺は、改めて幼馴染みと向き合った。



「その、さ……。俺、こう見えて、お前にはけっこう感謝してんだよ」



「え……」



「お前がそばにいてくれるってことが、本当に心の支えになった。俺の話をいつも楽しそうに聞いてくれるお前には、何度も救われた。俺の話を理解しようとしてくれることが、本当に嬉しかったんだ」



「…………」



「中二んときだって、お前がいなきゃ、俺は死んでたと思う」



　鳩子は黙って俯いたまま、俺の言葉を聞いていた。



　なんとも言えない沈黙が流れ、次第に俺の中で
羞恥
 しゆうち

 心が
膨
 ふく

 らんでいく。



「だから、その……これからもわけわかんねーこといっぱい言うと思うけど、それでも……い、一緒、に……」



　……やべえ、なんか俺、今すっげー恥ずかしいこと言ってねーか？



　うわ、駄目だ。耐え切れねえ。



「……くくっ」



　俺は堪え切れずに、不敵な笑みを
零
 こぼ

 す。俺の中で最も自己主張の激しい部分が、ひょっこりと顔を出したのだ。



「俺の前に順路はなく、俺の後ろに退路はない。進むべき道は
茨
 いばら

 に囲まれた獣道。
屍山血河
 しざんけつが

 を乗り越えて、果てなき道を
征
 い

 かねばならぬ
運命
 さだめ

 にある。しかし、その
修羅
 しゆら

 の道をたった一人で進むことは、いかに俺といえど厳しい──故に、俺には仲間が
要
 い

 る」



　そして俺は、彼女に向かって手を差し伸べる。



「共に征こう、櫛川鳩子。俺にはお前が必要だ」



　……まあ、なんというか、結局
極
 きわ

 めて俺らしい言葉になってしまった。灯代と彩弓さんは「なぜそうなる……」という感じでため息を
吐
 つ

 いていた。千冬ちゃんに至ってはいつの間にか爆睡している。



　鳩子は、ぽけーっとして俺を
眺
 なが

 めていた。しかしやがて、にへら、と微笑む。



「うん、いいよー」



　それは花が咲いたような笑顔だった。俺が大好きな、鳩子らしい笑顔だった。



　鳩子は俺の手を取り、ぎゅっと握り
締
 し

 める。



「ジューくんの手、なんかあったかいねー」



「ん？　くくっ。そうだろうな。なにせ俺の右腕には、
煉獄
 れんごく

 の
業火
 ごうか

 たる
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 が宿っているんだからなっ！」



「ううん。違うよ」



　鳩子は
緩
 ゆる

 やかに首を振った。



「ジューくんの手だから、あったかいんだよ」



　こうして。



　俺達は仲直りをした。



　なにかが解決したわけでもないし、なにかが変わったわけでもない。



　俺は俺らしく、彼女は彼女らしく生きることを、再確認しただけだ。



　不自然かもしれない関係を、俺達はこれからも続けていくのだろう。この先どうなるかはわからないけれど、なんだか、今はそれでいいような気がした。



　俺と鳩子は──



　ずっと掛け違えていたボタンを、また、同じように掛け違えた。
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「はいこれ。
鳩子
 はとこ

 ちゃんの携帯」



　翌日の早朝。校舎の三階。



　緊急時以外開放厳禁の非常ドアを開くと、見晴らしのいい非常階段に出る。滅多に人が来ない場所で、今日も
俺
 おれ

 と
相模
 さがみ

 以外には誰もいなかった。



　俺は相模から携帯を受け取り、ブレザーのポケットにしまった。



「なんかいろいろと大変だったみたいだけど、雨降って地固まったみたいでよかったよ。
元鞘
 もとさや

 ってやつだね」



　報告の義務、みたいなものはまるでないのだが、なんとなくの義務感に駆られて事の
顚末
 てんまつ

 を話したところ、相模はそんな風にまとめた。実に相模らしい、淡白なコメントである。



「おかげ様でな」



「ねえ
安藤
 あんどう

 。もしかして、僕のこと怒ってる？」



　相模は少し声のトーンを落として言った。しかし、不安そうな様子はまるでない。むしろ逆だ。こっちを試すかのような挑発的な目をしている。



「はあ？　なんで俺がお前を怒るんだよ？」



「だって安藤にひどいこと言っちゃったし、それに鳩子ちゃんよりもプリキュアを優先させちゃったわけだしさ。これでも、ほんの少しだけ悪いと思ってるんだよ？」



「だったらそういう顔しやがれ」



　まるで悪びれていない相模に、俺は皮肉げに返した。



「別に、怒っちゃいねーよ」



　
噓
 うそ

 ではない。俺は本当に、相模に対してなにも感じていなかった。



　怒る、という感情は、相手に期待をしているからこそ生まれる感情だ。期待しているからこそ、それを裏切られたときに怒りが芽生える。



　しかし、俺は相模に対してまるで期待していない。



　そういう、なんというか普通の友情みたいなものを、全く期待していないのだ。



　だからこれっぽっちも怒りが
湧
 わ

 いてこない。



　相模
静夢
 しずむ

 がそういう人間だと、理解しているから。



「俺とお前の関係なんて、出会ったときからこんな感じだろ」



　中二んときに、出会ったときから。



「そうだね。僕と安藤って、都合がいいときだけ友達だからね」



「当たり前だ。お前が俺のピンチに駆けつけたりしたら気持ち悪りぃよ。今回とは逆にお前がピンチになったとしても、俺は絶対に駆けつけないしな」



「うーん。それはどうかな？」



　相模ははぐらかすようにそう言って、静かに
微笑
 ほほえ

 んだ。女子だったら
見蕩
 みと

 れること間違いなしの
魅惑
 みわく

 的な笑顔だったが、俺にとっては
癇
 かん

 に
障
 さわ

 るだけの表情である。



「案外、安藤は助けに来てくれそうな気がするよ。なんだかんだ言って、きみって割りとイケメンだからさ」



「はあ？　イケメンって……お前が言うと嫌味にしかなんねーぞ」



「外見じゃないよ、中身の話」



　と、そこで、相模は自分のポケットから携帯を取り出した。



「あ、ごめん安藤。ちょっと電話出る」



「誰からだ？」



「んー。恋人」



「……また新しいのができたのかよ」



「違うよ。この人は──ちょっと違う意味で恋人」



　相模は意味不明なことを言うと、すぐに電話に出てしまった。



　俺は口パクで「先行く」と告げて、非常ドアに手をかける。相模一人を非常階段に残して、校舎内へと入った。



「もしもし、サガミンこと相模静夢くんです。もしくは──」



　非常ドアが閉じられる。



　同時に、相模の声が途絶えた。







「──もしくは、あんたから《
他人の不幸は罪の味
 イノセントオンルツカー

 》なんて、
厨二臭
 ちゆうにくさ

 い名前を
頂戴
 ちようだい

 しちゃった相模静夢です」










☆










「右眼の調子はどうですか、
桐生
 きりゆう

 さん」



　ひと通り情報の共有が済んだところで、僕は雑談のような気持ちでそんな話題を口にした。電話口の相手──桐生
一
 はじめ

 は、邪眼ごっこのために右眼を負傷するという救いようがない厨二野郎なのである。



『最悪だよ。全然
腫
 は

 れが引かねー。山王戦を控えた
流川楓
 るかわかえで

 の左眼の腫れを一晩で治した、南龍生堂の塗り薬が欲しいところだ』



「そういうネタは妹の
灯代
 ともよ

 ちゃん相手にやってください」



　突っ込みは
性
 しょう

 に合わない。僕は突っ込まれてなんぼの人間だ。



「とは言え、女子には突っ込んでなんぼですけどね」



『静夢。お前一人でなに言ってんだよ』



「ところで桐生さん。あんたは今回なにがしたかったんですか？」



　僕は言う。



「わざわざ僕に鳩子ちゃんの携帯を盗ませてまで
 、鳩子ちゃんに接触したかったんですか？」



　安藤にはたまたまぶつかって、それで携帯を落としていったと説明したけれど、そんな都合のいい話があるわけないだろう。



　僕はあのとき、わざとぶつかって鳩子ちゃんの携帯をポケットから抜き取った。



　桐生一の、指示通りに。



「鳩子ちゃんが迷子になったのも、どうせ誰かの異能のせいでしょう？　いくらあの子が天然だからって、いくらあの子が
激昂
 げきこう

 してたからって、あのタイミングで迷子になるのはさすがに出来過ぎている」



『かかっ。まあな。あのお嬢ちゃんが道に迷った
挙句
 あげく

 、この俺と運命的に出会ったのは、《
鬼の居ぬ間に鬼ごっこ
 デツドスペース

 》によって引き起こされた必然の現象だ』



「ああ。あの、
隙間
 すきま

 産業の異能ですか」



　なるほど。それなら全て納得できる。



　
芥川柳
 あくたがわやなぎ

 の力なら、それくらいは
容易
 たやす

 いことだろう。



『さて。なぜ俺が
櫛川
 くしかわ

 鳩子と接触したかったか、か……』



　笑みを
堪
 こら

 えるような声が、電話口から響いてくる。



『それはここでバラしてもつまんねーだろ。いろいろと想像してみな。櫛川鳩子を囚われの姫君にして安藤
寿来
 じゆらい

 の
覚醒
 かくせい

 を図ったとか、櫛川鳩子の異能だけは早めに処分しておきたかったとか、安藤と櫛川の関係をリセット＆リスタートしてやりたかったとか……来週号の展開を予想するジャンプ読者のように、せいぜい俺という存在を楽しんどけよ』



　厨二臭い
台詞
 せりふ

 ではぐらかされた。



　
相変
 あいか

 わらず、この人はいちいち意味深長だ。どうでもいいようなことを秘密にしているかと思えば、絶対に言ってはいけない一言を軽々しく口にしたりもする。



　どこまで本気でどこから冗談なのか、よくわからない。



「そんな得意げに語られても、結局失敗してるんだから格好つかないですよ」



　桐生さんの情報によれば──
愛希
 あき

 ちゃんの《
首斬りげんまん
 ヘツドハンテイング

 》によれば、
彩弓
 さゆみ

 ちゃんの異能の新しい使用法によって、鳩子ちゃんはあっさりと奪還されてしまったらしい。



　危機を危機とも理解しないまま。



　ピンチをピンチとも自覚しないまま。



　文芸部の連中は、事なきを得てしまったのだ。



『そーなんだよなあ……。俺の邪眼で櫛川鳩子を眠らせたところまでは、
完璧
 かんぺき

 にシナリオ通りだったっつーのによ』



「『俺の邪眼』じゃなくて、あのババアの《
鍵のかかった魔眼
 エターナルウインク

 》でしょう？　あんたの眼には邪眼なんてないんだから」



『……お前、いくらなんでも
二十歳
 はたち

 超えた女性に厳しすぎだろ』



　
若干
 じやつかん

 引いた様子の桐生さん。しかし、女は二十歳超えたらババア（人外娘を除く）である。



「まあ、答える気がないならそれでいいですよ。言ってみただけですから。じゃあ、そろそろ切っていいですか？」



『待てよ。まだ本題が終わってねえ』



「本題？」



　僕は反射的に問い返した。すると桐生さんの『かかっ』という独特の笑い声が聞こえてきた。



『静夢。お前──そろそろこっちに来ねえか？』



「……どういう意味ですか？」



『話に混ぜてやるって言ってんだ。ちょうど、もう一人ぐらい人手が欲しいところなんだよ。俺らと同じように、この戦争に
異能者
 プレイヤー

 として参加しようぜ。うちのリーティアも、あと一人ぐらいだったらイケると思うからよ』



　それは勧誘だった。



　彼が、彼らが参加している戦争への勧誘。



　異能バトルへの招待状。



　僕は──即座に返事をした。考えるまでもなく、答えなど決まっていたからだ。



「お断りです」



『……ふうん。理由は？』



　桐生さんは楽しげに
相槌
 あいづち

 を打った。ショックは受けていないだろう。僕が勧誘を断ることぐらい、彼にとっては予想通りの展開なはず。



「なんでしょうね……。僕も、あんたや安藤と同じで、漫画やアニメが大好きなんですよ。一番はラブコメですけど、異能バトルだって嫌いなわけじゃない──だけど、僕とあんた達には決定的な違いがある」



　僕は言う。



「僕はあんた達みたいに、物語に入り込みたいと思ったことは一度もない。フィクションはどこまでもフィクションだから──どこまで行っても他人事だから楽しいんですよ」



　物語に自己投影したりはしない。自分がもしもこの世界にいたら～、なんて
妄想
 もうそう

 したりはしない。



　読者だからこそ、物語を
俯瞰
 ふかん

 して楽しむことができるのだ。



「ドジっ娘にお茶ぶっかけられるのも、暴力ツンデレに照れ隠しでぶん殴られるのも、料理が下手な娘にクソ
不味
 まず

 い飯食わされるのも
勘弁
 かんべん

 だ。異能バトルの主人公みたいに毎回病院行きになるのも絶対嫌だし、ミステリーの探偵みたいに毎度グロい死体も見たくもない。スポコンの主人公みたいに
怪我
 けが

 もしたくない」



　物語を鑑賞するのは好きだけど──物語に干渉するのは好きじゃない。



　主役にも脇役にも敵役にもなりたくない。



　僕は、ただ読者でありたい。



「まあでも、リーティアちゃんがアヘ顔ダブルピースで
懇願
 こんがん

 してくれるんだったら、ちょっとは考えますけどね」



『……かかっ、いいねえ、そのイッちまってる世界観。それでこそてめえだぜ、相模静夢』



　桐生さんは楽しそうに笑った。そしてたぶん、『世界観』を正しい意味で──『世界についての見方、見解』という意味で使った。その言葉は、最近じゃ正しい意味で使った方が意味通じないと思うんだけど。



『真実の意味で傍観者。究極の上から目線にして、神の
如
 ごと

 き高みの見物。やはりお前には、俺の与えた《
他人の不幸は罪の味
 イノセントオンルツカー

 》の名がふさわしい』



「いい加減、その厨二臭い名前は嫌なんですけど」



『ん？　そうか。そこまで言うなら、第二案だった
《自慰識過剰》
 ベーシヨンマスター

 の方を採用するか』



「……すみません。やっぱ《
他人の不幸は罪の味
 イノセントオンルツカー

 》でいいです」



　さすがの僕もベーションマスターは嫌だ。



　あながち間違ってない気もするからなおのこと嫌だ。



「ていうか、そうやって異能に目覚める前から異能の名前をつけるのって、どう考えても順番間違ってるんじゃないですか？」



『かかっ。いいじゃねえか。子供の名前だって生まれる前から考えるもんだろ？　名は
体
 たい

 を表すんだよ』



「それとこれとじゃ話が……」



『同じだよ。この戦争における異能の場合、俺のネーミングスタンスは間違いとは言い切れない』



　桐生さんは
饒舌
 じようぜつ

 に言葉を続ける。



『
異能者
 プレイヤー

 に発現する異能は、対象者の深層心理に深く関係してる。心の奥底に眠る根源的な願望……それが異能となって発現する場合が非常に多い。この話は前にしたっけか？』



「ええ。まあ、軽く」



『たとえば今回のメインヒロインである櫛川鳩子の願望は──「安藤寿来を理解したい」ってとこだろう。だからあんな
贅沢三昧
 ぜいたくざんまい

 の異能が発現したんだよ。しかしまあ、同時に厨二を理解できてないことを
如実
 によじつ

 に表す異能でもあるんだけどな。あんな万能スキルはイマイチ厨二力に欠ける。ちょっと欠陥があってむしろ使い勝手が悪いぐらいの方が最高にかっこいいっつーのによ』



　わからない話ではない。



　鳩子ちゃんなりの『かっこいい』異能というのが、ああいう『ぼくのかんがえたさいきょうののうりょく』みたいな
《五帝》
 オーバーエレメント

 なのだろう。



　厨二を理解したいけれどまるで理解できない、という矛盾によって生まれた能力。



『だから、もし仮にお前が異能に目覚めるとすれば、それは「お前らしさ」を限界まで引き出した異能になるはずだ。《
他人の不幸は罪の味
 イノセントオンルツカー

 》という名が
相応
 ふさわ

 しい異能にな』



「ふうん。だったら──」



　僕は思いついたことをそのまま口に出した。



「桐生さんの《
堕天使の鉄槌は愚者へと振り下ろされる
 ルシフアーズストライク

 》は、あんたの『世界をひっくり返したい』っていう願望の表れってことですか？」



『さあ。どうだろうな』



　桐生さんはいつものように答えをはぐらかした。聞いてないことはべらべらしゃべるくせに、語るべきことだけは一切語らない。



　それがこの男だ。



「……ともかく、僕はこれまで通りその場のテンションであんたに協力する立ち位置でいさせてもらいますよ。気が変わったらすぐに裏切りますからそのつもりで」



『ああ、いいぜ。その方がよっぽど面白そうだ』



　楽しそうに、本当に楽しそうに言う。今の言葉に
噓
 うそ

 はないだろう。



　たとえ僕が明日裏切ったとしても、この男はその状況を凶悪に笑い飛ばし、そして楽しみ尽くしてしまうのだろう。



　自身の抱える狂気を理解しながら、そこに身を
浸
 ひた

 すことに
躊躇
 ためら

 いを覚えない、この救いようがない末期の厨二病患者は。



『静夢。不感症で
俯瞰
 ふかん

 症なてめえに、これだけは言っとくぜ』



　桐生さんは、これまでとは明らかに違う口調で言う。突き放すような引きずり寄せるような、独特の口調だった。



『俺のことはこれでもかってほどに過大評価しとけ。それでようやく過小評価だ』



　そんな、なにに対する答えなのかわからない台詞で、電話は途切れた。



「…………」



　携帯をポケットにしまい、非常階段からの景色を見下ろす。
頰
 ほお

 を
撫
 な

 でる朝の柔らかい風が心地良く──なんてちょっと風流な気分に浸っていると、



「相模ぃいっ！　てめえ、このド変態野郎っ！」



　非常ドアが勢いよく開き、安藤が飛び出してきた。



「どうしたの、安藤？」



「てめえ、鳩子の携帯の待ち受けいじりやがったろ!?
 　なんで画面開いたら児ポ法に引っかかりそうな画像が出てくんだよ!?
 　なんだこの
股
 また

 開いてアヘってる幼女は!?
 」



「え。噓、もしかして安藤が開けちゃったの？」



「さっき廊下で何気なく開いて死ぬかと思ったよ！　たまたま後ろにいた女子が青ざめて逃げてったんだぞ！」



「噓だろ……。なんで安藤が開いちゃうんだよ。鳩子ちゃんがこれ見たらどんな反応するのかなって、にやにやと妄想して楽しんでたのに……」



　うわあ、最悪だ……。せっかく教室で友達に見つかるパターンとか家で親に見つかるパターンとか妄想してたっていうのに……。



「なんでお前泣きそうな顔で
凹
 へこ

 んでんの!?
 　泣きたいのは俺の方だよ！」



「もう死ねよ、安藤」



「お前が死ね、相模」



　僕達は
揃
 そろ

 って深くため息を
吐
 つ

 き、揃って深く落ち込んだ。



「ところで安藤、話は変わるけどさ」



「いやお前、なに平然と話題転換してんの？　まだ話終わってねえから。まずはきちんと謝罪しろ。そしたら鼻フック画像ネット配信で許してやる」



「こないだ会ったっていう、灯代ちゃんのお兄さんってどんな人だったの？」



「だからお前……あー、もういいや」



　安藤はがしがしと頭を
搔
 か

 き、
諦
 あきら

 めたように
嘆息
 たんそく

 した。



「灯代の兄貴は桐生一っていって……ん。あれ？　桐生さんに会った話って、お前にしたっけ？」



「うん。したした」



「……おかしいな。俺、この話はあんまり他人には言わないようにしてんだけど」



「正確には、灯代ちゃんと安藤が話してるのをこっそりと聞いた」



「それは盗み聞きっつーんだよ」



　安藤は舌打ちし、それからにやりと楽しそうに笑った。



　厨二モードの安藤である。



「くくっ。あの男は……そうだな。一言では語り尽くせないほどに素晴らしい男だったが、それでも一言で言うなら──俺と同じ匂いがする男だったな」



「その台詞って相当かっこいい
奴
 やつ

 が言わなきゃ意味がない台詞だから」



　しかし、わからなくはないな、と思った。



　安藤寿来と桐生一。



　この二人は、馬鹿みたいに似ている。



　鏡に映したみたいにそっくりで──そして正反対だ。



「安藤と気が合う奴がいるなんて驚きだね。その人とはぜひ仲良くするといいよ」



「そうしたいのは山々だけど、あれ以来
連絡
 れんらく

 取ってねーからな。今なにしてるのかはさっぱりわかんねーよ。番号も交換しないまま別れちゃったし」



「そうなの？　だったら、灯代ちゃんに連絡先でも聞けばいいのに」



　妹とも音信不通というわけではない、と桐生さんからは聞いている。



「んー、まあ、そうなんだけどよ……。なんつーか、あの人とはそういう関係にはなりたくないんだよなあ……」



　そこで安藤は、困ったように笑った。



「あの人とは、そう簡単に会ったり話したりしたくないんだよ」



「どうして？」



「偶然以外じゃ出会いたくないって感じかな。ある日突然、ばったりと出会いたい。なんか、その方が運命的だろう？」



　目を輝かせてなにを言うかと思えば、またいつもの厨二病かよ。僕が失望にも似た感情を抱いていると、安藤は、



「それにさ、桐生さんと再会するのは……少し怖いんだよ」



　と、言葉を付け足した。



「もう一度あの人と顔を合わせたら、なにかがどうにかなっちまいそうな気がする
 からな」



「…………」



　子供のように輝いていた瞳に、かすかに暗い色が混じる。不安定で、不気味な色をした瞳だった。ぞくりと
身体
 からだ

 が
震
 ふる

 える。底知れぬ深い穴を
覗
 のぞ

 いた気分にさせられた。



　へえ。



　さすがは桐生一に『選ばれ』た男だ。



　無意識の内に、感づいているっていうのかよ。



　自分が、どれだけ取り返しのつかない場所に立っているのか。



　その持ち前の──厨二力とやらで。



「ん？　なんだよ相模、にやにやしやがって。お前がそんな風に楽しそうに笑うなんて、珍しいな」



「いや、なんでもないよ。そろそろ戻ろうか」



　僕は安藤の横を通り過ぎて、非常ドアをくぐった。



　どうしても、笑みが
零
 こぼ

 れてしまう。



　たとえこの世界がどうなろうと、僕にはなんの関係もない。明日世界が滅びようとも、桐生一が世界をひっくり返そうとも、安藤寿来が世界を終わらせようとも、それは僕にとって一つの展開でしかない。



　僕は一読者として、ただ物語が面白くなることを望んでいる。



　異能バトルでも日常系でも、僕が楽しめればそれでいい。



　そのためならなんだってやってやるし、どんなキャラでも演じてやろう。



　桐生一。



　安藤寿来。



　お前らはサイコーの
見世物
 キヤラクター

 だよ。



　笑って怒って走って踊って
叫
 さけ

 んで震えて泣いて
喚
 わめ

 いて狂って終わって──



　せいぜい
読者
 ぼく

 を楽しませてくれ。








あとがき












　生まれつき目の見えない人に空の青さを伝えるには、どうすればいいのだろう。



　この宇宙の広さを
測
 はか

 るには、どんな物差しを使えばいいのだろう。



　少年漫画にもアニメにも興味がない人に
厨二
 ちゆうに

 の概念を伝えるには、いったいどうしたらいいのだろう。



　今巻のテーマは、ざっくりと言えばそんな感じです。



　厨二力は先天的に絶対量が決まっており、いくら
修練
 しゆうれん

 を重ねても決して総量が増すことはなく、持たざる者にとっては
永劫
 えいごう

 に理解し得ぬ概念なのか。はたまた、周囲の環境、人間関係、名作との触れ合いなど、様々な後天的な要素が密接に関係していて、努力次第では誰でも開花させることが可能な才能であるのか──



　そんな話だったような、違うような……。



　まとめると、人の価値観って理解するのも理解してもらうのも大変だけど理解しようとする姿勢は大切だよね、っていうどこにでもあるようなお話だった気もします。



　なにはともあれ、どうも
望公太
 のぞみこうた

 です。



　実を言いますと、この巻で記念すべきデビュー十冊目だったりします。誰も
祝
 いわ

 ってくれないから一人で勝手にケーキを食べたりしました。祝ってもらえないのは、誰も僕に興味がないから──ではなく『十冊程度で
驕
 おご

 ってはならぬ』という強い
戒
 いまし

 めメッセージが
篭
 こ

 められた無視だと思うので、その心遣い、ありがたく
頂戴
 ちようだい

 致します。いやー、愛されてるなあ、僕。みんなツンデレなんだから。



　……言ってて
寂
 さみ

 しくなってきたので告知と謝辞に入ります。







　まず告知。



　なんかサウンドドラマが出るっぽいです。祝、初メディアミックス！　関係者の皆様には感謝しかありません。発売はまだ先ですが、ワクワクしながら待ってます。



　そして、電子書籍『ＧＡ文庫マガジン』にて、
桐生一
 きりゆうはじめ

 が主人公の外伝『日常系は異能バトルのために』を連載しております。またの名を『スーパーお兄ちゃんタイム』『ずっとお兄ちゃんのターン』とも言います。一巻と二巻の裏で、さらには一巻が始まる前、
安藤寿来
 あんどうじゆらい

 の知らないところで桐生一がなにをしていたか、というお話です。今巻でちょっぴり顔を出した、桐生と愉快な仲間達の戦いに興味があったらぜひどうぞ。外伝が必ずしも文庫化するとは限らないんだぜ……。







　以下
謝辞
 しやじ

 。



　担当の中溝様。毎度お世話になります。一巻の重版オビに《
重版
 ダブルバースト

 》とルビを振るという『それはひょっとしてギャグで言ってるのか？』って感じな僕のアイディアを取り入れてくれたことにはとても感謝してます。あのときはお
互
 たが

 い深夜のテンションだった気もしますけど、まあそれは気のせいでしょう。



　イラストレーターの０２９様。今回も美麗なイラストをありがとうございました。そしていっぱい唐突に、キャラいっぱい出してごめんなさい。



　
裕時悠示
 ゆうじゆうじ

 先生。素敵な
推薦
 すいせん

 オビをありがとうございました。そして『
俺修羅
 おれしゆら

 』のアニメ化おめでとうございます。



　最後に、この本を手に取ってくださった読者の皆様に最大級の感謝を。



　それでは、
縁
 えん

 があったらまた会いましょう。










望公太　　










　あと、今回もネクストプロローグがありますので、よかったらどうぞ。
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　ある日の朝。



　
俺
 おれ

 はいつも通りの時間に、いつも通りの通学路を歩いていた。
鳩子
 はとこ

 が、友達に宿題を見せてもらうために先に行ってしまったので、今日は一人での登校である。



「……ん？」



　学校到着十秒前、というところまで
辿
 たど

 り着くと、校門付近に見知った人影を発見した。



　
千冬
 ちふゆ

 ちゃんだ。



　通学用の鞄を背負い、手の中にリッスンを抱えて、校門の前に立っている。高校生で
溢
 あふ

 れている朝の校門に、小学生が一人でぽつんと
佇
 たたず

 んでいる様は、なんともアンバランスな印象を受けた。



「おはよう、千冬ちゃん」



　俺は近寄って声をかける。



「アンドー、おはよ」



　こちらを見上げながら、千冬ちゃんは
淡々
 たんたん

 と朝の
挨拶
 あいさつ

 を述べる。



　なんか新鮮だな、と思う。この子とは毎日のように遊んでいるけど、それは全て放課後のことだ。こんなに朝早くこの子に会ったのは初めてである。



「千冬ちゃん、こんなとこでなにしてるの？　
里見
 さとみ

 先生、待ってるの？」



　尋ねると、ふるふると首を振った。



「そうか……。でも、小学校は大丈夫？　そろそろ行かないと遅刻しちゃうよ？」



　千冬ちゃんの通う
横衣
 よこい

 小学校までは、ここからちょっと距離がある。しかし千冬ちゃんならば、
《創世》
 ワールドクリエイト

 を使って一瞬の内に移動することが可能だ。



　だから、千冬ちゃんはそのことを計算に入れた上でこの辺りをうろうろしているのだと予想していたのだが──結果、俺の予想は、大きく外れていた。



「遅刻は、しない。小学校、行かなくてもだいじょーぶ」



　千冬ちゃんは言う。



　特に感情の動きも見せずに、淡々と。







「千冬、小学校
辞
 や

 めたから」







　へえー。



　ふーん。なるほど。うん。だったら遅刻の心配はいらないな。



　そうかそうか。千冬ちゃん、小学校を辞めちゃったのかー。



「──はあっ!?
 」







著者




望　公太（のぞみ　こうた）




　望公太の黒歴史その二。



　学生時代、Ｔシャツに細身のネクタイというファッションは、本気でイケると思っていた。



　首に直接巻く感じの着こなしで、しかもＴシャツもネクタイも色は黒……。切実な様子でそのスタイルを止めてくれた母には、感謝しかありません。







イラスト




０２９（おにく）




「はたらく魔王さま！」（ＡＭＷ）、「ドラゴンライズ」（小学館）挿絵担当。







１巻　／ペチャァ＼



２巻　／ボイーン＼








ファンレター、作品の感想をお待ちしています








＜アンケートページはこちら＞



https://emob.jp/m/fi.php?a=gabunko&d=6&i=4738
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（このページのスクリーンショットを撮って、ＱＲコードリーダーアプリで読み取ればアンケートページにアクセスできます）
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ソフトバンク クリエイティブ（株）



ＧＡ文庫編集部 気付







「望　公太先生」係



「029
 先生」係







http://ga.sbcr.jp/
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日常系
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